
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／えーる




デザイン／百足屋ユウコ＋宇都木スズムシ（ムシカゴグラフィクス）







序章　英雄と魔女







　荒野と化した戦場で、少年と少女は対たい峙じしていた。

　歳としの頃は共に十五、六といったところか。だが、その年若い外見とは裏腹に、二人はこの世界の命運を左右するほどに強大な存在だった。

「……そう、貴方あなた、もう私の呪いを祓はらえるようになったのね」

　そう語る銀髪の少女は、この世界を呪い、さまざまな災厄を引き起こした魔女。

「当然だ。お前の呪いを祓うために、俺が選ばれたんだから」

　問いに答えた金髪の少年は、この世界を救う役割を担う最強の英雄だった。

「……だったら、もう心配はいらないわね」

　両者は共に服も体も傷だらけで、激しい戦闘の跡がある。周辺の地形も同様だ。つい先刻まで鬱うっ蒼そうと茂る森林だったこの場所は、荒れ果てた大地へと変貌していた。

　──英雄は魔女に近づき、その喉元に剣を突きつける。

「終わりだ。それとも、まだ抗あらがうか？」

「……いいえ、もう貴方と戦う理由もない。だから、終わらせて」

　魔女は目を閉じて静かに言った。

「ただ私を殺しても、この世界を冒おかしている呪いは祓えない。それは忘れないで。この世界の根源に巣くう呪いを祓わなければ、人々を襲う災厄は止まらない」

「……ああ、分かっている。それは何度も聞いた」

　感情の読めない瞳で英雄は頷うなずく。けれど、と魔女は続けた。

「貴方ほどの力があるなら、すぐにこの世界を救えると思うわ。この私を倒せるんだもの。だから、貴方がいてくれるなら、私はもう生きている理由がない」

　──殺して、と魔女は願った。

　英雄はその手に持つ純白の剣を振りかぶりながら、魔女に問う。

「最後に、理由を聞いてもいいか？」

「……そうね。じゃあ、最後に聞いてもらえるかしら。何も残せないまま死んでいくのは少しだけ悲しいから、貴方の記憶に残しておいて。哀れな、魔女の物語を」

　滔とう々とうと魔女は語る。己が何を思い、何のために生きて、何のために死ぬのか。生来の美しい声で、言葉を紡ぐ。一人の魔女──否、一人の少女の人生を、少年に伝える。

「後は、頼んだわ。ちゃんと世界を救ってね──英雄」

「ああ、確かに任された。だから、さよならだ──魔女」

　英雄は魔女の話を聞き終えると、その手に純白の剣を握り直した。

　──その後、英雄の役割を担う少年は世界を救い、本当の意味での英雄となった。





第一章　生まれ変わり、世界を超えて、運命の再会







「──椎しい名な麻ま衣いです。皆さん、よろしくお願いします」

　その可か憐れんな声音を聞いて、眠りに落ちていた意識が浮上する。

　俺──白しら石いし護ご道どうは、一瞬だけ夢を見ていた。だが、段々と現実を認識していく。

　ここは群馬県立涼りょう鳴めい高校二年二組の教室。

　そして時刻は午前九時を少し過ぎたあたり。朝のホームルームの時間だ。

　状況を確認してから、教室の前方に目をやる。

　教壇の前に立っているのは、長く艶のある黒髪が特徴的な美少女だった。寝不足の俺が思わず目を奪われるほど端整な顔立ち。低い身長もあいまって可か愛わいいと思う。

　しかし、その容姿に見覚えはない。その声音にも聞き覚えはない。

　いくら俺が忘れっぽい性格でも、クラスメイトの顔ぐらいは覚えているはず。

　そう考えたところで、ふと思い出す。

　先日、このクラスに転入生が来ると担任は言っていた。

　……ああ、ようやく状況が摑つかめてきた。だから教壇の前で挨拶しているのか。

　それにしても、まさかこれほどの美少女とはな……。

　彼女の可憐さに教室中がどよめいている。男子だけじゃなく、女子もだ。

「おいおい、めちゃくちゃ可愛いじゃねえか。テンション上がってきたぜ。なぁ？」

　俺の前席に座る男が振り向いて、嬉き々きとして話しかけてくる。

「まあ、な……」

　返答の途中で、あくびが混じった。

「どうしたよ護道。今日はテンション低いな？」

　そう言って首を傾かしげるのは、久く藤どう信しん二じという名の腐れ縁の友人だ。

　染めた茶髪の下には、ムカつくほどに凜り々りしい顔立ち。俺よりも大柄な体格に纏まとう制服はだらしなく着崩している。外見に軽薄さが滲にじみ出でている男だった。

「昨日、遅くまでバイトしてたからな。眠いんだよ」

　俺は目を擦りながら答える。

　とはいえ転入生の可愛さに驚いたせいか、眠気は段々と覚めてきた。

「相変わらず頑張ってるみてえだな、バイト」

「……お金は大事だからな。お金さえあれば何でもできる」

「はは、漫画の悪役かよ」

　信二はからからと笑ってから、何か思いついたようにニヤリと笑う。

「そうだ、バイトの人手が足りないなら転入生ちゃんを誘ってみたらどうだ？　お前の負担は軽くなる。美少女と仲良くなるきっかけにもなる。一石二鳥だろ？」

「……俺が転入生と仲良くなったところで、お前に得はないだろ」

「馬鹿だなぁ、お前は。お前を通じて俺があの子に近づくに決まってんだろ」

　ぽん、と信二に肩を叩たたかれる。

「俺を便利に使おうとするな……そもそも、校則を破るような子には見えないぞ」

　黙認されているとはいえ、アルバイトは厳密に言えば校則違反だ。

　あの転入生……確か、椎名麻衣だったか。緊張しているのもあるだろうが、その雰囲気は真面目で堅苦しい。初見の印象では、校則を破るタイプには見えなかった。

　すでに椎名は自己紹介を終え、用意された席に案内されている。窓際の最後尾にある俺の席からはちょうど反対側で、廊下側の最後尾だ。話しかけるには遠いな。

「こんにちはー。椎名さんって呼び方でいいかな？」

「初めまして！　ていうか、近くで見てもめちゃくちゃ可愛いんだけど！」

　椎名は周辺の席に座る者たちからこぞって挨拶されている。慌てた様子でぺこぺこと頭を下げているところを見るに、あまり人付き合いが得意なタイプではなさそうだ。

「うーん、正統派美少女って感じでいいね」

　信二はご機嫌に頷うなずいている。

　こいつはとにかく美少女が好きなのだ。持ち前の甘いマスクを使っていろんな女の子を引っ掛けては泣かせている。典型的な女好きのチャラ男だ。

　まあ最近は流石さすがに悪評が立ってクラスの女子から嫌われ気味ではあるが、本人はあまり気にしていない。同じ学校にこだわらずとも、キープの女子はたくさんいるのだろう。

「このクラス、全体的に女子のレベルは高いが、どいつもこいつも茶髪だの金髪だのに染めた不純物ばかり。正統派の黒髪ロングが足りてなかった。だからあの子は来てくれたんだ」

「転入理由を捏ねつ造ぞうするなよ」

　白けた目で信二を見てから、改めて椎名に目をやる。

　ちょうど朝のホームルームが終わり、椎名は本格的にクラスの女子に囲まれていた。ここからではよく見えないが、どうやら質問攻めを受けているらしい。

　転入生が避けては通れない道だが、もし人付き合いが苦手なら気の毒にと思う。

「──あんたたちは話しかけなくていいの？」

　軽やかな声音が耳に届く。近寄ってきたのはパーマがかかった茶髪の少女だ。

「話しかけるも何も……そんな隙ないだろ」

　餌に群がる蟻ありのような光景を指差して、俺は言う。

「護道はそうだろうけど、信二は意外ね。もっと我先にって感じかと」

「余裕のない男はモテねえんだよ」

　鼻を鳴らしてから、肩をすくめる信二。

「別に慌てることはねえ。クラスの連中だってそのうち飽きるだろ」

「飽きるってあんたね、人を見世物みたいに……」

「事実、そうだろ。別に馬鹿にしてるわけじゃねえ。人間ってのはそういうもんだ。新鮮さがなくなれば椎名の周りは落ち着く。あの様子じゃ長持ちしねえだろうな」

　信二の飾らない物言いにため息をつく少女の名は、桐きり島しま比ひ奈なだ。

　転入生の椎名と負けず劣らずの美少女。大きくぱっちりとした瞳に、高い鼻。白磁のような肌にはシミひとつなく、ふっくらとした唇が艶なまめかしい。顔立ちの時点で天に恵まれているというのに、すらりとした高い身長に加え、胸元に大きな脂肪分も持ち合わせている。

「……何よ、護道。あたしのことじろじろ見て」

　俺と比奈は幼稚園の頃からの付き合いで、端的に言えば幼おさな馴な染じみだ。

　昔からずっと一緒にいるので、友達というより兄きょう妹だいの感覚のほうが近いかもしれない。

「……いや、別に。それより、椎名麻衣ってどんな奴やつなんだ？」

　誤魔化しがてら問いかけると、比奈は回答に困ったかのように首をひねる。

「んー……まあ、さっきあたしもあの輪に入って、ちょっとだけ話したんだけど」

　比奈の言う『あの輪』とは、椎名を囲む女子勢のことだろう。

「真面目で大人しい子って感じかなぁ。まあ転入初日だし、今は緊張して固くなってるだけかもしれないけどね。慣れてくれば素が見えてくるかも」

　信二はふむと頷き、

「あの顔のレベルの割に自信なさそうだもんな。自分の容姿に自覚のないタイプか、あるいは逆に容姿のせいで苦労してきたか、単純に性格的な問題か。さて、どれだ？」

「それこそ仲良くならないと分からんだろ」

「ちなみに俺としては自分の容姿に自覚のないタイプだと嬉うれしい。このタイプはひたすら褒めるだけで落としやすいからな。……ま、そんな鈍感な奴はなかなかいないが」

「お前の好みは聞いてないんだよ」

　確かに、あのレベルの容姿だと「可愛い」なんて言われ慣れているだろう。

　などと考えながら、クラスの女子と会話する椎名を見つめる。

　──ふと、目が合った。

　何となくだが、妙に視線が鋭く感じる。

　眺めすぎていたか、と気づいて目を逸そらす。

　それにしても、もし俺を睨にらんでいたんだとしたら意外な一面だ。そんな真ま似ねをするほど強気な性格には見えない。今もなお、おどおどした様子で愛想笑いをしている。

　流石に気のせいか。猫を被かぶっているとも思えないし。

「ちょっとトイレ行ってくるわ」
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　俺は呟つぶやいて、立ち上がる。

　一限の授業が始まるのはまだ先だ。今のうちに済ませておきたい。

「いってらー」

「おい、一限サボるなよ？」

　適当に手を振る腐れ縁たちに見送られながら、教室の出口に向かう。

　その際に、椎名の席の真後ろを通った。

「……？」

　奇妙な、違和感。

　どこかで感じたことのある空気だった。

　その違和感の正体を探りたいが、転入生の真後ろでいきなり止まるのも不自然だ。

　眉をひそめながらも、俺はそのまま通り過ぎていく。

　教室を出て廊下を歩きながら、考える。

　……何だ？　今の感覚は。

　何というか、どこかで会ったことがあるような気がするのだ。しかし容姿に見覚えはなく、声音にも聞き覚えはない。だから、何というか、そう──雰囲気に、覚えがある。

　彼女が身に纏う空気を、俺は知っている気がする。

　だが、その感覚の意味が分からない。心当たりもない。

　仮に知り合いだったとすれば、いったいどこでどのように会ったのだろうか。

　湧き上がる疑問は多いが、解決するとは思えない。

　そもそも、単なる気のせいという可能性のほうがはるかに高いのだから。

「聞いた？　二組の転入生めちゃくちゃ可愛いんだってよ」

「ちょっと見に行こうぜ。気になるわ」

「あたしもう見てきたけど。あれはヤバいね。芸能人レベルじゃない？」

　トイレに向かって歩いていると、廊下でたむろしている連中の話し声が耳に入る。

　どうやら他のクラスでも転入生の話題で持ちきりみたいだな。

　あれだけ容姿が良いいのだから、当然かもしれないが。

「しかし──」

　二年生の一学期。夏休みに入る少し前。……随分と中途半端な時期に転入してきたものだ。何か事情があるのだろうか。いや、まあ、何の事情もない転校なんてないだろうけど……などと考えている間に、目的地のトイレに辿たどり着ついていた。

　さっさと用を足して戻るかと思い、扉を開ける──その直前。

　真後ろから、声が届いた。

「──ちょっと、いいかしら？」

　体が硬直する。

　驚きから、自然と警戒態勢に移行する。

　──この距離で、まるで気配に気づかなかった。この俺が。

　とっさに振り返ると、まず宝石のように澄んだ瞳に惹ひきこまれた。

　徐々に全体像を把握する。綺き麗れいな黒の長髪。思わず見み惚とれそうなほど端整な顔立ち。女子の中でも低い身長。そこにいたのは紛れもなく、転入生の椎名麻衣だった。

「あら、随分驚いているのね？　どうかしたの？　いくら転入生とはいえ、クラスメイトに声をかけられただけでしょう？」

　くすりと妖しげな笑みを零こぼして、椎名は尋ねてくる。

　その堂々とした態度は、教室内で眺めていた時とは随分違う。

「……何をした？　お前はいったい何者だ？」

　目を細めて、問う。

　その一挙手一投足を見逃さぬよう、集中力を研ぎ澄ませていく。

　警戒態勢に移行した理由は単純。

　俺が、この世界の学生如きに背中を取られるわけがない。

「先ほども名乗ったでしょう？　椎名麻衣と。それが、この世界における私の真ま名な」

　嘲あざ笑わらうように、椎名は言う。

「──この世界、だと？」

　聞き逃せない言葉が、その中に混じっていた。

　単なる言葉の綾あやとは思えない。その不敵な表情が雄弁に物語っている。

　──この女は、俺の前世に関わる人物だと。

「久しぶりね、英雄。今世は、随分と男らしい顔立ちじゃない」

　その呼び方。その口調。俺を煽あおるような態度。すべてに心当たりがある。

　しかし似ても似つかない容姿だから、両者を繫つなげられなかった。

「ようやく気づいたのね。貴方あなたにしては遅い。勘が鈍っているんじゃないかしら？」

　だが俺と同じようにこの世界に転生しているのなら、容姿が違うのは当然だ。

　椎名麻衣という謎の転入生の立ち姿に、前世の仇きゅう敵てきの幻が重なる。




「お前──災厄の魔女セリスか!?」




　俺が放った驚きょう愕がくの叫びに、椎名麻衣──否、魔女セリスは頷いた。





◆






　──俺、白石護道には前世の記憶が存在する。

　かつての名はグレイ゠ハンドレット。

　こことは違う別の世界で生まれ育ち、そして死んだ。

　その一生を、確かに俺の人生として記憶している。

　とはいえ子供の頃は前世の光景を夢に見る程度で、他の夢と違って随分とリアリティがあるなと感じるだけに過ぎなかった。しかし、その夢の頻度は成長と共に高くなり、徐々に連続性を持って再現されていった。明らかに、子供が想像できる範はん疇ちゅうを超えていた。

　何かの病気を疑って不安になったぐらいだ。

　当時は親に相談したこともある。「悪夢を見るんだ」と、少し誤魔化しながら。

　剣と魔法の世界に生きる少年の人生が精巧に夢で再現されているなどと言ったら、どうなるか。親に頭がおかしい子だと思われるのは嫌だったから。

　親に病院へと連れていかれたが、脳には何の異常も見当たらなかった。妄想しやすい性格なのだろうと雑に片付けられた。俺は納得できなかったが、口には出さなかった。

　それからも俺は成長を続け、前世の記憶が完全に覚醒したのは、高校一年生の夏だ。その時、俺はグレイ゠ハンドレットという少年の人生が、俺自身の前世だと理解した。

　……だが、それを誰かに話したことは一度もない。

　話したところで誰も信じてはくれないに決まっている。この世界の人間たちは異世界の存在なんて知らないし、ましてや転生なんて物語のネタとしか思っていないだろう。

　そもそも俺だって、自分がどうして転生したのか分からないのだ。

　それも異世界に、さらには前世の記憶を失わずに。

　すべてが謎だった。何が起きたのか分からない。でも調べる方法なんてない。

　だから俺は今日まで、ごく普通の学生として生きてきた。

　転生した理由は分からなくても、せっかく与えられた二度目の人生だ。

　今度は縛られることなく自由に生きようと、そう思って。

　──その平穏な日々は、今この瞬間、何の前触れもなく崩れた。

「無理もないけれど、まだ信じられないという顔ね？」

　椎名は──魔女は、そう言って微笑する。

　直後、その手に銀色の杖つえが握られる。

　もちろん魔女は身の丈ほどもある杖なんて前時代的な代物を持ってはおらず、着ている制服に隠せるような隙間もなかった。つまり、突然その場に現出したのだ。

　明らかに物理法則を無視した現象。

　それは超常を操る技術。

　魔法。

「──簡単な証明よ。この世界に、魔法使いは存在しないから」

　この世界では魔法の代わりに、科学という技術体系が支配している。俺もこの世界で魔法使いを見たことはなかった。もし社会の裏に隠れ潜んでいたのだとしても、希少な存在だというのは間違いない。一般人は魔法なんて創作上の話としか思っていないのだから。

「お前はこの世界でも魔法を使えるのか？」

「今みたいなちょっとした魔法なら。この世界で魔法が知られていない理由は、万物に宿るはずの魔力がほんの僅かしかないからよ。これじゃ魔法を使えるだけの魔力を集めるだけで一苦労だわ。誰も気づかないのは当然ね。魔女の私ですら、年単位で魔力をかき集めてようやく大魔法が使える程度。あっちだと一晩で回復したというのに、不便よね」

　魔女は不満そうな口調で語る。

　だから『虚きょ空くうから杖を出現させる』なんて派手さの欠ける魔法を使ったのか。こいつの性格が前世通りなら、一時的に学校を異界に変えるぐらいはやりかねないと思っていた。

「なるほどな……」

　──もっとも、魔女と違って俺は、今も転生前も魔法を使えないが。

　単純に才能がなかったのだ。そして、俺に求められていた技術は魔法じゃなかった。

「椎名麻衣。お前が魔女セリスの生まれ変わりなのは分かった。信じ難がたい事実だが、証拠を見せられちゃ受け入れざるを得ない。認めよう。──そのうえで」

　俺は尋ねる。

「──いったい、何がどうなってる？」

　随分と曖昧な問いだという自覚はあった。

　だが、そもそも俺には何もかもがさっぱり分からないのだから仕方ない。

「世界を超えて、生まれ変わって、運命の再会だと？　そんな偶然があるはずない。どこまで仕組んでいる？　俺の異世界転生は、お前の仕業だったのか？」

「……そうね。どこから話したものかしら」

　魔女は口元に手を当てて、考え込む。

　渋っているわけではなく、話の切り出し方に悩んでいるのだろう。

　──と、ちょうどその時、一時限目開始の鐘が鳴った。

「あっ……」

「ああ、授業始まっちゃったか。まあ仕方ないな」

　あまり授業をサボったことはないが、今はこの話のほうが大事だ。

「……魔女？　どうした？」

　なぜだか魔女はさあっと顔を青くしている。

「い、いえ……な、何でもないわ。そうよね、仕方ないわ。大事な話だもの」

　こほん、と空から咳せきをする魔女。

　……まさか、授業をサボってしまったぐらいで動揺しているのか？

　世界を災厄に陥れた、あの魔女セリス゠フローレスが？

　いやいや、そんなわけないだろう。流石に俺の気のせいに決まっている。

「トイレ前だと話し声が響くだろうな。移動するか」

　周囲は授業が始まったせいか、静けさに満ちている。教室内から先生と思おぼしき声が漏れ聞こえてくる程度だが、つまり俺たちの話し声も教室まで響くということだ。トイレは教室に近いからな。どこかに移動しないとサボっていることがすぐにバレるだろう。

「そうだな……部室棟の手前にある休憩スペースまで行くか」

　適当に候補を考えてから背を向けると──唐突に、殺気を感じた。

　とっさに振り向く。反射的な行動だった。

　ふっ、と膝を曲げていた魔女は、バネを跳ね上げるように廊下を蹴る。瞬時に俺の懐へと肉薄。目にも留まらぬ速度で杖の先端を俺の喉元に突きつけてきた。

　──速い。俺は魔女の動きを目で追うだけで精一杯だった。

　冷や汗をかいている俺に対して、魔女の瞳は鋭く細まっている。

「……思った通りね。やはり貴方は、前世の力を失っている。以前の貴方なら、この程度は簡単にかわしていたはずよ。いくら私が魔法で体を強化しているとはいえ」

　魔女の言葉は事実だった。

　今の俺は前世よりも明らかに弱い。比べ物にならないだろうな。

「……この世界の人間の肉体は貧弱だからな。前世のようには動かせない」
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　俺はそう言って肩をすくめる。

　あっちの世界に住む人間たちは、この世界に住む人間たちよりもはるかに強い。

　肉体の鍛え幅が違うと言うべきか。

　まったく鍛えていない人間の身体能力はどちらの世界でも大して変わらないが、あの世界で体を鍛え抜いた戦士たちは人の領域を超える。百メートルを五秒以下で走り、助走なしで十メートル以上は跳び、剣で岩を叩き斬り、拳で鉄を粉砕する。

　その域に至れる者は決して多くはないが、世界最強の英雄と呼ばれていた俺はもちろん人外レベルの身体能力を持っていた。

　だが、今は違う。転生後の俺には普通の高校生レベルの身体能力しかない。

「……そうでしょうね。今のは、ただの確認よ。安心して」

「確認で人を殺そうとするなよ……」

　喉元から杖を引く魔女に、ほっとしながらも苦言を呈しておく。

「移動しましょうか。人気のないところに」

　案内しろ、とばかりに魔女が腕を組んでいるので仕方なく先導する。逆らって何度も殺されかけたら身が持たないからな。今となってはもう争う理由も特にないわけだし。

「……、」

　歩きながら、考える。

　あっちの世界とこの世界の人間の身体能力の違いについて。

　前世の記憶が覚醒してから、前世の力を取り戻せないか試したことはある。だが、結果は何も変わらなかった。多少頑張って鍛えた程度で、劇的な身体能力の向上はない。

「おそらく魔力の影響よ」

　俺の思考を見透かしていたのか、魔女が淡々と言う。

「あの世界の戦士たちは、鍛えながら無意識のうちに魔力を体に取り込んでいるの。魔法使いの才能がなくとも、取り込まれた魔力は霧散することなく、鍛えれば鍛えるほど肉体そのものに練り込まれていく。練り込まれた魔力は、肉体を強きょう靱じんに造り替える」

　それは初めて聞く理屈だった。

　少なくともあっちの世界で、普遍的に知られているわけではない。

「つまり、戦士たちの身体能力はそれ自体が一種の魔法なのよ。本当はね」

　戦士と魔法使いの対立はあの世界では珍しいことではなかった。だというのに実際は戦士も魔法を使っていると明らかになったら、大変なことになるだろうな。

「そうだったのか……」

　俺は驚きながら、相あい槌づちを打つ。

　そうやって、あっさりと世界を変えかねない事実を語るところは相変わらずだな。

「でも、この世界では魔力が少なすぎて、そういったことが起こらない。自分からかき集めようとしなければ反応しないのよ。だから、たぶん貴方の力は戻らないわ」

　信じがたい内容だが、魔女の言葉を疑う気にはなれない。

　魔女は魔法の達人で、俺よりもあっちの世界を深く知っている。

　何より、納得のいく理屈でもあった。

「この辺りでいいだろ」

　ともあれ、目的地に辿り着いたので足を止める。

　部室棟手前の休憩スペース。長椅子や自販機が設置してある。

　体育館の入り口付近でもあり、運動部の生徒がよく利用している空間だが、部活時間中はともかく朝や昼休みは人が少ない。ましてや授業中だから誰も来ないだろう。

　振り返り、魔女と向かい合う。

　俺は目を細めて、魔女の一挙手一投足に注目した。

「ふふ、何よ？　さっき殺しかけたせいで警戒しているの？」

「当然だろ。そう何度も負けてたまるか」

「貴方に前世の力はない。制限付きとはいえ私にはある。どうせ勝てないわよ？」

　魔女はそう言って、妖しく微笑する。

　実際、どうだろうな。

　いくら肉体が普通の男子高校生のものとはいえ、俺には前世で膨大な数の戦闘経験があるし、それによって培ってきた技術がある。だから普通の人間には負けない。

　魔女が魔法で体を強化していても、先ほどのような不意打ちじゃなければ反応できる。それに魔女の言葉を信じるなら、そう簡単には大魔法を使えないはずだ。

「心配しなくても貴方を殺したりはしないわ。今更、何の意味もないでしょう？」

「……そうかもな」

　魔女があっさりと背中を向けたので、俺も警戒を解く。

　この距離なら勝てるだろうが、勝ったところで意味はない。それどころか、女子生徒に手を出した犯罪者になりかねないからな。それはシャレにならない。

「何か飲みたいのか？」

　自販機を眺めている魔女に問う。

　財布を取り出し、自販機に百円を入れる。適当に缶コーヒーを選んだ。ちなみにこの学校の自販機は百円で買える飲み物が多い。学生にはありがたいお値段だった。

「いえ、自分で……」

　魔女はポケットをごそごそ漁あさってから、気まずそうな顔で目を逸らす。

「財布忘れたのか？」

「教室の鞄かばんに入っているだけよ」

「ジュースぐらいなら奢おごってやる。世界を超えた再会記念にな」

　そんな風に嘯うそぶきながら、缶コーヒーを取り出し、プルタブを引く。

　カシュ、と気持ちの良い音が響いた。

「確かお前、林りん檎ごを搾しぼった飲み物、好きだったよな？」

　ふと脳裏を過った前世の記憶から、そう尋ねる。

　魔女は答えなかったので肯定とみなし、勝手に林檎ジュースを買った。

「……ありがとう」

　すると、魔女は不機嫌そうに顔を逸らしながら言った。

　この女が俺に素直に感謝するなんて……両親の教育が良いのだろうか？

　あるいはこの世界の平穏さに、魔女も毒気を抜かれたか。

　ともあれ俺が驚いていることに気づいたのか、魔女は不愉快そうに眉をひそめる。

「何よ。何か文句ある？　というか、私の分なら早く渡しなさいよ」

「はいはい。──ほらよ。受け取れ」

「あ、ちょ……!?」

　魔女は手をわたわたと振り回してから、何とか受け止めた。

　先ほどまでの尊大な仕草と間抜けな動きのギャップに、思わず吹き出す。

「そんなに大おお袈げ裟さな動きをしなくてもキャッチできるだろ」

「突然モノを放り投げるほうが悪いでしょう!?」

「運動神経が悪いところは変わってないんだな。予想外のことに反応できない」

「反応できるわ。魔法を使えばもっと簡単にね」

「こんなことで魔法使うなよ。ただでさえ魔力が少ないんだろ？」

「ふん」

　鼻を鳴らしてそっぽを向く魔女。

　何だか急に子供っぽく見えてきたな。

　美しく妖艶な風貌だった前世と違って、可愛らしい容姿だから尊大な仕草もどこかちぐはぐに見えるというか、子供のごっこ遊びのようにも感じてしまう。

「さて、本題に入ってもいいのか？」

「そうね……じゃあ、まず聞いてもいいかしら？」

「何だ？」

「貴方、前世の記憶が完全に蘇よみがえったのはいつ？」

「一年前の夏だよ。それ以前も、夢には見ていたけどな」

「そう……私とほぼ同時期なのね」

「それが、何だ？　俺に会いに来た理由と関係があるのか？」

　いくら何でも、魔女が転入してきた理由が偶然とは思えない。

　そもそも魔女は俺が英雄グレイの生まれ変わりだと最初から知っていた。

　何か目的があって、俺に接触してきたに決まっている。

「まさかとは思うが、前世の恨みを晴らしにきたのか？」

「それはない、と。先ほども言ったでしょう」

「それなら、わざわざ俺の高校に転入してきた理由は何だ？」

　用があるならただ会いに来ればいいはずだ。転入するほどの理由が思いつかない。

「何と言うべきかしら。ひとつは貴方の確認というか、観察のため」

「俺の確認？　やっぱりこの異世界転生は、お前の魔法の仕業なのか？」

「その通りよ。貴方が必要だから、この世界に転生させた」

　魔女は俺の問いに答えてはいるものの、何というか、もったいぶった喋しゃべり方だ。核心を避けているというか、俺が聞かないと話が進まない。何か答えにくい理由があるのだろうか？

「俺が、必要？　どういうことだ？」

　尋ねると、魔女は嫌そうに顔をしかめる。

　やはり聞かれたくなかったようだが、説明してもらわないと俺が困る。

「どう説明したらいいのか、分からないのだけれど……」

「安心しろ。お前が口下手なことぐらい知ってる」

「うるさいわね……」

　魔女は両手でジュースの缶を持ち、俯うつむきながら言う。

「…………のよ」

「何だって？」

「だから、……私は……生きて……のよ」

「……何だって？」

　ぼそぼそと呟かれた魔女の言葉は、ほとんど何も聞こえなかった。

　俺が眉をひそめると、

「だ、だから！」

　魔女は意を決したように目を瞑つぶって叫ぶ。




「──私は、貴方がいないと生きていけないのよ！」




　……は？

　俺はその言葉の意味をようやく咀そ嚼しゃくしてから、尋ねる。

「何言ってんの？」

「……私だって、言いたくて言ってるわけじゃないわ。仕方がないの」

　魔女は顔を赤くしながら、目を逸らす。

　その様子を見て、俺は悟った。

「愛の告白か!?」

「ち、違うわよ！」

「悪い、お前が俺をそんな目で見ているなんて……ごめんな」

　指で髪をサラッとさせながら謝る俺。

　同級生からの告白イベントには興奮するが、魔女は無理だ。

「やめなさい！　貴方なんて私から願い下げだわ！」

「じゃあどういう意味なんだよ!?」

　もちろん愛の告白じゃないことぐらいは分かっている。

　魔女が俺に愛情なんて持つわけがない。そんな生易しい間柄じゃない。

　俺と魔女は前世で何度も殺し合っている仇敵だ。

　──憎しみこそあれ、愛などない。

　だからこそ、愛の告白にしか聞こえない言葉の真意が分からなかった。

　ずい、と顔を近づけると、魔女は顔を赤くして後ろに下がる。

「ち、近いわ」

「……そうか？」

　別に、照れるほど距離は近くないと思うが。

　人に慣れていないところは前世と変わらないのか。

　魔女はこほんと空咳をして呼吸を整える。

「……貴方も知っている通り、私は魂を呪われているわ」

「お前が世界を呪った代償、だよな」

「そうよ。人を呪わば穴二つと言うでしょう？　──呪術には、代償が要る。あの世界を災厄に陥れた呪いと同等の呪いが、私の魂を雁がん字じ搦がらめに縛っている」

　呪術とは、魔法とは異なる超常の技術体系だ。

　暗い情念の宿った異質な魔力……呪力と呼ばれる希少な力で超常を引き起こす。その性質は攻撃に特化しており、魔法よりも強力だが、術者は代償に何かを奪われる。

　その不便さから、あの世界では数百年も前に廃れた技術だ。敵を傷つけたら自分も死にかねない技術なんて、まともに扱えるわけがない。魔法のほうがはるかに便利だ。

　だが魔女は、廃れたはずの呪術の天才だった。

　だから、単身であの世界を災厄に陥れることができた。

「私が死ねば、私の魂が消えれば、この呪いは世界に拡散する。私だからこの呪いを抑え込めるけれど、私以外には不可能よ。だから私が死ねば、あの世界は再び災厄に陥る」

「……ああ、そうだったな」

　その理屈は俺も魔女から聞いていた。

　だが現に魔女は死んで、この世界に転生している。

　いや、魂は引き継いでいるのか。なら、あの世界は問題ない？

　俺の疑問に答えるように、魔女は言葉を続ける。

「だから自分が死ぬと悟った時、転生の魔法を使わざるを得なかった。転生しても、魂がある以上は呪いに縛られたままだけれど、時間を先延ばしにすることはできる」

「転生した理由は分かった。だが、なぜこの世界を選んだ？」

「あの世界を……貴方が救ったあの世界を、もう危機に巻き込みたくなかったから、私は異世界への転生を選んだ。私の魂が別世界に移れば、もうあの世界は大丈夫よ」

　俺を安心させるかのように、魔女は言う。

　確かにあの世界がもう一度災厄に襲われていたら、どうしようかと思った。

　あの世界にはもう俺という英雄はいないのに。助けに行く方法があるのだろうか。

　ともあれ、魔女の説明には気になる点がある。

「その理屈だと、今度はこの世界を巻き込むことになるんじゃないのか？」

「その通りよ。知らない世界がどうなろうと、構わないから」

　魔女はつまらなそうな表情で語る。

　その言葉はきっと噓うそだと、俺は思った。だから尋ねる。

「何か策があるんだろう？　この世界を巻き込まないための策が」

　そもそも、自分の死後の世界がどうなろうと知ったことじゃないなんて人間なら、魔女は今ここにはいないだろう。それに、呪うほど嫌っていたあの世界を巻き込まないように努力したような奴が、この世界は巻き込んでもいいなんて考えるはずがない。

「知ったふうな口が気に食わないけれど、まあいいわ」

　魔女は俺の顔を指差して、淡々と言った。

「つまりはその策こそが、貴方よ」

　ようやく話が見えてきた。

　それが、俺を魔女と同じ世界に転生させた理由か。

「なるほどな……俺の祓魔術が頼りか」

　──祓ふつ魔ま術じゅつ。それは、その名の通り魔を祓はらう技術体系だ。

　具体的には魔力そのものに干渉し、霧散させることで、魔力によって生じた超常現象を無効化する。それは呪力も例外ではない。呪力とて、異質なだけで魔力の一種なのだから。

　呪術よりも使い手が希少で、その理由は生来の才能に左右されるからだ。祓魔術を習得できるのは、魔力を操れない者に限られる。つまりは魔法の才能がない者だ。

　あの世界に、まったく魔法の才能がない者なんてほとんどいない。それこそ大陸全土を探し回って、ようやく百人ほど見つかる程度。──実際に、そうだった。

「ええ。元々、私の呪いを祓えるのは貴方しかいない」

　俺はその祓魔術の使い手だった。

　なぜなら祓魔術を使えることこそが、魔女を殺せる条件だったから。

　強大な呪術を操る魔女には、その天敵たる祓魔師でなければ対抗できない。

　そして祓魔師でなければ、魔女を殺した時に撒まき散ちらされる呪じゅ詛そを祓えないからだ。

　──だから、俺が英雄に選ばれた。

　世界最高の祓魔師であり、同時に世界最強の剣士でもあった、この俺が。

　災厄の魔女を殺し、世界を救うために。

「協力してくれるでしょう？」

　魔女は妖しく笑い、俺を睨みつける。

　その瞳に、僅かな憎悪を覗のぞかせながら。




「──だってあの日、貴方が私を殺してくれれば、何も問題はなかったのだから」




　それは、その通りだった。

　だから俺には、頷くことしかできない。

「分かった。俺にできることなら、何でもしよう。方法は？」

「貴方の祓魔術を継続的に使って、徐々に私の魂を縛る呪いを祓っていく。いくら貴方でも、私を殺さずに私の呪いを祓うためには、数十年は必要だと思うけれど」

「──だから、俺がいないと生きていけない、か」

「そうよ。悪いけれど、貴方にはこの先、数十年は私に付き合ってもらうわ」

　魔女を縛る莫ばく大だいな呪いを祓うために最も簡単な方法は、魔女を殺すことだ。魔女を殺せば一時的に呪いは指向性を失う。そのまま放っておけば、その呪いは次に殺害者に向き、殺害者を冒し殺すと、世界を呪いで縛ることだろう。そして災いが世界を覆う。

「もちろん、貴方が私を殺してくれるなら、それがいちばん早いのだけれど、ね？」

　だが、魔女を殺した瞬間──呪いが最も弱体化するその瞬間なら、簡単に祓える。

　元々、その計画で俺が英雄として選ばれ、魔女と戦った。

　しかし。

「──俺は、お前を殺さない」

「そう言うと思ったわ。だから面倒なのよ」

　魔女はため息をつく。

　相変わらず、自分の命を軽く語る女だった。

「一応言っておくけれど、あの世界とは違って、この世界に魔法使いはいない。呪術師や祓魔師、そして貴方のような英雄も存在しない。つまり、災厄……呪いによって生じる魔物に対抗する手段がない。もし失敗すれば、この世界は災厄に耐えられないわ」

　──魔物。

　それは、呪いが形をなした異形の怪物。

　人間の暗い情念を糧に、人間を殺すためだけに行動する。

　大抵の怪物は人間をはるかに上回る膂りょ力りょくと速度を持ち合わせている。

　魔女による呪いは、世界に魔物を大量に蔓延はびこらせる。

　もし魔法使いがいなければ、あっという間に人類は滅亡していたことだろう。

　つまり、この世界では。

「──それでも、俺はお前を殺さない」

「本当に面倒な男ね。それがいちばん早いと何度言ったら」

「お前だって、分かってるんだろ。だから俺のいる高校に転入してきた。最初から殺されて終わりにできると思っているなら、わざわざ転校なんてしてこない」

　図星を指されたのか、魔女は顔をしかめてから嘆息する。

「……まあ、そういうことよ。その代わり、貴方には私に付き合う責任があるわ」

「……お前にしては随分と諦めが早いな。前世の時は、何が何でも俺に殺されようとしてたくせに。寝てる俺に短剣を持たせようとするな。どんな夜よ這ばいだよ」

「人を自殺志願者みたいに言わないでくれる？」

「そのものだったろうが！」

　俺が額を押さえて嘆息すると、魔女は唇を尖とがらせて目を背けながら、呟いた。

「……前世の私は、ひとりぼっちだったわ」

「途中まではそうかもしれない。でも、俺がお前の傍そばにいた」

「……そういう台詞せりふを自然に吐けるところ、生まれ変わっても変わらないのね」

　なぜか、じとっとした目を向けてくる魔女。

　つまりね、と魔女は仕切り直すように言葉を紡ぐ。

「私が死んでも哀かなしむ人なんていなかったのよ。それこそ貴方ぐらいしか。そして貴方の想おもいなんて私の知ったことじゃなかった。だって、貴方は私の敵だもの」

　それは、そうだろう。

　どこまでいっても、俺はこの女の敵だ。

「でも、今は違う。……生まれ変わって、私には家族ができた。私はいつ死んでも構わないけれど、私が死んだら、きっとあの人たちは哀しむ。……それは、避けたいのよ」

　少しだけ顔を赤くしながら呟かれた魔女の言葉を聞いて、俺は笑った。

「な、何笑ってるのよ？」

「そうか……そう、か。良かったな、魔女」

　本当に良かったと思う。

　──お前はもう、ひとりぼっちじゃないんだな。

「ふん……気に入らない笑みね」

　魔女は鼻で笑ってから、腕を組んで壁に背を預ける。

　前世でもよく見た体勢。だが、何というか、

「……あんまり似合わないな？」

「何がよ？」

「その体勢。ああ、容姿が変わったからか」

　ギャップがデカいせいで、前世っぽい仕草とのちぐはぐさが凄すごい。

「……うるさいわね。貴方だって前世とはだいぶ違うでしょう」

「前世のほうがイケメンだったって言うのはやめろ！　こっちは気にしてんだよ！」

「そうは言ってないけれど!?　……それに、今は今で、悪くないわよ」

　俺の密ひそかな地雷を踏み抜きやがって……。

　後半はよく聞こえなかったが、まあ許してやろう。

「お前は美しい系から可愛い系になったよな」

「かわっ……こほん、好きでこうなったわけじゃないわよ」

　改めて魔女の容姿を眺める。

　高校二年生ということは十六か十七歳だ。

　年齢的には前世と変わらないはずだが、顔立ち以外にも違いはある。

　つまりは体型だ。身長が低いこともそうだが、完璧なプロポーションを誇っていた前世に比べると、あるはずのものが存在しない。何とは言わないが。

「……ど、どこ見てるのよ？」

　魔女は俺の視線から隠すように自分の胸をかき抱いた。

「まあ、元気出せよ」

「憐あわれまないでくれる!?　あのね、言っておくけれど、私はまだ成長期で……」

　早口で反論する珍しい魔女の姿がおかしくて、俺は調子に乗る。

「昔は、あんなに立派だったのにな……」

「セクハラで訴えるわよ!?」

「言ってる場合か？　お前の唯一の長所が奪われたんだぞ？」

「…………へぇ、私が下手に出てあげているのに、貴方はその態度なのね」

　魔女から殺気が滲にじみ出したので、俺は後ずさりながら説得する。

「す、すぐ暴力に訴えるのはよくないと思うな!?」

「……はぁ、まあいいわ。それより、そろそろ教室に戻りましょう。流石に転入初日からサボり続けるのはごめんだわ。本当は、一時限目もサボりたくはなかったのだけれど」

　魔女は手元の腕時計を見てからそう言った。

　俺もポケットからスマホを取り出すと、確かにもう一時限目の終了時間だ。

　背を向ける魔女の後に続こうとしてから、ふと思い出す。

「──そういやお前、教室でのキャラは何だ？」

「何だとは何よ？　ちゃんと品行方正な優等生を演じられたでしょう？」

「品行方正な優等生は初日から授業をサボらないんじゃ？」

「……そ、それはもう仕方ないでしょう」

「で、そんなキャラを演じていた理由は何かあるのか？　まあ、そもそも演じられてないと思うけど。あれじゃ単に、会話が苦手な大人しい子って印象だろ」

「…………そう、よね。やっぱり、貴方もそう思う？」

　魔女は肩を落として尋ねてきた。

　さっきまでのシリアスな話よりも、よっぽど真剣な雰囲気だ。

「そりゃな。その様子だと、人と話すことが苦手なのは変わってないのか」

「前世でまともに話せる相手なんて貴方しかいなかったんだから仕方ないでしょう!?」

「でもお前、今は家族も友達もいるんだろ？　だって、この世界にお前を魔女だと知る奴は誰もいない。今世のお前を忌み嫌う奴はいないんだから」

「た、確かに家族とは話すけれど……友達、友達って、どこからが友達かしら？」

「露骨に友達がいない奴の台詞だな!?」

「う、うるさいわね！　人はそう簡単には変わらないのよ！」
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「俺と話す時みたいに素で話せば、もう少しまともに喋れるだろ。優等生キャラを演じようとしてるせいで、余計に話しにくいんじゃないのか？」

　そんな風に助言を出すと、魔女は怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「何を言っているの？」

　心底、不可解そうに、魔女は小首を傾げる。




「本来の私なんか見せたら、嫌われるに決まっているじゃない」




　それは当然の事実を話すかのような調子で、反論する隙もなかった。

　俺が黙り込んでいると、魔女は黒髪を颯さっ爽そうと翻し、教室に戻っていった。





第二章　世話焼き英雄とポンコツ魔女







　俺たちが教室に戻ると、一斉に注目を浴びた。

　転入生が初日の初授業から見当たらなかったのだから、それも当然だろう。

　魔女は居心地悪そうに俯うつむきながら、自分の席に戻る。

「おいおい護ご道どう、手が早いな。もう転入生に手を出したのかよ？」

　信しん二じがニヤニヤしながら肩を組んでくる。

「椎しい名なさんが体調悪いって言うから、保健室まで付き添ってたんだよ。そうだよな？」

　俺はある程度教室に響くような声で、魔女にそう尋ねた。

「は、はい……その、緊張しているせいか、吐き気が収まらなくて……」

　魔女は申し訳なさそうに細々とした声で言う。

　どんなキャラだよ。魔女と分かったうえで見ると面白いな。

「それ、あんたがサボる必要あった？　案内してから戻ってくればいいじゃない」

　比ひ奈ながこっちに近寄りながら尋ねてくる。

「ついでだから俺も保健室で寝てたんだよ。眠いし」

　俺は肩をすくめてそう返した。でっち上げだが、仕方ない。まさか前世で因縁があるなんて言うわけにはいかないだろう。たとえそれが事実だとしても。

「ふうん……随分早く転入生と仲良くなったわね」

　比奈はじとっとした目で俺を見やる。

「だから余裕ぶっこいてちゃ駄目なんだよ、比奈。こいつは天然のたらしなんだ」

　信二は俺の肩をバンバン叩たたきながら言った。痛いからやめろ。

　比奈はそんな信二を睨にらみつけてから、席に座った魔女に近寄っていく。

「もう大丈夫なの？　椎名さん」

「あ……はい。少し休んだら、吐き気も収まってきました」

「転入初日だし、気苦労は多いよね。もし何かあったら、あたしに言ってね！」

　比奈はそう言って胸を張る。

　ただでさえ豊満な胸が、魔女の前でより一層存在感を強めた。

　魔女の瞳にほんの少しだけ羨望が宿る──宿ったように見えて、俺は笑った。

「どうかした？」

　きょとんとした比奈に、魔女はぶんぶんと首を振る。

「い、いえ！　ぜひ、その、頼りにさせていただければと思います……」

　いくら初対面でも同級生相手に口調が固すぎるだろ……。

「あはは、面白いね椎名さん！　同級生なんだし、タメ口で行こうよ！」

「え、ええっ!?　わ、分かりました！」

「それまだ敬語なんだけど！」

「ああっ!?　はい！　いや、その、ええと……分かっ、たよ？　こうですか？」

「あははっ！　また戻ってる！　まあ敬語のほうが楽なら、そのままでいいよ。そういえば自己紹介してないっけ。あたしは桐きり島しま比奈。呼び方は何でもいいよ」

「桐島さん、ですね。あの、えっと……私は椎名麻ま衣いです！」

「あはははは！　大丈夫だって、それは最初の挨拶で知ってるから。それに、さっきから椎名さんって呼んでるでしょ？　いや、ほんとに面白いねー」

　比奈はからからと笑っている。

　魔女は何というかもう、しどろもどろって感じだ。

　人と話すのが苦手なのは知っていたが、ここまでなのか……。

　さっきは遠巻きに見ていたから会話内容までは分からなかったが、常にこの調子なら、魔女を囲む女子勢が面白がっている雰囲気だった理由が分かる。

　そういえば前世で俺以外の人間と話す魔女の姿は見たことなかったな……。

　何だか不安になってきた。

　こいつはちゃんと現代社会に適応して生きていけるんだろうか。いや、すでに十六年もこの世界で生きているわけだし、ちゃんと適応しておいてほしいのだが……。

　魔女から比奈が離れた隙を見計らって、小声で話しかける。

「おい」

「……何よ」

「もうちょっと何とかならんのか？」

「……逆に聞くけれど、魔女が他者との関わりを得意にしていると思うの？」

「何でちょっと自慢げなんだよ。今世じゃ痛いだけだぞ」

「痛……っ!?　そ、そんなことないでしょう。私は孤高の存在なのよ！」

「ぼっちなのは分かったから」

「いちいち表現を変えないで……！」

　ちょっと涙目になりつつある魔女と小声で話していると、信二が混ざってくる。

「おいおい、俺を置いてけぼりにしないでくれよ。なぁ椎名さん？」

　信二に気安く話しかけられ、魔女は硬直している。いや、なんか言えよ。

　……と思っていたら困ったように俺を見てきた。仕方ないな。

「信二、椎名が困ってるだろ」

「いや、軽く話しかけただけなんだが!?」

「馬鹿野郎、お前はチャラついてて怖いんだよ。出直してこい」

「そんなにチャラいかねぇ……？」

　信二は首をひねりながらスマホに自分の顔を映している。

「や、何を話してるの？」

　俺たちの会話に割って入ってきたのは新しん藤どう優ゆう香かだ。

　黒い髪のサイドテールが特徴的な少女だった。可か愛わいらしい顔立ちには柔和な笑みが浮かんでいて、その穏やかな雰囲気によく似合っている。

　人当たりの良いい性格でみんなに好かれ、自然とクラスの中心にいる少女だ。

「よぉ優香。ちょっと聞いてくれよ──」

　信二が魔女に怖がられた件について語り、優香が楽しげに相あい槌づちを打つ。

「あんたを怖がるのは正解でしょ。椎名さんに近寄らないでね」

　女友達を引き連れて戻ってきた比奈が、しっしっと信二を追い出そうとする。

　そうやってクラスメイトたちは再び魔女の近くに集まっていた。

　魔女は時折話題を振られ、こくこくと頷うなずいている。逆に言えばそれだけだ。

　……俺にしか分からないかもしれないが、魔女は露骨に困っていた。

　助けを求めるようにちらちらと視線を向けてくる。

　たぶん、優香たちの陽キャオーラに気け圧おされているのだ。

「ええーっ!?　優香ちゃん、それウケるんだけど！」

　特に比奈を怖がっているらしい。比奈は見た目より真面目なんだけどな。

　ギャルっぽい見た目だが、実際には彼氏の一人もできたことはない。幼おさな馴な染じみなのでそれぐらいは分かっている。告白される回数は多いくせに、誰とも付き合わないのだ。

　もしかしたら好きな人でもいるのかもしれないが。

「──ね、わたしもそう思うよ。ちなみに、椎名さんはどう思う？」

　優香はなかなか会話に参加できない魔女に、自然に話を振っている。魔女はそのたびにつっかえながらも、何とか言葉を返していた。優香も顔には出さないが、少し困っている。

　優香の対応は完璧だ。問題は異様にコミュ力がない魔女にある。

　何ならもう、ちょっと泣きそうだった。

　……仮にも災厄の魔女が、そんな理由で泣いていいのか？

　どうやら生きるのが下手なところは変わらないらしい。

「おい、そろそろ次の授業始まるぞ」

　俺がその場を解散するように促すと、魔女の顔がぱぁっと明るくなる。

　そこまでか、お前。そこまで居づらいのか……。

　ともあれ信二を伴って自分の席に戻ると、奴やつは楽しげに問いかけてくる。

「やっぱお前、あの子と何かあるんだろ？」

　やはり仲の良い信二の目を誤魔化すのは無理があるな。

　それに、こいつは雰囲気に敏感だ。人をよく観察している。

「……昔の知り合いなんだよ。と言っても、ちょっと話したことあるだけだが」

「なるほどね。何でそれを隠す？」

　別に、噓うそはついてない。昔の知り合いなのは本当だ。

「説明が面倒だろ。わざわざ言うほどの何かがあったわけでもない」

　そうやって肩をすくめると、信二はあまり信じていない顔で苦笑した。

「……ま、そういうことにしといてやるよ」




　昼休み。

「護道くん、ちょっといいかな？」

　俺と信二が弁当を食べていると、優香が声をかけてきた。

　優香は信二と中学からの同級生だ。優香は交友関係が広いので普段からつるんでいるわけではないけど、そのおかげで俺とも仲が良い。こうやってよく話しかけてくる。

　優香も信二もクラスでは際立って目立つほうで、仲が良い俺も似たような扱いを受けているが、俺はこいつらほど美形じゃないので肩身が狭い。

「何だ？」

「大したことじゃないんだけど、五限の課題やった？」

「……え？　何かあったっけ？」

　五限は確か数学だ。数学の担当教師は厳格な人で、課題の提出が少しでも遅れたら容赦なく成績を下げる。でも、今回は何もなかったと記憶しているが。

　俺が首をひねると、優香は苦笑した。

「あ、やっぱり知らなかった？　先週の授業の最後にぼそっと言ってたんだよね。みんな寝てたから聞いてないだろうなーとは思ってたんだけど、言うの忘れてた！」

「──ちょ、ちょっとそれ本当!?」

　俺たちの話に聞き耳を立てていたのか、比奈が驚いている。

　さあっと比奈の顔が青くなっていった。

「それが、本当なんだよねー。伝えるの忘れてたのは申し訳ないけど」

「いや、優香ちゃんは悪くないけど……確かに先週の授業はぼうっとしてたかも。うわ、どうしよう……今からやれば間に合うかな……!?」

　比奈から昼食に誘われていた魔女は俺たちの会話をぽかんとした様子で聞いている。

「ごめん椎名さん！　あたし、先に課題やらないと！　食べてて！」

　比奈は手を合わせて魔女に謝ると、慌てて数学の教科書とノートを取り出した。

「やっぱり、比奈は真面目だねー」

　優香は苦笑する。俺と信二は肩をすくめた。

「どうやら諦めが肝心という言葉を知らないらしい」

「甘いな護道。俺はそもそも知っていたけどやってない」

「……いや待て。それならせめて俺に教えろよ!?」

「何を言ってんだよ親友。怒られる時はいつも一緒だろ？」

「お前みたいな不良と一緒にするな。俺は意外と優等生なんだよ」

「授業を平気でサボる奴が何を今更」

　信二がやれやれとため息をつく。

　それは反論できないので、苦虫を嚙かみ潰したような表情になる俺。

「せっかく優香ちゃんが教えてくれたんだから、あんたらもやりなさいよ」

「意外と量はないからね！　頑張れば昼休み中に終わると思う」

　教室を眺めると、早々に弁当を片付けて課題に手をつけている者が多い。優香がやってなさそうな連中に声をかけたのだろう。こいつは優しい女だからな。

「馬鹿だな、比奈。課題をやるには、問題を解く必要があるだろう。最近の授業をすべて睡眠にあてている俺が問題を解けるわけがない。挑戦するだけ無駄だ」

「自慢げに言うことじゃないけど!?」

「お前は俺に構ってる暇があるなら進めろよ。切羽詰まってるんだろ？」

「言われなくてもやるけど……！」

　比奈はそう答えながら、カリカリとノートにペンを走らせていく。

「見せてあげるから護道くんたちもやりなよ！」

　優香は自分のノートを取り出すと、俺に渡してきた。思わず呟つぶやく。

「おお、神よ……」

　神はこんなところにいたのか。

　あの世界にも教会が創り上げた神の虚像しかなかったというのに……。

「そんな大おお袈げ裟さな。でも、次からは自分でやりなよー？」

　優香は祈りを捧ささげる俺に苦笑する。

「あ、ずるい！　優香ちゃん、あんまりそいつら甘やかさないでよ」

「これが俺と優香の絆きずなだよ。お前はまだ好感度が低いから見せてもらえないんだ」

「そんなゲームみたいなシステムなの……？」

「いや、単に比奈は普通に解いてたからいらないかなって思っただけなんだけど！」

　わたわたと弁明する優香。信二は腕を組みながら言った。

「仕方ねえ。解答があるなら俺もやってやるか」

「どんだけ上から目線なんだよお前は」

「俺は絆に頼るお前と違って、優香に金を払う──いくらだ？」

「んー、じゃあ今度ジュースでも奢おごってよ！」

「了解！」

　そんなやり取りの後、俺たちは弁当を片付けて課題を写し始める。

　魔女はそんな俺たちをきょろきょろと眺めてから、

「あ……私は大丈夫、ですかね？」

「流石さすがに、転入生に課題やってこいなんて無茶は言わないんじゃないかなぁ？」

「そ、そうですよね。ごめんなさい」

「いやいや、謝る必要はないから。そう緊張しないで！」

　優香はできるだけ柔らかく話しかけているが、魔女はガチガチに固まっている。

　呆あきれたような目を魔女に向けると、「何よ」と睨み返してきた。

　俺には強気に出れるくせに……。

　ともあれ俺たちが静かになったので、魔女は安心した様子で本を読み始める。

　転入初日から読書か……悪いことじゃないが、友達は作れそうにない行動だな。

「──よし、何とか終わった！」

　急いでやれば十分で終わった。もちろん優香のおかげだが。

「俺のほうが早く終わったな」

　自慢げに腕を組む信二。だから何だよ。

　優香は俺たちからノートを回収しながら、ぽつりと呟く。

「──ひとりが好きな子なのかな。さっきは悪いことしちゃったかな？」

　その視線は読書に集中する魔女を捉えている。

「うーん、そうかもね。あんまり構わないほうがいいのかな……？」

　と、比奈も難しい顔で相槌を打つ。

　転入生が早くクラスに馴な染じめるように、みんな気にかけているのだろう。しかし、人付き合いが苦手そうな魔女の様子を見て、優香たちはそんな結論に至りかけている。

　──だが、そんなことはないと俺は知っている。

　あの女はひとりで生きてきた。だから、孤独には慣れている。孤独との付き合い方をよく知っているのだ。だから今も、安心したように読書に集中している。

　……でも、それは慣れている、というだけだ。孤独が好きなわけじゃない。

　魔女は──セリス゠フローレスという少女は、本当は寂しがり屋だ。

　友達に、家族に、恋人に、人と人の繫つながりに、憧れている。

　ただ、致命的に人付き合いの経験に欠けていて、魔女として忌み嫌われていたトラウマのせいで人を本能的に怖がっている。嫌われることを恐れている。だから緊張して、自信なさそうに、おどおどした態度になってしまうのだ。

　俺のような敵に対しては堂々と振る舞えるんだけどなぁ。たぶん、嫌われても構わないからなのだろう。憎まれ口の叩き合いはあいつの得意とするところだ。

　とにかく、前世のトラウマを克服するためにも、むしろ積極的に話しかけてやってほしいとみんなに言いたいが、それを俺が強く言うのも不自然だ。

「護道は椎名さんと元々知り合いなんだよな？　実際のところ、どうなんだ？」

　すると俺の思考を見透かしたのか、信二が話を振ってきた。

　驚く優香と比奈に、少しだけ関わったことがあると説明しておく。

　後で口裏を合わせるよう、魔女に説明しておかないとな。

「へえ。だからすぐ仲良くなったように見えたんだ」

「ああ。最初は気づかなかったけど、さっきお互いに確認したんだ」

　俺は続けて、みんなに説明する。ここにいるのはクラスの中心メンバーだ。こいつらが魔女の性格を理解してくれれば、露骨に孤立したり避けられることはない。

「あいつは口下手だけど、会話自体は好きだから。遠慮しないで話しかけていいよ」

　魔女がクラスに受け入れられるように俺が苦心している中、魔女はふんふんと上機嫌そうに読書を続けている。若干ムカついたので「おい」と肩を小突く。

「……な、何よ？」

「何で俺がお前の交友関係のために努力してるのに、お前は読書なんだよ」

「そんなの頼んでないわよ!?」

　魔女が俺に強気に言い放つ様子を、みんな見ていた。

「へぇー。椎名さん、護道にはそんな感じなんだ」

　比奈は純粋に驚いた様子で言う。

「なんか二人だけの世界って感じだね？　わたしたちは離れたほうがいい？」

　優香は楽しげに笑って、そう尋ねてきた。

「ま、本当はこういう奴なんだ。極度の人見知りだと思っておけばいい」

「ちょっと貴方あなた、人のことを勝手に……」

　反論しようとする魔女だが、みんなに注目されていることに気づいたせいか、徐々に声が小さくなっていく。ついには黙り込んでしまったので、思わず苦笑した。

　ちょうどそのタイミングで、昼休み終了の鐘が鳴った。




　五限の課題をクリアし、六限を寝過ごし、掃除を済ませて放課後へ。

　俺はリュックサックに筆箱だけ入れると、教科書やノートはロッカーに放り込む。

　いわゆる置き勉である。見つかったら怒られるが、こんな重いものをいちいち持って帰るなんて苦行すぎる。どうせ家で勉強なんてしないのだから。

　帰宅準備を済ませてから魔女に目をやると、奴は自席でスマホをいじっている。

「じゃ、わたしは部活行くから。じゃあね護道くん！」

「俺も先、帰るぜ。ゲーセン寄りたいしな。また明日会おうぜ」

　優香と信二の挨拶に手を挙げて返すと、俺は魔女のもとに向かった。

「……で、どうするんだ？」

　声をかけると、魔女は驚いたように顔を上げた。そんなにスマホに熱中していたのか。

「何してたんだ？」

　と尋ねつつスマホの画面を覗のぞくと、開かれていたのはメッセージアプリの『ＲＩＮＥ』だった。

　誰かとやり取りでもしていたのか──と納得しかけたが、よく見るとトーク画面ではなくホーム画面だ。上部には『友達　４』と書かれ、そのうち二人は『新しい友達』として表示されている。そのよく知っているアイコンは優香と比奈のものだ。

　そこで魔女にさっと手で隠された。

「……何よ」

　僅かに頰を染めながらも強気に睨んでくる。

「……お前」

「な、何でそんな、可哀相かわいそうなものを見る目をするのよ!?」

　魔女は涙目である。

　いや、まさかＲＩＮＥ友達が増えてニヤニヤしていただけとは……。しかも残りのＲＩＮＥ友達は『お母さん』と『お父さん』だった。家族と仲が良さそうで何よりだが。

「何か文句あるなら言いなさいよ!?」

「いや、別に……何でもない。まあ、何だその、強く生きろよ」

「悲しくなるから励まさないでくれる!?」

「じゃあどうしろって言うんだよ!?　逆に！」

「そもそも人のスマホを勝手に覗かないでよ！」

　それは正論だった。

「すまん……まさかそんなことになってるとは……」

「こ、この男……謝り方までムカつく！」

　ぐぬぬ、と歯は嚙がみする魔女。

　まあＲＩＮＥ友達が多ければいいわけじゃない。友達は数よりも質だろう。とはいえ四人ということは、前の学校の友達は……いや、これ以上は考えないほうがよさそうだ。

　そこで後ろから「やっほー」と軽い声が聞こえた。

　比奈がスクールバッグを肩掛けしながら、俺たちのほうを覗いてくる。そして涙目の魔女を見て、きょとんとした表情で小首を傾かしげた。

「どうかしたの？　もしかして護道にいじめられた？」

「あ、いえ、ちょっと目にゴミが入って……」

　などと魔女が弁明していた時、放課後の教室に誰かが入ってきた。

　ふとそちらに目をやると、クラスメイトの女子が大量のプリントを抱えている。

「みんな、先生が配り忘れたプリントがあるって！」

　彼女はそう言いながら、ふらふらとした足取りで入ってくる。

　どうやら教卓の上に置くつもりらしいが、あのバランスでは危ない。

　俺の熟達した観察眼は彼女の肉体的な能力を見抜き、数秒後の挙動を予測する。

　このままでは確実にプリントの束を落とす。それだけならまだしも、下手をすると転んで近くの机に頭をぶつけかねない。

「お、おい、大丈夫か!?」

　声をかけながら、教卓のほうに駆け足で向かう。──ちょうど、その時。

「え？　うん、大丈夫──」

　クラスメイトの少女は、零こぼれ落おちそうになったプリントの位置を修正するために無理な体勢を取りすぎたのか、「きゃぁっ!?」と悲鳴を上げながら倒れていく。

　──普通に動いていたら、間に合わないか。

　その瞬間。俺は肉体運用のギアを強引に引き上げた。

　普通の高校生の肉体でも、脳の箍たがを外せば一時的に身体能力を引き上げられる。

「──よっ、と」

　大量のプリントを右腕だけで受け止め、左腕で少女の腰を抱いた。

　そのままプリントを落とさないために体をくるりと回転させ、左腕だけでクラスメイトの少女を抱き寄せているような体勢へと移行する。

「……え、あ……？」

　クラスメイトの少女は、ぽかんとした顔で俺を見ていた。

　ズキン、と体中に無理な挙動をした痛みが巡る。脚の筋肉が断裂したかもしれないな。

　俺はその痛みを顔に出さないよう意識しながら、少女に尋ねる。

「……大丈夫か？　立てる？」

「う、うん！　その、ごめんね!?　ありがとう……」

　慌てたようにまくし立ててくる少女の名は、確か笹ささ山やま美み紀きだったか。あまり関わったことのないクラスメイトだが、比奈とは仲が良いはずだ。

「無事なら良いけど。でも、あんまり無茶しないでくれ」

　笹山を解放して肩をすくめる。

「う、うん……！　白しら石いしくん、本当にありがとう……。死んだかと思ったぁ」

　たはは、と照れたように笑う笹山のもとに、比奈が「大丈夫!?」と駆けつけてくる。

「やるじゃん、護道」

「たまにはかっこつけてみるもんだな」

　比奈の賞賛に肩をすくめながら、俺は教卓の上にプリントの束を載せる。

　その動きで、脚に痛みが走った。

　……前世とは違って、今世は人助けにも一苦労だな。

　あくまで俺の肉体は普通の男子高校生相当。だが、俺にはその能力を最大限に発揮する技術と経験がある。ゆえに意識的に肉体運用のギアを引き上げれば、今のような挙動も可能になるというわけだ。あんまりやりたくはないけど。体中が痛いからね。

「……何だ？」

　魔女のところに戻ると、奴は真剣な顔で俺を見ていた。

「……相変わらず人助けは得意なようね。その脚、無理が祟たたったでしょう？」

「あー、やっぱお前には分かるか」

　俺は脚をひょこひょこさせながら、

「まあでも、大したことはない。湿布でも貼って二、三日経てば治るだろ」

「……その脚で、本当に帰れるの？」

「心配するな。俺の家はそこまで遠くないし」

　確かに痛いが、この程度の痛みでは動きに影響しない。

　痛みには慣れている。俺は前世で、そういう訓練を受けてきた。

「別に、貴方の心配なんてしないわ」

　魔女はぷい、と顔を背ける。

「護道、それじゃあたしたち部活行くから！」

「あの、白石くん、本当にありがとね！　今度お礼するから！」

　比奈と笹山は慌てたように駆け出していく。

　二人は同じ陸上部だ。そろそろ部活開始時間なのだろう。

　すでにクラスメイトのほとんどは部活に行くか帰宅している。廊下で他クラスの生徒とたむろしている連中も何人かいるが、教室内にはもう俺たちしかいなかった。

「そういえばお前、部活はどうするんだ？」

　問いかけると、魔女は目を逸そらしながら答える。

「……運動部はちょっとね。文芸部があるなら入ってもいいのだけれど」

「まあお前、運動できないからな……」

「うるさいわね。貴方みたいな体力バカと一緒にしないで」

「やかましい。てか、文芸部は確かないぞ。人が集まらずに潰れたって話を聞いた」

「そう。なら、部活は入らないことにするわ」

「大丈夫か？　友達作りにいちばん手っ取り早いのは部活だぞ」

「余計なお世話よ。まだ教室にいるところを見るに、貴方も入ってないのでしょう？」

「まあな。だったら仕方ない。帰宅部に歓迎しよう」

「歓迎しなくていいわ。そもそも、何なのよ。早く帰りなさいよ」

「おいおい、お前が頼んできたんだろ。俺の祓ふつ魔ま術じゅつで呪いを祓はらうって」

「ああ、そうね」

　俺が言うと、魔女は思い出したかのように頷いた。

　本当に大丈夫かよ。それが目的で転入してきたくせに。

「とりあえず、行くわよ」

「どこに？」

「私の部屋に決まっているでしょう」

「ええ……マジで？」

　いくら魔女とはいえ、同級生の女の子の部屋に行くのは緊張する。

「何か文句ある？」

「……親御さんとかいるの？」

「家にはいないわよ。魔法で暗示をかけて、転校と一人暮らしを許可させたから」

「おいおい、なんて奴だ」

「仕方ないでしょう。それしか方法がなかったのだから」

　魔女はふんと鼻を鳴らすと、

「それで、どうするの？　来ないわけ？　別に私だって貴方を家に入れたいわけじゃないから、他に候補があるならそこでいいわよ」

　なんでこいつ人にものを頼んでいる立場でこんなに偉そうなんだ……。

「……まあ、一人暮らしならいいか。学校で祓魔術を使うわけにもいかないしな」

　そもそも祓魔術を本当に使えるかどうかも分からないが……まあ前世の力を使えない理屈が魔女の言う通りなら、魔女の呪いを祓う作業には使えると思う。

　それに、他者の呪いを祓うためには、術式を使うための経路を作る必要がある。手を繫ぐ程度の単純なものだが、人目に付く場所だとやりにくい。まず集中できないしな。

「そうと決まれば、さっさと行くか」

　面倒な用事は早く済ませるに限る。

　俺は魔女に背中を向けて歩き出した。魔女も俺の後ろをついてくる。

「……話、戻るけれど、貴方はどうして部活に入っていないの？」

「何だよ。ダメか？」

「だって貴方、運動神経しか取り柄ないでしょう？」

「お前こそ勉強しかできないだろ。運動はもう信じられないぐらいのぽんこつで──」

「……、」

「どうした？」

　なぜか魔女が足を止めたので振り返ると、額を押さえてうずくまっていた。

　目の前に柱があることを考えると、額をぶつけたのか。

「……何してんだお前」

　声をかけると、涙目でぷるぷると震えながら、頰を紅潮させて俺を睨む。

「ちょっと下を向いて歩いていただけよ！　いちいち気にしないでもらえる!?」

　いくら何でも、ここまでぽんこつだったか？

　それとも前世は常に命を狙われていたから気を張っていたけど、平和ボケしたせいでぽんこつが加速したのか。それなら、むしろ良かったとは思うが……どうだろうな。

「ちょ……勝手に触らないで!?」

　魔女の黒髪を手でどかし、赤くなった額を眺める。

「あーあ。たんこぶができてる」

「……近いのだけれど。今世にはセクハラという概念があるのを知らないの？」

「まあ他の女子ならともかく、お前だしな」

　流石の俺も、魔女以外の女の額をいきなり触ったりはしない。……いや、比奈は幼馴染だから別だが、それ以外は本当にない。

「それより、お前の家ってどのへんなんだ？　学校から近いのか？」

「ええ。歩いて十分程度よ」

「めちゃくちゃ近いな」

「暗示をかけたはずの両親が、心配だからって学校の近くに住まわせようとしたのよ」

「そうか、愛されてるんだな」

　俺がそう言うと、魔女は顔をしかめた。

「……愛されている？　私が？」

「心配する理由なんて、大切だからに決まってるだろ」

「──娘という関係性だから、私を大切にしてくれるのよ」

　切り捨てるように、魔女は言った。

　その言い方が気になって、俺は足を止める。

「お前、何を……？」

　まるで、娘じゃなかったら大切にされないと確信しているかのようだ。

「常に必要とされてきた貴方に、私の気持ちは分からないわ」

　うっすらと、魔女は笑みを浮かべる。あの頃と同じように、俺を睨みつける。

「それは……確かに、そうかもしれない」

　俺は英雄だ。英雄に選ばれ、周囲を導き、導かれてきた。

　魔物を殺し、人を助け、たくさんの人が俺の背中に希望を乗せてくれた。

　──いなくなれ、と。人類からそう願われた魔女の気持ちなんて、俺には分からない。

　ただ、ひとつだけ文句を言うとするならば、

「俺は単に、そういう存在として造られただけだ。求められたのは俺に宿る力であって、俺という人格じゃない。──俺なんかじゃ、なかったんだ。だから俺は殺された」

「たとえ、力だけが求められていたのだとしても」

　魔女は言葉を切り、妖しく微ほほ笑えんだ。

　その表情に宿る感情が何なのか、今の俺には分からなかった。




「──私には、それが羨ましかった」




　世界の敵。災厄の根源。呪いを支配する女。

　この世すべての憎しみを一身に受けた魔女は、嫣えん然ぜんと笑う。

「なんてね」

　前世の面影が脳裏に過った。

「私が、貴方のことなんて気に掛けるわけないでしょう。さっさと行きましょうか」

　魔女はその黒髪を翻して、昇降口に向かって歩き出した。

　──そして、すまし顔で戻ってくる。

　こほん、と魔女は恥ずかしそうに咳せき払ばらいをした。

　その一部始終を見ていた俺は、思わず額を押さえる。

「……靴を履き替えるのを忘れるって、お前……」

「た、たまには忘れることもあるでしょう。ある……わよね？」

　自信なさげになるな。せめて断言してくれ。

「少なくとも俺はないぞ……」

　シリアスな話の後だった分、余計に恥ずかしい空気だ。どうして俺まで居たたまれない気分にならなければいけないのか。本当に勘弁してほしい。

「強く、生きろよ……魔女」

「…………今日は緊張したから疲れてるのよ。ええ、きっとそうね」

　自己弁護に必死な魔女を放置して、俺は昇降口から外に出る。

　ぶわっ、と一気に熱気が体を包んだ。

　ジリジリと太陽光が肌を焼くような感覚に襲われる。

　もう夏も只ただ中なかだ。やはり、外は暑い。立っているだけでも汗が滲にじんでくる。

　こんな暑さでも、グラウンドからは野球部やサッカー部の元気な声が聞こえてくる。本当によくやるもんだ。俺には無理。夏はクーラーで涼みながらアイスを食うに限る。

「あっつ……」

　魔女は髪をかき分け、胸元をぱたぱたと手で扇あおぐ。

「大丈夫か？」

「……暑さで倒れるとでも思っているの？」

「あっちの世界でこんな気温は経験したことないからな……日本の夏は異常だよ」

「私たちが住んでいたのは大陸の北でしょう。南はこんな感じだったのかもしれないわよ」

「まあ……確かにそうだな」

　俺が旅して回ったのは北方全土を支配するアウグスリア神聖国と、その属国である都市国家連合やマリヤノ連邦ぐらいだ。一度だけ迷宮攻略の際に南方のイストレア王国に踏み入ったことはあるが、あそこは区分け上は南方なだけでほとんど大陸の中央だしな。

　前世のことを口に出すのは新鮮な感覚だと思いながら、駐輪場へと足を進める。魔女は家まで徒歩で十分らしいが、俺は自転車を使って二十分程度なので、わりと遠い。

　駐輪場には、同じ帰宅部の友達が何人かたむろしていた。

「じゃあな」

　俺は先んじて別れの挨拶を告げることで「一緒に帰ろうぜ」という言葉を封殺しながら、自分の自転車を押して校門から出ていく。

　魔女は俺と一緒に帰る関係だと思われたくないのか、俺の数メートルほど後ろを素知らぬ顔でついてくる。別にそれは構わないんだが、俺は魔女の家の場所を知らない。

　視線で問うと、右だと指示されたのでそちらに向かっていく。

　やがて学校脇を通り過ぎ、十字路が近づいてきたところで、もう他人の目は気にしなくても大丈夫だろうと判断したのか、魔女が追いついてきて隣に並んだ。




　──それから数分、無言で歩いた。

　前世の仇きゅう敵てきに話すことなど特にないような気もしたし、話すべきことがたくさんあるような気もしていた。何を話せばいいのか迷っているうちに、魔女が足を止めた。

「ここよ」

　魔女は何でもないことのように告げる。

　だが、眼前にそびえるのはどう見ても学生の一人暮らしにはそぐわない高級マンションだ。

「…………え、マジで？」

「どうしたの？　バカみたいな顔をしているけれど」

　おののく俺を見て、魔女はきょとんとした表情で小首を傾げる。

「お前の両親、金持ちなのか？」

「え？　基準が分からないけど……普通じゃないのかしら？」

　魔女は不思議そうに言いつつ、自動ドアの前で何らかのカードをかざして、マンションの内部に入っていく。まず俺たちを出迎えたのは無駄に広いロビーだった。

「お、おお……」と、庶民の俺は思わずうめき声を漏らす。

　俺の反応など気にしていないのか、魔女はさっさとエレベーターに乗ったので、慌ててついていく。置いてけぼりにされて警備員にとっ捕まったらヤバい目に遭いそうだ。

「こりゃすごいなぁ……」

　エレベーター内は壁が強化ガラス製になっていて、群馬の田園風景がよく見える。

「さっきから驚きすぎでしょう」

　魔女は肩をすくめる。

「そりゃ驚きもするさ。こちとら一般家庭の生まれだぞ」

　魔女は俺を馬鹿にしているというより、何が凄すごいのかよく分かっていないような顔だ。さっき基準が分からないと言っていたのがそのまま事実なんだろう。

　友達がいないせいで、自分がいる環境が普通だと思ってしまっている。要するに情報源に乏しいのだろうと容易に察しが付く。

「誰とも話さないから普通の基準を知らないのは、前世と変わってないな」

「……そう、かしら？」

　いざ指摘されると自信がなくなってきたのか、魔女は不安そうに小首を傾げる。

「本ばかり読んでる場合じゃないぞ」

「べ、別に読書ばかりじゃないから。ちゃんと毎日、この世界の勉強はしてるわ」

　唇を尖とがらせる魔女に、ため息をつく。

　やがて何十階昇ったのかも分からないが、エレベーターは停止した。

　魔女はエレベーターを降りると、廊下の角にある部屋の鍵を開けて入っていく。

「さあ、入りなさい。歓迎はしないけれど」

「お、おじゃましまーす……」

　おそるおそる魔女の後に続くと、本の匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

　リビングに入ると、広々とした空間の壁には本棚がいくつも立ち並んでいる。しかも、そのいずれもぎっしりと本が詰まっており、入らない分は床に積み上げられていた。

　中央にはテーブルがあり、二個のソファに挟まれている。

　魔女がソファに腰かけたので、俺も対面のソファに腰を下ろした。

「広い部屋だなぁ……」

　ここまで広いと逆に息苦しいと思うのだが、これは俺の感覚が小市民だからか。

　前世だと、英雄になった後はこのぐらいの広さの私室を用意されていたが、そもそも旅が多いからあまり使ったことがなかったしな。ずっと宿屋を渡り歩いていた。

「てか、本が多すぎないか？」

「……この世界には面白い本が多いから、仕方ないのよ」

　魔女は目を逸らしつつ、言う。

「あっちと違って安価だから、家族が何冊でも買ってくれるし」

　そういえば魔女は前世の頃から本が好きだった。あっちでは紙が貴重だったし印刷技術も未発達だったから、本は高価でなかなか入手できない希少な代物だったけど。

「ふぅん……」

　本棚をよく見ると、漫画や小説が多い。歴史の資料などもあるが。

　特に少年漫画やライトノベルが大量に羅列されていた。趣味が分かりやすいな。

「し、仕方ないでしょう。この世界は物語が発達していて、興味深い作品が多いのだから」

　俺は何も言っていないのに、魔女は勝手に弁明を始めた。

「お前、昔から物語が好きだったよな。旅先で出会った吟遊詩人が語る話に、目を輝かせてたことを思い出した。騎士が悪竜を討伐する英雄譚たんとか、喜んで聞いてたな」

　懐かしい。あの吟遊詩人とて、自分の詩で子供のようにはしゃぐ女が、まさか今まさに世界を揺るがしている災厄の魔女だとは思いもよらなかったことだろう。

「……こほん。お茶を入れてくるわ。そこで待っていなさい」

　昔の醜態を思い出したのか、魔女は僅かに赤面しながら咳払いで誤魔化す。そうして席を立った魔女は、二つのティーカップを持って戻ってきた。

「歓迎しないんじゃなかったのか？」

「いくら貴方とはいえ、一応は客だからね。仕方なくよ。いらないなら捨てるわ」

「いやいや、ありがたくいただくぜ」

　魔女は淡々とした口調で告げると、ソファに座り直す。

　堂々としている時の魔女の所作は丁寧で美しい。

　お金持ちのお嬢様だけあって、きちんと教育を受けているのだろう。

　その態度の半分でいいから、俺以外の人間との会話でも発揮できないものか。

　そんな風に、魔女が茶器を扱う手つきに感心していると、

「あつっ!?」

　紅茶に口をつけた魔女が舌を出しながら涙目になる。

「……こほん」

　台無しだった。いや、咳払いで何もかも誤魔化せると思うなよ。

　そういえばお前、前世でも猫舌だったな……。

「……す、少し冷ましたほうが良さそうね」

　魔女はバツが悪そうに窓の外に目をやっている。

　何やってんだと呆れながらも、差し出された紅茶を手に取った。

「ふむ、美う味まいな」

　まあ品種とかはさっぱりだが、魔女の部屋にあるものだし高いんだろう。高いというだけで美味いような気がしてくる。ここは違いが分かる男の顔をしておくか。

「コンビニで買ったティーバッグよ」

「おい。何でそこだけ急に庶民的になんだよ」

「貴方に紅茶の違いなんて分からないでしょう？」

　魔女は肩をすくめると、かちゃりと手元の茶器を置く。

「──さて。そろそろ、呪いの治療を始めてもらいましょうか」

「さっきからお前、ただの患者の立場なのに偉そうだな……」

　言うなれば俺は医者だぞ？

「貴方が医者だとしても、私が病気に罹かかったのは貴方のせいでしょう」

「たとえだとしても、それは流石に語弊があるな……まあ、いいさ。お前に丁寧な態度を取られても気持ち悪いしな。それに、どのみちやらなきゃいけないことだ」

　魔女は対面から移動し、俺の隣に腰かける。

　一瞬怪け訝げんに思ったが、経路を作るためだろう。

「さ、さあ祓魔術を使いなさい。いつでもいいわよ」

　なぜか上ずった声で魔女は言う。その顔は少し赤かった。

　……そんな反応をされると、俺も少しは意識してしまう。同じクラスの女の子の家にお邪魔して、隣に座っているという事実を。……落ち着け、俺。相手は魔女だぞ。

「よ、よしやるか」

「え、ええ」

　魔女がさらに体を寄せてくる。

　ふわり、と甘い香りが鼻腔をくすぐった。

　女の子特有の匂いに、不覚にもどきりとする。いくら前世が英雄だと言っても、俺とて年ごろの男子高校生だ。魔女相手だと分かっていても、緊張はしてしまう。

　この距離で魔女の顔を見ると、不思議と目が離せない。まつげが長いとか、目が透き通るように綺き麗れいだとか、肌がきめ細やかで白いとか、そんなことを考えてしまう。

　改めて見ても、絶世の美少女だ。前世でもあんなに美人だったのに、今世でもこんなに可愛いとか、顔ガチャに恵まれた女だな。方向性はだいぶ違うけど。美しい系から可愛い系に移行した感じだ。前世と違って未成熟な体たい軀くも、その印象を助長している。

「ど、どうしたのよ？　そんなにじろじろ見ないでもらえるかしら？」

　魔女は恥ずかしそうにじとっと睨みつけてくる。

「……あ。こ、こほん」

　我に返った俺は何事もなかったかのように咳払いをして、魔女に手を差し伸べた。もちろん祓魔術の経路を作るためだ。よこしまな考えなど一切ない。これは本当に。

「に、握るわよ」

　緊張しているのか知らないが、魔女は少し震えた声でそう言うと俺の手を触り、何かに驚いたように一度びくっとして離してから、もう一度ゆっくりと握った。魔女の体温が伝わってくる。

　細くて、今にも折れそうな手だ。

　手汗をかいていないか不安になったが、なぜこいつ相手にそんなことを考えなきゃいけないんだと思い直し、ぎゅっと乱暴に手を握り直す。その際に肩が少しだけ当たって、魔女は驚いたように身をすくめた。そんなに普通の女の子みたいな反応するなよ。

「こ、こんなにちゃんと握る必要あるかしら？」

「お、俺だってやりたくはねえよ。でも治療のためなんだから仕方ないだろ」

　声が上ずって余計に恥ずかしくなる。

　どくどくと、胸が高鳴り、魔女に聞こえてないか心配になる。

　手が汗ばんで、魔女とくっついている左半身に熱さを感じる。

　……と、とにかく祓魔術に集中だ。俺は瞼まぶたを閉じて、前世の感覚を思い出す。

「《根源を冒す悪あしき魔よ》──」

　詠唱。それは、力ある言葉による儀式。

　発動した祓魔術は魔女の体内に眠る魔力に干渉し、魂までの経路を繫ぐ。

　祓魔術の才能とは、魔力を持たないことだ。より正確に言えば、魔力を退ける特異体質の人間であること。だから魔力を持つ魔女に祓魔術は使えない。

　だが祓魔術はエネルギー源として魔力が必要だ。だから、基本的に祓う対象の魔力を利用する。今回の場合は魔女の体内魔力を俺が勝手に制御し、祓魔術を行使する。

「──《我が心眼を前にその姿を映せ》」

　詠唱の終了と共に術式が形成され、魔女から供給された魔力によって稼働する。

　とりあえず問題なく発動したらしい。安あん堵どの息を吐く。

　どうやら祓うべき呪いがあるなら、この世界でも祓魔術は使えるらしい。魔女は自信ありそうだったが、俺はわりと不安だった。何しろ別の体に生まれ変わってるわけだしな。

「……さて、やるか」

　とはいえ、ここからが本番だ。

　魔女の魂に潜ることに成功したので、次は呪いを取り除く作業に移る。

　下手をすれば俺も呪いにやられかねないから、相当な集中力が求められるんだよな。

　──などと考えていた俺の意識は、一瞬にしてどす黒い『何か』に包まれた。

「……何だよ、これは？」

　よく見ると、それはすべて呪いだった。

　呪いという認識すら遅れるほどの巨大かつ濃密なそれに、思わず息を吞のむ。どす黒い帯のような呪いは、魔女の魂を雁がん字じ搦がらめに縛り付けていた。そして、白く輝く光の球体のような形をした魔女の魂には、徐々に黒が混ざり始め、光そのものも弱まっている。

　……呪いの侵食が進んでいるんだ。

　前世で何度か治療した時よりも、はるかに。
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「……おいおい、どうなってる？」

　意識を現実に戻すが、魔女は俺の邪魔をしないためか、目を閉じて黙っている。その意を汲くんで、まずは治療を先に済ませることにした。疑問の解決はその後でいい。

「……《我が奇跡がその呪を祓う》」

　これだけの呪いを一気に祓うのは不可能だ。

　少しずつ、丁寧に処置をしていかなければならない。
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　祓魔術による治療を終えて、現実に戻る。

　魂に触れられていた影響か、魔女は苦しそうに荒く息を吐いていた。俺が治療を終えたことには気づいていたのか、「あ、りが、とう……」と、お礼を言ってくる。

　魔女が素直にお礼を言う時点で本調子じゃなさそうだ。ぐったりとした体が俺に寄りかかっている。俺は立ち上がって魔女をソファに寝かせることにした。

「落ち着け。まずは呼吸を整えろ」

「う、うん……」

　魔女は返事をしてから、ゆっくりと深呼吸する。

　……おかしい。前世でも魔女の呪いの治療は何度もやってきたが、ここまで苦しそうにすることはなかった。呪いの侵食が進みすぎているのか？

　──魂を縛る呪いは、じわじわと魂を冒し、苦痛を与え、やがて殺す。

　かつては魔女の呪いに対する耐性のおかげで、あまり侵食は進まなかった。本来なら即死するレベルの凶悪な呪いをかけられても、魔女の耐性は呪いの侵食に対抗できていた。

　だからこそ、自分が死んだ後に呪いが撒まき散ちらされる心配をする余裕があった。普通の人間なら、そもそもこんな莫ばく大だいかつ凶悪な呪いを抱え込むことはできない。

　……なら、この現状は何だ？

　生まれ変わったことにより、魔女の呪いに対する耐性が弱まっているのか？

　……いや、冷静に考えると、当然なのかもしれない。前世で死んで生まれ変わり、さらには十六年の時が過ぎているのだから。

　──俺が殺されてから魔女が死ぬまでに何があったのか、俺は知らない。

「お前……大丈夫なのか？」

　尋ねると、魔女は怪訝そうに眉をひそめる。

「何を言っているの？　大丈夫じゃないから貴方を頼っているのでしょう」

「そういうことじゃなくて……」

「……呪いの侵食の話かしら？　それなら、心配はいらないわ。まあ、多少は寿命が縮んでいるかもしれないけれど。これからは貴方に治療をしてもらうわけだし」

「多少って……お前、自分の命の話だぞ!?」

「貴方に心配される筋合いはないわ。貴方と私は、そんな生なま温ぬるい関係性じゃない」

　俺が魔女に詰め寄ると、魔女は厳しい口調で切り捨てる。

　反論しようとして、言葉を失う。魔女の言葉を正しいと思ってしまったからだ。

「なぁ魔女、お前は……」

「──貴方に何かを語る理由はないわ。私と貴方は元々、敵同士。今は、ただ利害が一致しただけの協力関係よ。それは、前世から何も変わらない。そうでしょう？」

　俺の心を見透かしたように、魔女は問いを拒絶した。

「関係性なんて、どうだっていいだろ。心配するに決まっている」

「──貴方はもう、英雄じゃないのに？」

　その言葉を聞いた瞬間。

　呼吸が、止まるかと思った。

　その通りだった。俺はもう英雄じゃない。生まれ変わったのだから。

　今の俺は、英雄グレイ゠ハンドレットじゃない。

　日本という平和な国に住む普通の男子高校生、白石護道だ。

　英雄ではない俺が、仇敵たる魔女を心配する理由は、確かになかった。

　部屋に、沈黙が降りた。

　黙り込んでいると、魔女がぽつりと囁ささやく。

「これからも三日に一度ぐらいのペースで、呪いの治療をしてもらうわ。面倒臭いだろうけれど……それが、私を殺さなかった貴方の責任よ。だから感謝はしないわ」

「……ああ」

　さっき苦しそうにしていた時、お礼を言っていたことには触れなかった。きっと魔女は意識があやふやで、そのことに気づいていないと思ったから。

「じゃあ、帰るか」

　これで用事は済んだ。気になることは多いが、魔女が答えるとは思えない。

　七時からバイトもあるし、大人しく帰宅するしかないだろう。

　ただ、ひとつだけ問題があった。

　俺は今、何とも言えない顔を魔女に向けていることだろう。

　シリアスな顔をしている魔女は、「今度は何よ？」と鼻を鳴らした。

「いや、いつまで手を握ってるのかな……って」

　俺が手を離そうとしても、繫いだ手がいまだに固く握られている。

「何を言って……え？」

　魔女は状況が理解できないのか、ぽかんと口を開けて自分の手をまじまじと眺めた。

　直後にばっ、と離すと、俺からずざざざ、と後ずさっていく。

「な、な。な……」

「いや、そんなに驚かれても……」

　口をぱくぱくと開ける魔女に苦笑してから、俺は立ち上がる。

　相変わらずしまらない奴だ。どこか必ず抜けている。

「じゃあ、また学校でな」

　もう冷めてしまった紅茶の残りを飲み干すと、俺は魔女の部屋を出た。
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　それから自転車で二十分ほどかけて、自宅に帰りつく。

　すでにバイトの時間が迫りつつある。急いで着替えて向かわないとまずいな。

　足に怪け我がをしているせいで、思いのほか時間がかかってしまった。

「ただいまー」

　鍵を開けて玄関の戸を開く。

　一応挨拶はしたが、誰もいないようだった。

　俺の両親は共働きで、父親は単身赴任中だ。大学生の姉は一人暮らしをしていて、母親も残業が多いため、俺が学校から帰宅する時間帯は誰もいないことが多い。

　階段を昇り、二階の角にある自分の部屋に入る。

　先ほど入った魔女の部屋と比較すると、我ながら殺風景な部屋だ。

　ベッド、勉強机、椅子、簞たん笥すに、小さめの本棚。しかも本棚に並んでいるのは漫画や小説が五、六冊程度。部屋が本で埋もれそうな魔女とは大違いである。

　──と、そんなことを悠長に考えている場合じゃなかった。

　ハンガーにかけられているバイトの制服を手に取り、慌てて家を出る。

　向かう先は駅前のファミレスだ。いくつかバイトを掛け持ちしている俺だが、ファミレスには最も多くシフトを入れている。いちばん時給が高いからな。

「やっほー、白石先輩！」

　バイト先に向かっている最中、後ろから名前を呼ばれた。

　振り返ると、亜麻色の髪をポニーテールに結んだ眼鏡の少女が手を振っている。

「川かわ崎さきか。お前も今日シフト入ってるんだっけ？」

　こいつの名は川崎沙さ耶や。

　ファミレスでのバイトの先輩であり、同じ学校の後輩でもある。

「そうですよ！　ていうかその話、昨日もしたじゃないですか！」

　ぷんすかと頰を膨らませ、腰に手を当てて文句を言ってくる。あざといな。いちいち仕草が男ウケを狙っているように見えるし、それを意図してやっている厄介な女だ。

「お前の話はだいたい聞き流してるからなぁ」

　言われてみると、昨日のバイトの時間中ずっと話しかけられていた気がする。

　……眠すぎて何も覚えていないが。

「ひ、ひどい、先輩！　私、泣いちゃいますよ!?　あー、ほら涙出てきた！　後輩の女の子が泣いてますよ！　先輩には慰める義務がありますよね!?」

「本当かぁ……？」

「本当ですよ！　ほら、よく見て！」

「おお、すげえな。泣こうとして泣けるのか。役者になれるぞ」

「まあこれ花粉症のせいなんですけど」

「俺の感心を返せ。ていうかもう夏だぞ？」

「先輩知らないんですか。重度の花粉症は季節関係なく涙どばどばですよ」

「うへぇ、マジかよ……」

「まあ私、花粉症じゃないんですけどね」

「じゃあ今のくだり全部無駄じゃん」

「あはは、やっぱり先輩はきっちり突っ込んでくれるから楽しいですね」

　川崎はからからと楽しげに笑う。
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　後輩にからかわれるのは釈然としないが、その笑顔を見ると許したくなってしまう。

　顔が良いのはずるいな。魔女の時も思ったが。

「ところで先輩、いくら何でもシフト多くないですか？」

「そうか？」

「そろそろ期末テストもあるのに。勉強するつもりあります？」

　言われてみれば、来週から期末テストか。すっかり忘れていた。流石に赤点は取りたくないので、多少は勉強をしておかないとな。うへぇ、面倒臭い。

「ちなみにお前は？」

「私は今日が終わったら、テスト終わるまではないですよ！」

「そいつは羨ましい」

「先輩もそうすればいいじゃないですかぁ」

「そうしたいのは山々だけど、店長に頼まれたからなぁ。ほら、うちって高校生のバイトが多いだろ？　テストが近づくとどうしても人手不足みたいなんだ」

　──ということを、今思い出した。

　肩をすくめる俺に対して、川崎は納得してなさそうな顔をしている。

「それ、先輩も同じ立場じゃないですか」

「俺はお前ほど成績に興味ないからな。別にいいんだよ」

　何しろさっきまでテストが近いことを忘れていたぐらいだ。

「むぅ……まあ、先輩がいいならいいですけど」

　俺たちはそんな会話をしつつ、バイト先のファミレスに入っていく。

　そこで何かに気づいたのか、川崎が足を止めた。

「……ていうか先輩、なんか足引きずってないですか？」

「あ、分かるか？　いや、間抜けなことにぶつけちゃってな。笑っていいぞ」

　……こいつは驚いた。そんな露骨に引きずっていたつもりはない。魔女以外には見抜かれないと思っていたが、人のことをよく見ている。良い観察眼だ。

　川崎は少しだけ黙り込んでから、不満そうに呟いた。

「……先輩。無理しないでくださいよ」

「大袈裟だな。バイトぐらい怪我してても余裕だよ」

　心配してくれるのは嬉うれしいが、この世界に生まれてから無理をしたことなどない。

　あの頃と違って、今の俺はできる範囲のことしかやっていないからな。
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　ファミレスバイトはキッチンとホールに分けられるが、俺はどっちもできるので人が足りないほうに入るのが日常だった。今日はホール──つまり接客を担当している。

　やはり駅前だからか、夕食時になるとかなり人が増える。その割にホールの人数が少ないので大変ではあるが、その分だけ時給は良い。群馬で千円超えはだいぶ希少だ。

「いらっしゃいませー。何名様でしょうか？」

　新しく入店してきた客に笑顔で問いかけながらも、足音で人数を把握する。四人か。前世の経験のせいで、どんなに周囲が騒がしくても足音には敏感なんだよな。

　戦場では、視界を奪われることなんて数えきれないほどあった。だから、耳だけで状況を把握する能力が求められた。かつての俺の強さの本当の要因は、高い身体能力ではなく、研ぎ澄まされた剣術でもなく、優れた祓魔術でもなく、五感の鋭さにあった。

　生まれ変わっても、五感の感覚は変わっていない。普通に考えれば、体が違えば感覚も変わると思うんだけどな。よく考えると結構不思議ではある。

　などと考えつつも接客を続ける。今日はいつもより客が多く、その割に人手不足なので回転率が悪い。徐々に、入り口前の長椅子で待機している客も増え始めてきた。

「お待ちのお客様、どうぞー」

　俺も川崎も上う手まくさばいてはいるが、今日は新人の女の子がいる。あまり作業がスムーズとは言えないが、新人にしてはよくやっている。確か名前は高たか瀬せさんだったか。

「……先輩、ちょっとまずくないですか」

　川崎が忙しさの合間を縫って、声をかけてくる。

「回転率が悪すぎて、待ってる客がピリピリしてるみたいですね」

　確かに入り口前の長椅子には、ガラの悪そうな連中が機嫌悪そうに待っていた。もう長いこと待たせているから、気持ちは分かる。たかがファミレスで何十分も待たされる時点でなんかムカつくしな。美味いラーメン屋とかなら全然許せるけど。

「まあ仕方ない。キッチンが回ってないからな」

　俺たちがどれだけ配膳や接客を効率化しても、そもそも料理ができる速度が遅いのでどうしようもない。キッチンが注文に追い付いてないわけだが、俺がキッチンに回ったら今度はホールが回らなくなる。人手不足ここに極まれりって感じだ。

　などと考えていた、ちょうどその時だった。

　パリィ、と甲高い音が響く。振り返ると、新人の女の子が足を滑らせていた。どうやら料理を運んでいる途中だったらしい。皿が割れてしまい、料理が床に飛び散っている。

「……テメェ、ふざけんじゃねえぞ」

　それだけじゃなく、待合スペースに座っている人のズボンに、料理の一部が飛び散ってしまっていた。運の悪いことに、先ほどのガラの悪い連中の一人だ。

「も、申し訳ございません……！」

「謝って済むとでも思ってんのか？　めちゃくちゃ待たせるしよ。マジでふざけんなよ」

　高瀬さんは必死に謝っているが、男は明らかに怒っている。

「……や、やばくないですか、先輩」

　川崎は青い顔で言う。

　俺は高瀬さんのもとに駆け付け、ガラの悪い集団に平謝りしながら、ひとまず片付けを手伝う。男は露骨に苛いらついていて、足元にある皿の破片を高瀬さんに蹴りつけた。

　直前の動作からその行動を見抜いていた俺は高瀬さんの前に入り、飛んできた皿の破片を摑つかみ取とる。高瀬さんはへたりこんで茫ぼう然ぜんとしていた。

「わりぃな、足が滑っちまったらしい。そこの女と同じようにな」

　男は破片を摑み取った俺に驚きながらも、わざとじゃないとアピールする。

　……正気かよ、こいつ。もし当たってたら普通に傷害罪だぞ？

　あらゆるルールが大雑把なあの世界ならともかく、高度な社会システムでガチガチに縛られたこの世界で他人に手を挙げる連中は本当に馬鹿だと思う。リスクが高すぎる。

「……本当に申し訳ございません。皿の破片が飛び散っていて危険なので、少しだけここから離れていただいてもよろしいでしょうか？」

　だが、俺が未然に防いでいて、こいつが事故だと主張している以上、今のところは強気に出れない。最初に過失を犯したのは俺たちだからな。

　だから下手に出てやったというのに……どうやら想像以上に馬鹿だったらしい。

「テメェ……調子に乗ってんじゃねえぞ」

　平然としている俺にムカついたのか何なのか、もとより頭に血が上っていたのか、男は俺の胸倉を摑んで引き寄せる。その瞬間、一気に周囲がざわめき始める。

「お、おい……雅まさ人と？　流石にやめといたほうがいいんじゃねえか……？」

　こいつの友達連中も及び腰だ。いくらガラの悪い連中とはいえ、流石にラインを超えていると気づいている。本物の馬鹿はこの雅人とかいう奴だけだ。

　そこで、茫然としていた高瀬さんが立ち上がり、再び頭を下げる。

「……あ、あの！　本当に、すみませんでした！　どうか責めるなら私を……」

　真面目で、責任感の強い子だ。普通に考えれば、こんな奴に謝る必要はないのに。俺を解放するために勇気を出してくれたのだろう。

　ただ、その行動でこいつの怒りが俺から高瀬さんに戻るのはいただけない。俺なら襲撃されても問題ないが、高瀬さんは違う。馬鹿は何をしでかすか分からないから、もしものことを考えておきたい。だから俺は、あえて鼻を鳴らした。

「テメェ──」

　俺の煽あおりで怒りが最高潮に達したのか、男は俺を思い切り殴りつける。

　かわすのは容易だったが、あえてまともに受けた。衝撃を逸らしがてら、派手に見えるように自分から吹き飛んでいく。周囲の女性客が甲高い悲鳴を上げた。

「せ、先輩!?」

　駆け寄ろうとする川崎を身ぶりで止めた。大丈夫だと視線で告げる。

　俺を殴りつけた男は今更我に返ったのか、苦虫を嚙み潰したような表情になる。

「チッ、舐なめやがって……！」

　そのまま勢いよく店の扉を開いて逃げ出した。

　奴の仲間と思おぼしきガラの悪い集団も、後を追うように消えていった。

　とりあえず何とかなったか……。

　安堵の息を吐いてから、高瀬さんに声をかける。

「大丈夫？」

「は、はい……」

　目尻に涙を溜ためながらこくこくと頷く高瀬さん。

　その直後、はっとしたように言う。

「私なんかより、白石さんこそ大丈夫なんですか!?」

　この様子なら本当に心配なさそうかと思いつつ、安心させるために笑ってみせる。

「ああ、全然平気。意外と頑丈なんだよ俺は」

　実際、俺は体の使い方が上手いので大して効いてはいない。まともに食らったように見せただけで、あの男もあまり手応えを感じていなかっただろう。

「大丈夫じゃないですよ。ほら、見てください」

　などと考えていると、川崎が不満そうな顔で俺の腕を摑む。

　よく見ると、血が流れていた。切り傷か。たぶん、自ら大袈裟に吹き飛ばされた時、床に転がっていた皿の破片に触れてしまったんだろう。間抜けなことをした。

「心配するな。大した傷じゃない」

　とはいえ、飲食店的にはよくない。一度裏に戻ってきちんと処置をしないとな。

「た、大した傷じゃないって……すっごく血が出てますよ!?」

　高瀬さんが泣きそうな顔で叫ぶ。

　そう騒がなくても、この程度の傷で人間は死なない。どれくらい血が流れれば人が死ぬのかなんてことは、前世で嫌というほど思い知っているからな。

「先輩、痛くないんですか？」

　川崎が不安そうに聞いてくる。

「痛みには鈍感なんだ。大丈夫だって。それじゃ、ちょっと手当てしてくるから」

　安心させるために軽く笑いながら、俺は従業員室に戻っていく。

　想像を絶するほどの激痛に晒さらされたことなんて、前世では何度もあった。

　それに比べればこの程度の傷、本当にどうということはない。

　そんなことより、みんな無事でよかった。

　前世の経験なんて普段は大して役に立たないが、たまにはこういうこともある。

　この力が人のためになるなら、それ以上のことはない。
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　それからバイト先には警察が訪れ、事情聴取を受けることに。

　思ったより大事になったせいで、店を出る時間が遅くなってしまった。

「こんなに包帯巻く必要あったか？」

「あれだけ血が流れたんですから、それぐらいは我慢してください」

　しげしげと腕に巻かれた包帯を眺めていると、川崎が淡々とした口調で言う。

「あんなん唾つけときゃ治るんだがなぁ」

「そんなアホなこと言ってるから私が手当てすることになったんですよ」

「ふーむ……」

　もしかして俺、なんかズレてるのか？

　前世の記憶が蘇よみがえってから、価値基準が異世界寄りになっているのかもしれない。前世じゃ酒場で喧けん嘩かなんて日常茶飯事だったが、こっちじゃ大騒ぎになるもんなぁ。

　俺はマジで気にしてないのに、高瀬さんなんて泣きながら謝っていた。

「先輩って、もしかして喧嘩慣れしてます？」

「何でそう思う？」

　鋭い川崎の問いに、問い返す。

「何というか……あの状況で、まったく慌てていなかったので」

　よく見ている。まあ、あの程度の連中を相手に俺が慌てる理由はない。いくら現世の体が弱っちいとはいえ、全員を同時に相手にしても勝てるだろう。

　勝ったところでデメリットのほうが大きそうなので大人しく殴られたけどな。

　そもそも、戦闘時に慌てるような性格だったら、俺は英雄などとは呼ばれていない。

「俺が不良に見えるか？」

　道端に落ちてる空き缶を拾ってゴミ箱に捨てながら、尋ねる。

　からん、とゴミ箱に落ちた空き缶が音を鳴らした。

「全然見えないから、不思議ですね。もしかして更生したんですか？」

「喧嘩慣れしてる前提で話を進めるな。生まれてこの方、喧嘩なんてしたことないよ」

　そう言って肩をすくめる。──この世界で、という条件付きだが。

「ふーん……」

　あんまり納得してなさそうな顔で、川崎は相槌を打つ。

「先輩って、意外と秘密の多い男ですよね」

　別に秘密にしたくて秘密にしているわけじゃないんだがな。しかし「異世界から転生しました、実は前世で英雄だったんです！」なんて言ったところで信じる奴はいない。

　だから俺は曖昧な笑みで誤魔化すしかなかった。

　川崎は目を細める。答えにくいし、何とか話題を逸らしたい……と思っていたら、視界の端に、重い荷物を運んでいる知り合いのお婆ばあさんの姿が映った。

「ん？　あれ、丸まる山やまさんじゃないか」

「どなたですか？」

「うちの近所に住むお婆さんだよ。大変そうだし、手伝うか」

　何か言いたげな川崎を無視して、俺は丸山さんに声をかける。

「こんばんは、家まで荷物持ちましょうか？」

「おや、白石さんの息子さんかい？　いつもありがとねぇ。それじゃぁ、家までお願いできるかい？　もうすぐそこなんだけど、この歳としになると腰が痛くてねぇ」

「もちろん。このぐらい全然平気ですよ」

　丸山さんが両手に抱えていたレジ袋を受け取りながら、にかっと笑ってみせる。

「君は本当に偉い子だねぇ。この前は孫たちの面倒も見てくれたし」

「気にしないでください。あれは俺も楽しかったですから」

　地域ボランティアの一環として、近所に住むお爺じいさんお婆さんの世話をしたり、公園の草刈りなどを積極的に手伝っていたら、最近はよく頼られるようになっている。

　丸山さんもその一人だ。

　この前は両親不在の間、お孫さんと一緒に遊んであげた。

「……先輩、怪我してるの忘れてるんですか。片方、渡してください」

　川崎が強引に俺の右腕からレジ袋を奪い取る。

　確かに、怪我している右腕は若干辛つらいなとは思っていたけど。

「お前まで付き合う必要はないんだぞ？」

「ここで私だけ帰るほど薄情者じゃありませんよ」

　川崎はふんと鼻を鳴らす。

「おや、こんな時間まで女の子と一緒とは、君も隅に置けないねぇ。彼女さんかい？」

　丸山さんの問いを、軽く笑い飛ばす。

「ははっ、面白い冗談ですね！　なぁ川崎……川崎？」

　川崎は珍しく赤面していた。

　普段は俺をからかってくるくせに、意外と初う心ぶなのかもしれない。

「か、彼女じゃないです」

　川崎は辛かろうじてそう返した。

　そんなやり取りをしているうちに、丸山さんの家に辿たどり着ついた。

「ありがとねぇ、二人とも。本当に、ありがとう」

　丸山さんは何度も俺たちに感謝して、お礼にと茶菓子をくれた。

　別に見返りが欲しかったわけじゃないけど、感謝されるのは悪い気がしない。

　それは人の役に立てた証明だから。

「……先輩、普段からこういうことしてるんですか？」

「まあ、気が向いたらな。どうだ、不良には見えないだろ？」

　肩をすくめて言うと、川崎はため息をつく。

「……そうですね。ただ、腕と足を怪我してる時にやることじゃないですよ。先輩は自分に無頓着すぎます。人の心配をする前に、自分の心配をしてください」

「母親みたいなこと言うなぁ、お前は」

「後輩にママ属性を見み出いだすのはやめてください。変態」

「単に世話焼きな性格なんだなって思っただけなんだけど!?」

「それ、先輩には言われたくないです」

　本当に嫌そうな顔で川崎が言うので、何だかちょっと傷つく俺。

　そんなやり取りをしているうちに、俺の家の前に着いた。

「それじゃあ、先輩。また学校で」

　バイト終わりが川崎と被かぶっている時は、いつもうちまで一緒に帰っている。川崎の家は俺の家を通り越して、さらに十分ほど歩いた先にあるからな。

「……いや、やっぱり家まで送ろうか？」

　ちょっと考えてから言うと、川崎は不審そうに眉をひそめる。

「はぁ？　何ですか急に」

「だって、あの事件のせいでいつもより遅い時間だろ？　女一人で歩くには危ないんじゃないかと思って。……まあ、普段から遅いっちゃ遅いけどさ」

　言ってから思ったが、九時と十時じゃ大して変わらないか。

　ただ、暴力沙汰が起こった後だ。川崎の精神面もちょっと心配ではある。

「大丈夫ですよ。ちゃんと大通りを選んで帰りますから。それに、先輩が思ってるよりメンタルは頑丈なつもりです。……魅力的な提案では、ありますけどね」

　川崎は俺をからかうようにそう言って、微笑する。

　年下らしからぬ蠱こ惑わく的な笑みに思わず心臓が跳ねた。

　そんな俺の心境などいざ知らず、川崎は軽く手を振ってから去っていく。

「……」

　その後ろ姿を、しばらく眺め続けた。

　俺の意図を見抜いていたあたり、本当に察しの良い後輩だ。

　そんな川崎の背中に夜の暗闇が纏まとわりつき、やがて姿が見えなくなる。

　夜だというのに、決して涼しくはない。

　温い風がゆるりと髪を揺らす。

　喋しゃべらなくなると、一気に周囲の音が耳に入ってくる。コオロギが鳴いている。窓を開けっぱなしの隣の家から、テレビの音が漏れ聞こえる。ほんの僅かに聞こえていた川崎の足音を流石に追えなくなる。道路を歩いていた野良猫が、俺を見てにゃぁと挨拶した。

　──そんな何でもない周囲の風景に、妙な違和感があった。

「魔女か」

　俺の後ろ。庭に生えている木の枝には、一羽わの鴉からすがとまっていた。

　鴉は俺が視線を向けても、微動だにせず俺を見つめている。

　ほんの僅かに、魔力の気配があった。

　先ほどまでは川崎の気配に紛れていたが、一人になれば流石に気づく。

「いつから見てたのかは知らんが、使い魔でストーカーはやめろ。趣味が悪いぞ」

　苦言を呈すると、鴉はばさりと翼を広げて飛び立っていった。

　……いったい何が目的なんだ？

　今更俺を監視して、何の意味があるのか分からない。

　まあ明日学校で聞けばいいか。
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「……あれ、寝ちゃってたか」

　意識がゆっくりと浮上する。枕元の時計を見ると、すでに零時を回っていた。

　気だるさが残る体を起こし、ぼうっとする頭で考える。

　確か、バイトを終えて帰宅したのが十時頃だったか。

　ベッドで寝転がっていたら、いつの間にか眠ってしまったらしい。

　……帰ったら勉強するつもりだったんだけどな。

　というか、こんな半端な時間に寝ると生活リズムが崩れるから嫌だな。

　しかも眠気が退いてしまった。まあ勉強するならちょうどいいのかもしれないが。

「……とりあえず、風呂入るか」

　冷房をつけずに寝てしまったので、体中に不快な汗が纏わりついている。

　俺は妙に重い体を持ち上げて、部屋の扉を開ける。

　僅かに視界が揺れる。夏風邪でも引いたのだろうか。慎重に階段を下りていく。

　母さんはすでに帰宅し、とっくに寝ているようだ。元気ないびきが聞こえてくる。

　俺はあくびをしながら、風呂場に隣接する洗面所の戸を開ける。

　すると、

「…………え？」

　まず目に入ったのは、大きな乳房だった。

　次に、視線が下に滑る。すらりとした細い脚。その付け根まで露あらわになっていた。

　具体的に言えば、全裸の桐島比奈が驚いたように目を見張っている。

「ご、護道……？」

　一瞬で、眠気がすべて吹き飛んだ。

　とっさにバスタオルで胸元を隠した比奈の顔が、みるみるうちに赤く染まっていく。

　そして、比奈は今にも消え入りそうな声音で呟いた。

「……閉めて」

「……え？」

「ド、ドア閉めてって言ってるんだけど!?」

「あ、そ、そうだよな。すまん」

　ピシャリ！　と、俺は後ろ手に風呂場のドアを閉める。

「……」

「……」

　そうして密室の中、全裸の比奈と向かい合う。

　言い訳をさせてほしいのだが、俺だって動揺していたのだ。

　場に、緊迫感のある沈黙が降りる。

　明らかに選択を間違えたことぐらいは俺にも分かっていた。

　だらだらと冷や汗が流れる。

　俺が動けずにいると、比奈は下を向きながら早口で叫んだ。

「ででで、出ていけって言ってるんだけど!?　あんた馬鹿なんじゃないの!?」

「ご、ごめんそれはマジでごめん！　でもお前何でいるの!?」

「そんなの後でいいでしょ!?」

「い、いや、これは切実な問題だ！」

　この光景を目に焼き付けるべく、俺の集中力が勝手に研ぎ澄まされていく。

　具体的にたとえるなら、魔女との戦闘時と同じぐらいまで。

「い、い、か、ら！」

　比奈は左手で胸元のバスタオルを押さえると、俺を右手でぐいぐい押す。

「わ、分かったから！　押すなって！」

　胸をぐいぐいと押される俺は後ろ手に扉を開け、洗面所から出る。

　その時。比奈も動揺していたのだろう。

　左手を扉の取っ手にかけ、扉を閉めようとする。

　その瞬間、ふわりとバスタオルが床に落ちて、

　──再度、比奈のすべてが俺の眼前にさらけ出された。




「もうあたし、お嫁にいけない……」

　比奈は拗すねたように言いながら俺のベッドに寝転がり、俺の枕を抱いている。

「……だから、悪かったって。ごめんな？」

「だいたい、あんなに凝視するなんて……目を逸らせばいいのに。通報しようかな」

「すみませんやめてください！」

　凝視してしまった自覚があるので土下座を敢行した。

　比奈は俺の枕を抱きながらも、いまだに頰を膨らませていた。目元も赤い。

　服装は中学校の体育着だった。それが寝間着なのかよ……と思いながらも、湯上がりのせいか色気を感じさせる比奈の様子に、胸が高鳴ってしまう。

　どうにか比奈の機嫌を直す手はないものか。

「ま、まあほら、子供の頃は風呂ぐらい一緒に入ってたよな？」

　顔に枕が直撃した。逆効果だったか……。

「そ、それに将来は俺のお嫁さんになるんだろ？　じゃあ問題ないはずだ」

「子供の頃の話でしょ!?　も、問題しかないんだけど!?」

　比奈は顔を真っ赤にする。もしかして何も言わないほうがマシだろうか。
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　とりあえず話題を変えてみることにした。

「結局、なんで俺の家にいるんだ？　随分久しぶりだけど」

「うち、お風呂の給湯器が壊れちゃってさ。銭湯にでも行こうと思ってたんだけど、あんたのお母さんに声かけられて。申し訳ないけど、借りることにしたんだ」

「……ああ、そいつは悪いな」

　俺の母さんは何というか、強引な性格だ。

　銭湯に向かう比奈を見かけて、家に引きずり込んだに違いない。

「大丈夫だけど。あんたのお母さんも昔から変わらないよね。事情を説明したら、『それならうちのお風呂使いなさいよ！　お金がもったいないでしょ！』って」

　比奈は目をつり上げて母さんの物もの真ま似ねをしてから、表情を崩して微笑む。怒りは収まったようだ。

　それにしても、いくら昔から家族ぐるみで仲が良いとはいえ、一応は客人の比奈を放置していびきをかいているのも母さんらしい。

「それにしても、あんたの家に入るの結構久しぶりだね」

「……そうだな」

　確かに、ここ数年はご無沙汰だった。幼い頃は毎日お互いの家を行き来していて、もはや家族のようなものだったが。成長するにつれ、疎遠になっていった。

「中学の時、周りにからかわれるようになってから来なくなったんだろ」

「し、仕方ないでしょ……恥ずかしかったんだから」

　ちなみに比奈の家は隣にある。ちょうど俺の部屋の窓から比奈の部屋が見える形だ。梯子はしごをかければ直接行き来できるのだが、危ないから親に禁止されたんだよな。

「あんたの部屋、まったく変わらないわね。せいぜい漫画が少し増えた程度かな？」

　比奈はベッドに寝転がりながら本棚の漫画を手に取り、勝手に読み始めた。

　人のベッドを我が物顔で使いやがって……。

　文句のひとつでも言ってやろうとした瞬間、眩暈めまいに襲われた。

「……護道？」

「ああ、いや……何でもない」

　俺は首を振って意識を取り戻すと、時計を見ながら比奈に問いかけた。

「というか、やけに風呂入るの遅いな。もう零時回ってるぞ？」

「あんたのお母さんと一緒に夕食を食べて、しばらく喋ってたからね」

「母さんの長話のせいかよ……」

　呆れて肩をすくめると、比奈は唇を尖らせる。

「あたしの裸を見たのはあんたのせいでしょ。ちゃんと後でお風呂借りるから入ってきちゃ駄目って伝えようとしたのに、あんた帰ってきてそのまま寝ちゃうんだもん。どれだけ疲れてたのよ」

「バイトだったからな」

「それだけじゃないでしょ」

　ずい、と比奈は顔を近づけて言う。

　ふわりとシャンプーの甘い香りが漂う。

　家族同然だった幼馴染も、ちゃんと女の子なんだなと実感する。

「最近、ボランティア活動もしてるでしょ。他にも生徒会の手伝いとか、人が足りない運動部の助すけっ人ともしてる。期末テストも近いのに……本当に、大丈夫なの？」

　その言葉を聞いて、驚きに目を見張った。

　よく知っている。よく見ているな。誰かに話したことはないのに。

「大丈夫だよ。まあ、頼まれたからな」

「あんたが無理してまでやることじゃないよ」

「無理なんかしてないって」

「してる。あたしの目は誤魔化せない。何年一緒にいると思ってるわけ？　あんたが今、体調が悪いってことぐらい分かるわよ。隠してるつもりなんだろうけど」

　比奈の目は真まっ直すぐに俺を見ている。

　……よく分かるな。流石は幼馴染とでも言えばいいのか。

「熱はないみたいね」

　比奈は俺の額に手を当てて呟く。

「でも、明日の朝には熱が出てるかも。熱が出たら学校とバイトは休むこと。いい？」

「はーい……母親かよ、お前は」

　川崎といい、俺の周りには世話焼きが多いな。

「あんたが手のかかる子なのが悪いんでしょ」

「むしろ母さんには手のかからない子だねぇって言われてたんだが」

「それは全部自分一人でやろうとするからでしょ」

　比奈はため息をついて、俺の体を摑んでベッドに押し込んだ。

「とにかく、今日はもう寝ること。はい毛布」

　比奈は体に巻いていた毛布をベッドに敷くと、俺の肩を摑んで強引に寝かせる。

　それから、俺の隣に潜り込んできた。

「おい、風邪移るぞ」

「……勘違いしないでよね。あんたを放っておくと心配だから、仕方なくやってるの」

「ひと昔前のツンデレみたいな台詞せりふを吐くな……」

　俺が突っ込むと、比奈は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて続ける。

「け、決して家に帰るのが面倒臭いとか、そういう理由じゃないんだからね！」

「妙に生々しい理由だな……」

「事実なんだからしょうがないでしょ……さて、帰ろうかな」

「帰るんかい。いや、もちろん帰ってほしいが……」

「当たり前でしょ。あたしの裸をあんなに凝視するあんたなんかと一緒に寝たら、何をされるか分かったもんじゃないし。今のくだりは冗談よ。全部ね」

　まあ昔はこういうこともよくあったが、もう俺たちは高校生だ。流石に高校生の男女が添い寝するとなると、いやらしい想像をしてしまう……してしまうよね？

「それじゃ、本当に帰るから」

　あくびをしながら、比奈はベッドから起き上がる。

　荷物を持って俺の部屋から出る直前、比奈は振り返って俺を見た。

「……ちゃんと、休んでね」

　妙に真剣な口調で言うものだ。

　言われなくたって、睡眠時間はちゃんと確保している。

　比奈が部屋から出ていった後、俺の意識はすぐに眠りへと落ちていった。





第三章　人造の英雄







　──『英雄作成計画』。

　それは賢者アリシア゠エドワーズが主導する大規模な計画だった。

　大陸全土から祓ふつ魔ま術じゅつの才能を持つ子供をかき集め、徹底的に鍛え上げる。

　あの災厄の魔女を滅ぼせる人材を生み出し、それを神に選ばれた英雄として世の中に送り出す。そして魔女を滅ぼした功績で、教会の権力をさらに強める計画だった。

　だが計画は難航した。

　そもそも、希少な祓魔術の才能がある子供を集めるだけで一苦労だった。

　何とか大陸全土から百人をかき集めたものの、才能を見込まれたはずの子供たちは強化実験に失敗して体を壊され、薬物の副作用に耐えきれず精神を壊され、実戦演習で強大な魔物に殺され、あるいは克服できないトラウマを植え付けえられ、数が減っていった。

　九十九人が使い物にならなくなり、あの賢者アリシアですら諦めかけた計画だったが、百人目に選ばれた最も若い少年が急激に成長し、目標としていた能力値を実現した。

　だから賢者アリシアは、少年に振る舞いを教え込んだ。元々は孤児で教養がなく、若く純粋だった少年を、神に選ばれし英雄に相応ふさわしい人物に仕立て上げるために。




　──魔を退け、人を助けよ、と。




　そして、

　魔女の災厄に人々が嘆き苦しむ世界に、神が救いをもたらした。

　悪あしき魔女を殺しこの世界を救うために、英雄が登場したのだと教会は喧けん伝でんした。

　その英雄の名こそ、グレイ゠ハンドレット。

　魔女を殺すためだけに作り上げられた、教会の最高傑作である。
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「……ただれた生活を送ってんなぁ」

　眼前で頰ほお杖づえをつく信しん二じは、呆あきれたようにそう言った。

「お前にだけは言われたくないが」

　ちょうど昨夜の比ひ奈なとの出来事を語り終えたところだ。

「おいおい、幼おさな馴な染じみとはいえ付き合ってもない高校生の男女が同じ毛布にくるまって、同じベッドで寝たんだろ？　それ以外にどう表現すりゃいいんだ」

　信二が自分を棚に上げて語るのはいつものことだ。

「誤解があるな。比奈は確かに同じ毛布に入ったけど、さっさと帰ったよ」

「その時点でどうなんだよって話ではあるがな」

「はたから見ればそうかもしれんが、俺と比奈は家族みたいなもんだぞ」

「向こうはそう思ってないかもしれねえだろ？」

「だったら、俺と同じ毛布に入ってくるわけないだろうが。ちょっとは考えろ」

　自明の理だった。そりゃ俺は比奈を女子として意識してしまうこともあったが、比奈は純粋に家族同然の立場として、兄きょう妹だいのように俺を心配していたのだろう。

「……こいつ」

　なぜか信二は、淀よどみ切った目で俺を見てくる。

「今、俺は無性にお前を殴りたい」

「何でだよ」

「比奈だけならともかく、椎しい名な麻ま衣いにまで手を出してるからな」

「どういう誤解だよ。一切そんなことはないぞ」

「お前の周りにはなぜか美少女が集まってくるな。うらやましいぜ」

「……だから、さっきからブーメランなんだよ。お前にだけは言われたくないぞ」

　じとっと信二を睨にらむと、奴やつはやれやれと肩をすくめた。

「確かに、お前より俺のほうがイケメンで、お前より俺のほうがモテる」

「やかましいわ。もうちょっとオブラートに包つつめないのか」

「ただ、一線級の美少女はだいたい俺じゃなくてお前に集まるよなって話だ」

　言葉の意味を理解しかねて眉をひそめると、信二は続ける。

「そうだろ？　うちのクラスだけでも椎名麻衣、桐きり島しま比奈、新しん藤どう優ゆう香か。他にも、お前がバイト先で仲良い川かわ崎さき沙さ耶やって子も相当可か愛わいい。みんなアイドルですって言われても疑わないレベルだ」

「何で俺のバイト先の交友関係まで知ってるんだお前……」

　率直に言って気持ち悪い。

　まあ川崎は学校の後輩でもあるから、信二が知っていてもおかしくはないが。

「──ま、俺の情報網は広いんだよ」

　信二は「飲み物買ってくるわ」と手を振り、教室を出ていく。

　俺は何となしにそれを見送っていた。

　昼休み。弁当を食べ終えても、まだ十数分は余裕がある。

　……暇だな。ゲームでもするか。

　ポケットからスマホを取り出して、剣と魔法のＲＰＧをプレイする。

　前世と似ている設定なので、妙にリアリティを感じるゲームだ。

　前世の記憶と設定の差異を楽しむという俺以外にはできない遊び方をしている。

　一応、校内での携帯電話の使用は禁じられているが、もはや形骸化している。

　流石さすがに授業中に使ったら没収されるが、昼休みや放課後で見み咎とがめられることはない。現に教室内のクラスメイトも、スマホで動画を見ながら騒いだりしていた。

　だから気兼ねなくゲームに集中したいところだが、今日はやけに気が散った。

「へーっ、小説が好きなんだ。あたしも有名なのはたまに読むけどねー」

「は、はい……ひとりでも、楽しめるので」

　魔女が比奈と会話している。俺の耳が勝手に聞き耳と化していた。

「と、特にライトノベルとか……好き、ですね。あ、ごめん、なさい。ライトノベルって、分かりますか？　分からないですよね。アニメ調の絵がついた小説、なんですけど……一概には言えないというか、ちょっと定義が難しくて……あ、私はレーベルによって定義するのが現実的なラインだろうなって思ってて……あ、すみません何の話だろう」

　小声かつ早口でつっかえながら勝手に語る魔女。

　比奈は若干引きつった笑みで「へー、なんか難しいんだね！」と相あい槌づちを打っている。

　魔女も「へへへ……」と自信なさげに愛想笑いを浮かべた。

「うわぁ……」

　仮にも災厄の魔女がそんな笑い方をしていいのか？

　その後も悲惨な会話が続いていた。比奈のコミュ力で何とか場を保っているが、常人ならばとっくに逃げ出しているだろう。とりあえず早口オタクだけはやめろ。

　昨日俺が魔女をよろしく頼んだ効果があるのかないのか、とにかく比奈は魔女と仲良くなるために努力してくれている。まあ比奈が頑張ったところで、魔女のコミュ力を根本的に改善しないとクラスには馴な染じめないような気もするが……悩ましいな。

　魔女が心を許せる人間が見つかればいいんだが。

　今度は、この人生では、魔女にそういう関係性を作ってほしいと思う。

　この世すべての人間が敵なんて、悲しすぎるからな。
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　眠気に耐えながら授業を受けていると、いつの間にか放課後になっていた。

　熱こそ出なかったから学校には来たが、まだ体調が万全とは言えない。だがまあ、バイトぐらいなら問題はなさそうだ。比奈の目は怖いが、激しい運動をするわけでもない。

　前世とは違って脆ぜい弱じゃくな体だが、上う手まいこと使いこなしていかないとな。

　それはさておき、

「おい、魔女。昨日はいったい何のつもりだ？」

　使い魔の件を尋ねると、机に突っ伏していた魔女はゆっくりと頭を上げる。

「……何よ。何か文句ある？　後輩の女の子にデレデレしちゃって」

「してねえよ！　というか、俺にもプライベートってもんがあってだな……」

「貴方あなたの弱みを探すのが私の趣味なのよ」

「その悪趣味を今すぐやめろ」

　苦言を呈する俺を無視して、魔女はあくびする。

「……というか、寝てたのか？　授業はちゃんと聞いておけよ。転入生だろ？」

「……貴方と違って頭は良いいから。多少寝たところで問題ないわ」

　魔女は額に手を当てながら、俯うつむき気味に尋ねてくる。

「それで、何よ？　呪いの治療なら三日に一度という話でしょう？」

「別に俺は毎日でも構わないぞ」

「……無理よ。私の呪いに干渉できるレベルの祓魔術を安定して使うには、貴方に心身を休めてもらう必要がある。昨日だって、相当な疲労に襲われたでしょう？」

　確かに、今もずしりと体が重い。

　急に体調が悪化した根本的な原因も、魔女の呪いに触れたことにあるのだろう。

　とはいえ、行動に支障はない。まだ俺は問題なく動ける。

　それに、魔女の呪いが前世よりも侵食を進めているのが気にかかっていた。

　あれを見てしまうと、魔女が言うほど悠長な対応をしていていいのか心配になってくる。

「お前、本当に大丈夫なのか？」

「どういう意味よ？」

「このまま治療を続けていけば、いずれ完治するんだよな？」

　嫌な空白があった。

　俯いていて表情を窺うかがえない魔女は、感情の読めない口調で尋ねてくる。

「……もし、そうじゃないと言ったら？」

　魔女は徐々に顔を上げる。今にも壊れそうな顔で、俺を見た。

「せいぜい応急処置しかできていないと言ったら、どうするつもりなの？」

「そんなの決まってるだろ。何とか新しい手段を、お前を助ける方法を考える」

「──たとえば、貴方の寿命が必要だと言ったら？」

「何だ、それでいいのか？　お前に寿命を渡すのは釈然としないが、世界を守るためでもあるんだから仕方ないだろ。具体的にはどうする？　お前の魔法を使うのか？」

「……」

　なぜか返事はなかった。

「魔女？」

「……馬鹿ね。仮定の話よ。そんな単純な問題じゃないわ」

「何だよ。まあいいけどさ」

「いいから、早く消えなさい。呪いの治療は……そうね、明後日あさってにしましょう。貴方が大丈夫なのだとしても、貴方の顔なんて毎日は見たくないわ。目障りよ」

「そんな理由かよ!?」

　ふんと鼻を鳴らして去っていく魔女。

　なんか機嫌悪いな。まあ魔女が気分屋なのは昔からか。

「……さて、俺も帰るか」

　玄関を出て、駐輪場まで歩く。

　外は茹うだるような熱気に支配されていた。強烈な日差しがじりじりと肌を焼いていく。

　ぱたぱたと手で顔を扇あおいではいるが、焼け石に水とはこのことか。

「──今日もバイト？」

　そこで後ろから声をかけてきたのは比奈だった。

「ひ、比奈か。今日は四時間だから楽だし大丈夫だぞ！」

　すでに部活用の服装に着替えている。短パンから覗のぞく太ももが艶なまめかしいな。

「……なんでビビってんの？」

　怪け訝げんそうに眉をひそめる比奈。

　ちょっと慌てたせいか声が上ずってしまった。比奈は怒ると怖いからな……。

「それで、バイト休まないのね？」

「まあ急にシフトに穴を空けると迷惑だろ」

　あの苦労人の店長の心配事を増やしたくはない。

　ただでさえ川崎が気分で休むから人手不足を嘆いているのに。

「……無理、しないでね」

「大丈夫だって。俺は無理なんてしてないよ。できないことはやらない主義なんだ」

　比奈の言いたいことはよく分からないことが多いが、俺を心配してくれているんだろうということは流石に分かる。だが、俺は無理をしたことなんてない。

　あくまで普通の高校生に過ぎない今の俺が、できる範囲のことしかやっていない。

「だから、そう心配するなよ」

　ぽん、と比奈の頭に手を乗せて、撫なでてやる。

　なぜか比奈は静かになった。比奈の頭を撫でるのは何年ぶりだろうか。

「……ま、あんた無駄に頑丈だし、そこまで心配はしてないけどね」

　目を逸そらしながら、比奈は鼻を鳴らした。

「無駄とは何だ無駄とは」

「無駄でしょ。部活もしてないくせに体鍛えてるんだから」

「うるせえ文句あるか！　腹を殴るな！」

「うわ、相変わらず腹筋すごいね」

　腹を勝手に弄いじくり回まわす比奈を押し返しながら、

「てか、そろそろ部活戻ったほうがいいんじゃないのか？」

「あ、そうだった！　ヤバいヤバい！」

　比奈は慌てたように駐輪場から去っていった。

　相変わらず騒がしい奴だな。退屈しなくて助かるが。

「……ふむ」

　そこで気配を感じて、後ろを振り向いた。

　さささっ、と黒髪の少女が慌てて木の陰に隠れる。

　あれで隠れているつもりなのか？　というか、何をしているんだ？

「……うーん、まあいいか」

　本人が隠れているつもりなら、とりあえず放っておこう。

　自転車に乗り、のんびりと漕こぎ始める。

　住宅街を抜け、田んぼを横目に車道の脇を通り、そして子供の声が響く公園の周りを走らせる。学校を出てから五分ほど経たったところで、自転車を停とめて後ろを向いてみた。

　どんがらがっしゃん！　と、自転車が倒れる音が聞こえた。

　その音の近くには、電柱の陰に顔だけ隠した黒髪の少女がいる。その近くには自転車が倒れていて、いまだに車輪が回転していた。そんなに全力で隠れると危ないぞ。

「お、おいおい、大丈夫か？」

　まさかそんな惨状になるとは思わず、俺は魔女に駆け寄る。

　なぜか学校を出た段階からつけられていたのだ。

　こいつ、この俺が気づかないとでも思っていたのか……？

「何してんだお前は？」

　魔女は顔を両手で隠している。

「……ワタシアナタ、シラナイ。カエッテ」

「無理があるぞ」

　裏声でアホなことをのたまう魔女にため息をつく。

「仮に知らない相手だったとしても、真後ろで自転車から落ちて怪け我がをしたかもしれない人を、放っておくわけにはいかないだろ。諦めて顔を見せろ」

　そう言うと、魔女は顔を晒さらしながら唇を尖とがらせる。

「……ふん。何か文句ある？」

　俺は転がっている魔女の自転車を立たせてから、

「あえて言うならこんな危ない真ま似ねをすることに文句があるな……」

　バツの悪そうな表情でしゃがみこんでいる魔女の膝からは少し血が出ていた。

「やっぱり隠れた時に擦りむいたのか」

「こんなの掠かすり傷よ」

「ちょうどいい、そこに公園があるし、水で洗おう」

「だから、大丈夫だって……」

「昔とは違うんだ。すり傷を馬鹿にするなよ」

　かつての魔女は気軽に治癒魔法を使っていたが、今はそうもいかない。

　自転車を公園内に運んでやると、魔女もついてくる。尾行がバレた挙句、転んで怪我をしたことが情けないのだろう。珍しくしおらしい様子だった。

　傷口を汚れたままにはしておけないので、まず水飲み場の水で洗う。

「痛いか？」

「──このぐらい、何も感じないわよ」

　魔女の表情は本当に変わらない。痛くないとは思えないが。

「よし、砂は取れたな。じゃあ消毒するから」

「貴方、どうして絆ばん創そう膏こうや消毒液をちゃんと持ち歩いてるのよ」

「持ってて損はないだろ」

「だとしても、普通は持ってないでしょう」

「そうか？　まあ今こうして役に立ってるんだから、それでいいだろ」

「……本当に変わらないわね、英雄」

「その呼び方やめないか？　中二病同士みたいだと思われたら嫌だし……」

　俺も「魔女」呼びやめようかな。

「……二人きりなのだから別にいいでしょう」

　こほん、と魔女は咳せき払ばらいする。

「それに貴方に名前で呼ばれたくないし、呼びたくもないわ」

「まあ、それもそうか……」

　あくまで俺たちは前世の仇きゅう敵てきだ。

　過度に慣れ合うのは違う。そんな間柄じゃない。

「私たちの関係性は変わらなくとも、もうお互いの立場は違うわ」

　魔女は言葉を続ける。

「貴方は、もう英雄なんかじゃない。ただの日本の一学生よ。もう人助けをする理由なんてないでしょう。まさか、生まれ変わってもまだ英雄のつもりなのかしら？」

「──何言ってんだよ、お前」

　俺は魔女の言葉に、思わず笑ってしまった。

「こんなの、助けたなんて呼べないぐらい小さなことだろ。怪我をした人に応急処置をしてあげるなんて、この世界では誰もがやることだ。今の俺には、これが精一杯だしな」

「……精一杯、ね」

「……何だよ、その含むような言い方は」

　魔女は、俺の心を見透かすような目をしていた。

　いったい何が言いたい。そう問いかける前に、魔女は語り始める。




「やはり──貴方は生まれ変わってもなお、人を助けなければならないと思っている。貴方はあの頃から何も変わっていない。昔のような力もないというのに」




「何を……」

　馬鹿な……と、続けようとして、言葉が出なかった。

　あまり考えないようにしていたけど……確かに、そうかもしれない。

　俺は、困っている人を助けたいと思っている。

　それは、今も昔も変わっていない。

「……だとしても、それに何か問題があるのか？」

　人を助けるのは、正しいことだろう？

　眉をひそめて問いかけると、魔女の表情が歪ゆがんだ。俺を哀れむように。

「……貴方は、まだ前世に囚とらわれている。英雄という言葉に呪われている。……だから、そんな不思議そうな顔ができるのよ。自分がおかしいということに、自覚がない」

「そんな大おお袈げ裟さな……」

「自分を犠牲にしてまで人を助けるなんて、おかしい。もちろん貴方の言う通り、心優しく余裕があるこの世界の人たちなら、自分にできる範囲で他人を助けてあげようとすることもあるでしょう。そう──自分に、できる範囲で」

「何を言っている……？」

「貴方は、その基準がおかしいのよ。価値観が歪んでいる。転生して十数年も経過したのだから直っているかもしれないと期待したのだけれど、無駄だったようね」

　魔女の言葉の意図を測りかねた。

　俺は英雄になるために育てられ、英雄として生きた。だから魔女の言う通り、普通の人と価値観が違うところはあるかもしれない。でも、逆に言えばそれだけだ。

「人助けは正しいことよ。でも──人を、助けなければならない。そんな考え方をするのは貴方だけだと言っているのよ。もう、貴方は英雄なんかじゃないのに」

　魔女は視線を下げて、俺の脚を見つめる。

「たとえば昨日、貴方はクラスの女子を助けた時、怪我をしたでしょう？」

「……それがどうした」

　俺は脚を軽くぷらぷらさせながら答える。まだ痛みはだいぶあった。

「いくら貴方でも、その体であんな挙動をするのは無茶よ。でも貴方は躊躇ためらいなくあの子を助けた。あの子が教室で転ぶ程度の怪我よりも、自分が重い怪我を負うことになっても」

「……いや、あの転び方だと危ないと思ったんだ。下手したら机に頭をぶつけていた。だから助けなきゃいけないし、俺なら助けられると、そう思って……」

　あの子の命に比べれば俺の傷なんてどうでもいい。

　こんなのは当たり前のはずだ。わざわざ考えるまでもない。

「確かに、そうでしょうね」

　俺の思考を見透かしたように、魔女は言う。

「それは正しい。けれど貴方は、仮にあの子が軽傷で済むと分かっていたとしても、同じように助けたのではないかしら？　──ねぇ、そうでしょう？」

「……俺を知ったように語るな。そんなの、そうなってみなきゃ分からねえよ」

「知っているわ、貴方のことは。何度殺し合ったと思っているの？」

　魔女は嫣えん然ぜんと微笑した。

「これからも、貴方はそういうことを繰り返すのね。自分の身も顧みず、誰かを助けようとし続けるのでしょう。あの頃と同じように──たとえ、命を引き換えにしようとも」

　魔女にそう言われると、そうなるような気がしてくる。

　言葉は原初の呪いだ。呪術なんて使わずとも、大昔から人は呪い、呪われていた。

「……その言葉で、俺を呪うつもりか？」

　だから、そうやって軽口を叩たたいた。

「違うわ。貴方はとっくに、ずっと昔から呪われたままだと言っているのよ」

　だが、魔女は俺の問いを否定した。




　──魔を退け、人を助けよ。




　俺の始まりが、その言葉だったのは事実だ。

　その時点で呪われていると、魔女はそう言っているのだろう。

　だとしたら、英雄なんてそもそも呪われた存在だと思う。

　俺はずっと、人々の期待に応えてきた。

　賢者アリシアの言う通りに振る舞ってきた。

『あのお方ならば、我々を救ってくれるに違いない』

『神アウグスリアに選ばれし我らがグレイ様が、あの怪物を倒してくれるだろう』

『彼は英雄だ。絶対に、嘆き苦しむ民を見捨てたりはしない』

『信じて、待つんだ。耐えるんだ。グレイが、絶対に助けに来てくれるから』

　──求められた役割をこなし続けた。

『待たせたな』『もう大丈夫だ』『助けに来たぞ』『安心してくれ』『泣くなよ、お前を見捨てたりしない』『心配するな、必ず戻る』『──お前の笑顔を、守ってみせる』

　疑いは持たなかった。

　それは絶対に正しいことで、美しいことだから。

　確かに、俺は普通の人間と同じ生活は許されなかった。

　力を持って生まれた俺は、英雄になって人々を救う使命があった。

　常にこの身は戦場と共に在り、血と泥と汗に塗まみれた日常を過ごしてきた。

　だから、この世界に生まれ変わって、

　英雄としての立場を失い、平穏な暮らしを享受する自分に気づいた時、

　──何をすればいいのか、分からなくなった。

「だとしても」

　と、思考がそのまま喉から声として流れていく。

「人を助けることの、何が悪い？」

　踏み込む。一歩近づいて、魔女の瞳を見つめる。視線が絡み合う。

「人を助けることの、何がおかしい？」

　問いかけると、魔女は傷ついたように顔をくしゃっと歪めた。

「……分からないのね」

　魔女は俯いて、ぽつりと呟つぶやく。

　その何もかも見透かしたような瞳が癇かんに障った。

「もう一度聞くぞ、魔女」

　魔女の話が理解できなかったわけじゃない。確かにそういう面もあるだろう。

　だが結局、魔女がこの話を通じて何を伝えたいのかが分からない。

　だから両手を広げて問いかける。




「──俺の行いに、何か問題でもあるのか？」




　魔を退け、人を助ける。

　あるいは悪を挫くじき、善を救う。

　口で言うほど簡単なことじゃなかった。

　助けたくても、助けられないことは何度もあった。

　多数の人間を生かすために、少数の人間を見捨てたことだってある。

　それは俺の独善であり、傲慢であり、欺ぎ瞞まんであり、偽善だ。
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　俺の判断基準で人の生き死にを決めているも同然なのだから。

　まるで神様気取りの行いだ。俺が背負うには重すぎる。

　そもそも英雄の役割なんて、矮わい小しょうな人間にはおこがましいとすら思う。

　だけど。

　俺の行動が、決して少なくない人々を救ってきたことを知っている。

　たくさんの悲劇を見て、たくさんの笑顔を作ってきた。

　この背中には、あの世界に生きる人々の意志が乗っかっている。

　だから俺だけは、

　英雄グレイ゠ハンドレットだけは、

　──自らの行いを、否定してはならない。

　たとえ、それが呪いに縛られたものであったとしても。

「……今の俺には、もう大したことはできない。それでも自分に可能な範囲で誰かの助けになれればいいなと、確かにそう思っている。でも、それは正しい行いだろ？」

「いいえ、貴方は間違っているわ。今も、間違え続けている」

「いったい、何を根拠に──」

「──英雄。いいえ、グレイ。貴方、前の人生で、一度でも笑ったことがあった？」

　一瞬。俺は言葉に詰まった。

　少なくとも、すぐには思い出せなかった。

「──何、言ってんだよ。そんなの、あるに決まってるじゃねえか」

「今は、よく笑うようになったわね」

　魔女はまだ膝が痛むのか、公園のベンチに座り直しながら、

「だから笑う貴方を見て、驚いたわ。良かったとも思った。……最初は、ね。けれど貴方は、段々と戻ろうとしている、あの頃を、繰り返そうとしている。……前世の記憶が完全に覚醒したのは一年前だったかしら？　おそらくは、その影響でしょうね」

　感情を押し隠すような口調で、魔女は語り続ける。

「私には、それが我慢ならない」

「何で、だよ……お前には関係ねえだろ」

「その言葉──貴方が言うと、ひどく滑稽に聞こえるわね」

「……っ！」

　鋭い言葉が、心臓に刺さり続けた。

「……今の言葉の意味を、よく考えたほうがいいわよ」

　生なま温ぬるい風が頰を撫でる。

　いつの間にか流れ出た汗が、地面へと滴り落ちた。

「せっかく生まれ変わったというのに、貴方はまだ呪いに縛られている。……もう、そんな必要なんてないのよ。貴方はもう、貴方自身の幸せのために生きるべきだわ」

　まるで心が鷲わし摑づかみにされているかのような感覚だった。

　眼前に佇たたずんでいるのは災厄の魔女なのだと、今更のように思い出す。

　俺自身の幸せだと？　何を言っている。俺はいつだって幸せに決まっている。

　俺にはみんなを助ける力があって、みんなは俺を信じてくれた。

　俺の周りにはたくさんの人が集っていた。それが幸せじゃなくて何だと言うのか。




「──貴方が助ける世界には、いつも貴方自身が含まれていない。英雄を名乗るくせに、自分のことは救えない。……それがいちばん、気に食わないわ。だから私は、貴方が嫌い」




　魔女は顔を伏せて、話を締めくくった。

　これ以上語るつもりはないのか、公園の外に向かって歩いていく。

　だが。

「──何だと？」

　その言葉だけは、聞き逃せなかった。

　魔女は優しい人間だ。だから、きっと俺のために語ったのだろう。

　しかし、今の言葉だけは許せない。

「……どうしたの？　何か、反論でもあるのかしら？」

「俺は──」

　と、魔女に一歩踏み込んだ瞬間だった。

　軽快な電話の呼び出し音が、俺のスマートフォンから響き始める。

　確認しなくても分かる。バイト先のファミレスだろう。

　魔女との対話で時間を使いすぎたのだ。

　流石に、遅刻している身で無視はできない。

「……さよなら、英雄。また明日」

　魔女は興が削そがれたのか、一瞥もくれず歩き去っていった。

　まだ擦りむいた膝が痛むのか、若干足をひきずっているのが絶妙にダサいな。

「……というか、あいつ自転車どうする気だよ」

　相変わらずしまらない女だ。そう思いながら電話に応答する。

「──あ、すみません遅れて……はい、ええ、はーい、すぐに向かいます！」

　そんな感じで店長に平謝りしている間に魔女は公園に戻ってきて、わざとらしく咳払いをしながら自転車に乗って再び去っていった。その顔はめちゃくちゃ赤かった。

　公園には、蟬せみの声だけが途切れることもなく響き続けていた。
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　最も強力な呪いは呪術などではないと、魔女は言っていた。

　その呪いに術式は必要ない。魔力も必要ない。準備なんて何も必要ない。目に見えるものではなく、体を縛ったり直接苦痛を与えたりするような分かりやすい効果でもない。

　だというのにそれは心を蝕むしばみ、縛っていく。

　──呪われた当人に、その自覚すら与えることなく。

「……だったら、お前も同じだろうが」

　あの言葉が魔女の本心で、俺の幸せを願っているのだとしても。

　俺を心配して、忠告してくれているのだとしても。

　たとえば、俺が魔女の言う通り間違え続けているのだとしても。

　魔女が間違え続けている限り、俺は俺の間違いを認めるつもりはなかった。

　からん、と。

　俺のふとした呟きは、来店を告げる鐘の音にかき消される。

「いらっしゃいませー……っとと」

　来客に挨拶をすると手元のコップを落としそうになり、慌てて持ち直す。

「ちょっと、どうしたんですか？　今日はやけにぼうっとしてますね」

　川崎が腰に手を当てながら文句を言ってくる。

「いや、すまん……」

　考え事のしすぎで意識が散漫になっている。

「やっぱりシフトを増やしすぎですよ。体調が悪いなら帰ってください」

「いや、そうするとホールの人数が少なくて、お前の負担が……」

　と、そこまで言ってから気づく。

「あれ？　川崎ってテスト終わるまでシフト入れてないんじゃなかったっけ？」

　この前のバイトが最後だと聞いたばかりのはずだ。

　すると川崎がバツが悪そうに唇を尖らせ、嫌そうに呟いた。

「……店長がもっと先輩のシフト増やそうとしてたから、仕方なく私が代わったんですよ。どうせ先輩、頼まれたら断らないと思って。……ほんと面倒臭い」

　川崎は肩をすくめる。

「そうなのか……ありがとな」

　どうやら俺は、こいつにも心配されてしまっているらしい。

　それは当然なのかもしれない。だって今の俺は英雄じゃないから。みんなは別に、俺なら何でもできるなんて思っていない。そもそも根本的に、俺を頼っていない。

　だから俺が助けようなんて思ったところで、望まれていないお節介になるのだろう。

「先輩がお金を稼ぐ機会を削っただけですから、感謝なんてしなくていいです」

「言われてみればそうだな。恨んだほうがいいのか？」

「極端！　ちょっとだけ感謝しといてください！　心の中で！」

　頰を両手で軽く叩き、意識を切り替える。

　せめて、少しでも心配させないように振る舞う。

「──心配するなよ、川崎。ちょっと眠気が残っているだけだって」

　考え事をしすぎて仕事に支障が生じるようではいけない。

　そこに対価が発生する以上、これは仕事であり責任が生じる。

　ならば少なくとも、対価分の働きはしないと道理に反する。集中しないとな。

　意識的に深呼吸をして、自身の体調を分析する。

　確かに疲れは残っているが、特別気にするほどのものでもない。

　前世に比べてはるかに体力のないこの体には難儀するが、根気強く付き合っていかなければならないだろう。ランニングや筋トレは一年前から続けていて、段々とその効果も出始めている。少しずつではあるが、『誤差』は修正できている。

　それでも、あの頃とは比較にならないと分かっていながら。

『貴方は、もう英雄なんかじゃない』

　脳裏に魔女の言葉が過る。

　何度も何度も、呪いのように繰り返される。

「……そんなことは、俺がいちばんよく分かってる」

　手の届く範囲にしか、この手は届かない。

　そもそも助けを求める手は、俺に向けられているわけじゃない。

　──わざわざ語るまでもなく、当たり前のことだ。

　でも俺は知っている。かつての景色を。かつて届いた手の範囲を。だから、今と比較してしまう。その狭さに気づいてしまう。だから──前世の幻影を探している。

　本当は、俺の助けなんて誰も求めていないのに。

　ここは、俺の助けを求めている世界じゃないと分かっているのに。

「くそ……余計なことは考えるな」

　脳裏にちらつく魔女の幻影を振り切り、バイトに意識を集中した。




　──バイトが終わり、夜が深まっても、虫の鳴き声はうるさかった。

　住宅街にはそれ以外の音がほとんどなく、しかし窓から外を眺めると、周辺の家々はまだ明かりが灯ともっていて、確かに人は住んでいるのだと分かる。隣にある比奈の部屋も、まだ明かりは消えていなかった。テスト勉強でもしているのだろうか。

　手元のコーヒーは無駄に甘く、砂糖の分量を間違えていたことに気づく。

　今日は夏にしては涼しく、冷房をつけなくても眠れそうだった。

「……そうだ」

　机の上に広げてある教科書とノートに気づいて、呟く。

　期末テストの勉強をしなくちゃいけない。何だかんだ言いながらも赤点の心配はいらないと思うが、転入したばかりの魔女が少しだけ心配だ。

　勉強は優秀な奴だとは思うが、テスト範囲が前の学校と違うなら苦労するはずだ。

　今回のテスト範囲の要点をまとめて、魔女に渡してやろう。

　勉強は得意じゃないが、誰だって努力すればそれなりにはできる。

　大きく伸びをしてから椅子に座り、勉強を始めることにした。数学からやるか。

「……」

　ふと、シャーペンを動かす手が止まる。

　今この行動も魔女の言うように、呪いに縛られているだけなのだろうか。

　前世の幻影を追っているだけなのだろうか。

　少なくとも俺は、自分の意志に従ったつもりだった。

　しかし冷静に考えれば、前世からの仇敵である魔女を助ける理由なんてない。

　……この行動も呪われているとしたら、俺自身の選択は、俺自身のやりたいことは、魔女が言う俺自身の幸せというものは、いったいどこにあるのだろうか。
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　いくら大陸全土に浸透するアウグスリア教会の宣言とはいえ、あの魔女を討伐する英雄の誕生なんて、誰もが半信半疑だった。

　だから俺の最初の使命は、人々の信頼を勝ち取ることだった。

　助けを求める人々の声に応じ、各地で強大な魔物を倒し、人々を助けた。

　何度も何度も同じことを繰り返し、徐々に俺は本物の英雄として認められていった。

　それが魔女と戦う前の実戦訓練のついでだったと聞かされたのは後の話だ。

「光り輝く黄金の髪、透き通った海のような碧へき眼がん、そして白銀の剣……風の噂うわさと、特徴は一致しているわね。貴方が、私を倒すために選ばれたとかいう英雄様かしら？」

　──初めて魔女と会った時は、予想外の状況だった。

　銀色の長髪に、妖しく煌きらめく紅あかい瞳、誰もが見み惚とれるであろう美しい顔立ちの下には、艶美な曲線を描く女性らしい体格。傷ついた服から、すらりと長い脚が覗いていた。

　その特徴は、音に聞くあの悪しき魔女と一致している。

「……お前が、災厄の魔女セリス゠フローレスか？」

「問いに問いを返すのね、貴方は。まずは自分から答えるべきではないかしら？」

「確かに、俺は神に選ばれし英雄グレイ゠ハンドレットだ」

「──そう。ならば私も名乗るわ。この私が、世界に災厄を引き起こした魔女。嘆き苦しむ人々を嘲あざ笑わらう世界最強の呪術師にして魔法使い、セリス゠フローレスよ」

　自信に満みち溢あふれた口調で、不敵に微ほほ笑えみながら魔女は名乗る。

「悪いことは言わないわ。英雄だろうと何だろうと、人間では私に勝てない。これまで何百人も何千人も腕自慢を返り討ちにしてきたわ。貴方もきっとそうなる。だから、大人しく失うせなさい。無駄に挑みかかってこないのなら、命だけは助けてあげるわ」

　禍まが々まがしい雰囲気に殺気を纏まとわせながら、魔女は忠告してくる。

　ごくり、と俺は唾を飲んだ。実力者と相対した時の緊張感に、冷や汗が滲にじみ出でる。

　対面すれば分かる。確かにこの女は今までに見た誰よりも強い。

　あるいは、世界最強だと賢者アリシアに太鼓判を押された俺よりも。

　……ただ、今はそれよりも気にかかることがある。

「さて、そいつは試してみないと分からないが、その前にひとつ聞いてもいいか？」

　そう尋ねなければならないほどに。

　腕を組んで小首を傾かしげる魔女に、俺は問いかける。

「なぜお前は、自分で生み出したはずの魔物を自分で倒している？」

　そう。俺は今、民の求めに応じて、街を荒らす強大な魔物の討伐に来ていた。

　そして魔物の棲すみ処かと思おぼしき洞穴の前で、魔物と戦闘中の魔女を見つけたのだ。

　状況が理解できなかったから観察していると、すぐに戦闘は終わった。民が俺を呼ぶほどに強大な魔物を、多少の傷を負ったとはいえ数分で倒していた。

　別に、それ自体は不思議ではない。あの魔女ならば簡単にできるだろう。

　だが、そもそも行動の理由が分からない。

　俺の問いに、魔女は僅かに顔をしかめてから答えた。

「……あら？　私の魔物を私が倒そうと、私の勝手ではなくて？」

　何かがおかしい。何かが聞いた話と違う。この時、俺はそう思った。

　ただし、それは目の前の女を見逃す理由には値しない。疑問があるなら捕縛してからでいい。

「……それはそうだな。じゃあ、始めようか」

　腰の鞘さやから剣を引き抜く。祓魔術を剣に宿すと、白銀の光が煌めきを放った。

「貴方も命知らずなのね。無駄だと言っているでしょう」

　魔女はため息をつきながらも杖つえを呼び出す。

　予想外の遭遇ではあったが、討伐には絶好の機会だ。普段は居場所を摑つかめない魔女とこうして相対できているうえ、魔物との戦闘後で多少とはいえ傷も負っている。

　俺は英雄として人々の期待を背負っている。魔女の討伐は早いに越したことはない。

「行くぞ、魔女」

「来てみなさい、英雄」

　その日。

　俺は完膚なきまでに敗北した。
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「……また前世の夢か」

　起き抜けに呟き、思わず舌打ちしてしまう。

　自分が魔女に負ける光景は何度夢に見ても気分が悪いな。

　机の上に置いてある時計の針は六時四十分を指している。起きるにはまだ早いが、二度寝するほどの時間もない。仕方なく重い体をベッドから引きずり起こすと、枕元のスマホを手に取って充電器のケーブルを外した。するとＲＩＮＥに連絡が入っていることに気づく。

　送り主は新藤優香だった。

　リビングに降りて朝食のトーストを作りながら、メッセージを確認する。

『みんなで勉強会やらない？』

「……何で今？」

　別にいいけど、学校で言えばいいだろう……と思ってから気づく。

「──あ。今日、土曜日だ」

　というわけで、二度寝することにした。




　目的地は俺のバイト先のファミレスだった。

　先輩店員に頭を下げながら中に入ると、優香が俺に気づいて手を上げる。

「や、遅かったね！」

　相変わらず整った顔立ちには柔和な笑みが浮かんでいた。

　時刻は午後一時半。勉強会を約束した時間から三十分ほど過ぎていた。

「悪い。思ったより二度寝が深かった」

　優香の隣に座っている信二が、呆れたように肩をすくめる。

「おいおい、月曜から期末テスト始まるんだぜ？」

「……あれ、マジで？　そんなに近いんだっけ？」

「あんたねぇ、テストの日程くらいは把握しておきなさいよ……」

　素で言葉を失った俺に、ため息をついて小言を言うのは比奈だ。

「いや、なんか記憶から抜け落ちてたわ」

「大丈夫かよ？　ちなみに俺は大丈夫じゃねえけどな」

「何を自信満々に言ってるんだお前……これ勉強会だろ？」

　信二はポテトフライをぱくぱくと食べながらスマホゲームをしている。

　他のみんなはちゃんと勉強しているのにもかかわらず、だ。

「バッカお前、ちょっと休憩してんだよ。ずっと勉強じゃ疲れるだろ？」

「信二はもう放っておきなさい。休憩時間のほうが長いんだから」

「俺は要領が良いからな。ちょっとの勉強時間でも意外と何とかできる」

「それはわたしが要点をまとめてるからでしょ……？」

「優香様には本当に感謝してもしきれず……いや本当に」

　急に低姿勢になる信二を横目に、俺は比奈の隣に腰かける。

　というわけで、今日の勉強会に集まっているのは俺を含めて四人だった。

「それにしても、お前から勉強会の提案なんて珍しいな？」

　俺は優香に問いかける。

　少なくともこれまではなかった。

　成績の良い優香は他人と勉強する必要性がないのだろうと思っていたが。

「まあ、たまにはね。それにわたしも分からないところがあったから」

「だから比奈も呼んだと」

「まあ俺と護ご道どうじゃ役には立たねえからな」

　信二はなんでこんなに偉そうなのか分からないが、いつものことではある。

「──まあ、他にも理由はあるけどね」

「他にも？」

「ま、そのうち分かるよ！」

　優香は意味深な台詞せりふを吐いて、微笑した。

「それにしても、もう勉強飽きたな。そろそろ帰るか？」

　信二は頰杖をつきながら、ぼやく。完全にやる気を失っている表情だった。

「こら、信二！」

　優香はそんな信二の頭を軽く叩く。

「いい加減にしなさい。そんな成績でいいと思ってるの？」

「つっても、そもそも俺がこの高校に受かった時点で奇跡だからなぁ」

「だったら、なおさら勉強しよ？　あんなちょっとの勉強でこの高校に入れるんだから地頭は悪くないんだよ。要点まとめてきたから、これだけは覚えておいて」

「数学が暗号にしか見えねえ……」

　目をぐるぐると回す信二と、そんな信二にお節介を焼く優香。

「……相変わらずだな」

　この二人はいつも仲が良い。

　中学からの同級生にしても、正直この距離感はいろいろと怪しんでしまう。

　いろんな女子に声をかける信二だが、心を許しているのは優香だけにも思える。

「お前だって似たような成績だろうが……」

　俺の言葉を勘違いしたのか、信二は呻うめくように言う。

「少なくとも赤点は取ったことないぞ、俺は」

「あれ、そうなんだ？　意外だな」

　驚いたように優香が言う。比奈は肩をすくめて優香に言った。

「こいつ、赤点ギリギリのラインを見定める天才だからね」

「……うーん、何とも言えない評価だね？」

「二人とも。そう褒めるなって」

「褒めてないわよ！」

　俺が照れると、比奈が鋭く突っ込みを入れてくる。

　実際、今日ここに至るまでギリギリで赤点を取ったことはない。

「──で、信二。お前中間テストはどうだったんだ？」

　問いかけると、信二は不敵に笑った。

「ふん……黙秘権を行使する」

「他はギリギリだけど、数学は赤点だったね。何とかしないとヤバいよ？」

「だって村むら上かみの授業って聞く気が起きねえんだもん……」

「だってじゃない。ほら、手を動かして。そんなに難しくないから」

「ぐぬぬ……」

「夏休み中、村上先生とマンツーマンの補習はしたくないでしょ？」

　優香がそう言うと、信二はめちゃくちゃ嫌そうな顔で押し黙った。

「嫌なら、ちゃんとやらないと。ほら、わたしが教えてあげるから……ね？」

「へいへーい」

「なんつーか、飼い主みたいだな……」

　俺は比奈と顔を見合わせて、苦笑する。

　すると、優香は不満そうに頰を膨らませた。

「こんな奴の飼い主は嫌なんだけど！」

「オカンのほうがいいか？」

「もっと嫌だって！　こんな女たらしの息子はごめんだよ！」

　優香にしては珍しく怒っている。

　こんな調子だが、比奈と二人の時は信二の話ばかりするらしい。

「そうかい。悪かったって」

　末永く仲良くしてほしい二人は放っておいて、俺と比奈も自分の勉強を始める。

　俺はドリンクバーと軽食を注文してから、比奈に問いかけた。

「お前の調子はどうなんだ？」

「まあ今のところ、全科目八〇点以上は取れそうかなって感じ」

「とんでもないな……」

　比奈はそう答えつつも、手は淀みなく動いている。

　おそろしい速度で計算問題を解いていた。比奈は常に成績上位だからな。

　いつも学年二位や三位だったはずだ。一位は優香固定だが。

「あんたは？」

「数学がしんどいなって感じだな……」

「あー、そうね。あたしも、一年の時と比べたら格段に難しいと思う」

　などと会話していると、先輩の店員が軽食を運んでくる。

　挨拶がてら軽く会話を交わすと、比奈が思い出したように呟く。

「ああ、そういえばここってあんたのバイト先か」

「知らずにここを指定したのか？」

　そう尋ねると、答えたのは比奈じゃなく優香だった。

「いや、ここにしたら店員割引とかワンチャンないかなと思ってさー」

「ないから諦めろ」

「ええー」

　優香は唇を尖らせる。

　この駅前のファミレスは学校からも近く、値段も手頃なので学生が集まるにはちょうどいい場所だ。店内は広く、勉強目的の学生でも文句は言われない。現に、勉強中の学生グループは俺たち以外にも二つほど見かける。顔見知りも何人かいた。

「あ、着いたって！」

　スマホを見ていた比奈が明るく声を上げ、周囲をきょろきょろと見回した。

　それから入り口を見て、大きく手を振る。

　──嫌な予感がした。

　というか、そんな気はしていたが。

　普段はやらない勉強会を優香が提案した時点で、この展開は予想していた。

「麻衣ちゃん、こっちこっち！」

「あ、はい！」

　比奈の声に従い、リュックサックを背負った魔女が俺たちの前に姿を現す。

　白のブラウスに黒のスカート。シンプルな装いだが、魔女によく似合っている。

　私服姿の魔女は新鮮だった。悔しいが、正直可愛いと思う。口には出さないけどな。

「や、麻衣ちゃん。一緒に勉強がんばろ！」

「よっ、椎名さん。あ、その服よく似合ってるな？　可愛いと思うぜ」

「え、あ、ありがとうございます……？」

「信二は余計なこと言わなくていいから。あ、わたしの隣に座る？」

「わ、分かりました……！　えっと、優香さん？」

「あはは、優香でいいんだけどな。まあ呼びやすいならそれでもいいよ！」

　比奈と優香の魔女に対する呼び方が、いつの間にか変わっていた。

　そんなに仲良くなったのかと一瞬思ったが、どうやら魔女は魔女らしい。

　とても緊張した様子の魔女だったが俺に気づいた途端、嫌そうに顔をしかめた。

「……何か文句でもあるのか？」

「……別に」

　というか、俺がいるって聞いてなかったのかよ。

　ともあれ魔女が席に着くと、優香が柔和な笑みを浮かべて言う。

「やっぱり転入生だとテスト範囲とか前の学校と違ったりしたら分からないところも多いと思うし、誘ってみたんだ。どんどん質問してね、比奈に！」

「もちろん大丈夫だけど、そこは自分に質問してねって言う場面じゃない？」

「やっぱり教えるのは比奈がいちばん上手いからね！」

「成績はあんたのほうが上なのに……何だか釈然としないわね」

　会話から置いてけぼりにされたせいか、若干おろおろしている魔女。

　こほん、と仕切り直すように比奈が言った。

「えっと、とりあえず麻衣ちゃんはテスト範囲を見直そうよ。前の学校とどこまで一致するか調べないとね。一応、要点とかまとめたノートもあるから、参考にしてね」

「あ、ありがとうございます……！」

　魔女はぺこぺこと頭を下げる。

　それから魔女も席に着いて、ようやく勉強会も本番という感じになった。

　これまでは雑談混じりだったが、みんな集中して勉強し始める。もちろん無言じゃないが、会話内容は勉強に関することだ。みんな教えたり教わったりしている。

　優香が信二の世話を焼いていて、比奈が魔女とテスト範囲の確認や齟そ齬ごを埋める作業をしている以上、話し相手のいない俺は黙々とシャーペンを動かしていた。

「ふー、何か飲もうかなぁ」

　比奈が一息つきながら、空になったグラスを軽く振る。

「……あ、私も飲み物欲しいので、取ってきます」

　魔女がちょこんと手を挙げて言った。

「そう？　じゃあお願いしようかな。メロンソーダで！」

「は、はい！　ええと、他の人たちは……」

　と尋ねる魔女だが、信二と優香は集中していて聞いていない。単に魔女が小声すぎるのもあるけど。魔女の視線が一瞬俺に向き、しかし思い直したように背中を向けた。

　俺に飲み物を運んでやる義務はないと気づいたんだろう。

　勉強の手を止めて魔女を眺める。魔女はグラスを二つ持ってドリンクバーに向かった。

　……そのまましばらく、ドリンクバーの前でうろうろしていた。

　まさかあいつ、使い方が分からないのか。

　これが漫画かアニメなら、頭の上に疑問符が浮かんでいることだろう。それぐらい困惑したようにうろついていた。そういえば、お金持ちのお嬢様だったっけ。

　ため息をついてから魔女のもとへ向かう。

「な、何よ？」

　恥ずかしそうに睨んでくる魔女を無視して、ドリンクバーで自分の飲み物を注ぐ。さっきはメロンソーダを飲んだし、ウーロン茶あたりにしておくか。

　魔女はそんな俺の仕草をまじまじと眺めていた。とりあえず鼻で笑っておく。

　……と、そこで思わず眉をひそめる。

「おい、魔女。お前……どうした？　熱でもあるのか？」

　俺の目だから分かることだが、何だか重心がおかしい。体重移動に違和感がある。何というか、平衡感覚を失っているような感じだ。表情はいつも通りなんだが。

「熱があったら来ないわよ。みんなにうつしたら大変でしょう」

「そりゃそうだ。まあ、気のせいならいいんだが」

　魔女はおそるおそるドリンクバーの機械を操作し、メロンソーダを注ぐ。ボタンを押して飲み物が出てきた瞬間、面白いぐらいに体がびくっと震えた。

「どうした？」

「べ、別に驚いてなんかないわ」

　驚いたかどうかなんて聞いてないんだけどな。

　などと思いながら、俺は先に自分の席に戻ることにした。

　魔女は自分の分の飲み物も入れてから、俺たちのもとに戻ってくる。

　飲み物を落とさないように歩く動作を見る。魔女は慎重に、ゆっくりと歩いてくる。

　たかが飲み物を運ぶぐらいで、異様に集中しているように見えた。

「ありがとね！」

　メロンソーダを渡された比奈はノートから目を離し、軽く感謝を告げる。

　魔女は安心したようにほっと息を吐いてから、椅子に座った。それから、比奈と勉強の続きを始める。何度も額をぐりぐりと手で押さえ、険しく眉根を寄せながら。

　──どう見たって、本調子には見えなかった。

　カリカリとノートに走らせていたシャーペンの手が止まる。

「椎名、ちょっといいか？」

　がたん、と音を鳴らして立ち上がった。

　気づいたら魔女に問いかけていた。

　まだ何を話すつもりなのか、自分でも分かっていないけど。

　それでも、魔女の顔を見たら話すべきことがたくさん浮かんできたから。

「護道？　どうしたの？」

　立ち上がった俺を比奈たちが不思議そうに見やる。

　視線を交わした魔女だけが俺の意図を理解したようだった。

　俺が背を向けると、魔女は立ち上がってついてくる。

「あ、ちょっと用事があるみたいなので……少しだけ外で話してきます」

　魔女が困ったように愛想笑いを浮かべて、比奈たちに説明する。

　何となく、いつものように適当な言い訳を用意する気は起きなかった。

　心に抱えた靄もやの存在に、今更のように気づく。

　……ああ、そうか。

　俺は魔女に、苛ついているのか。
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　──思考が、過去に潜っていく。

　あの日、災厄の魔女は俺を見逃した。

　壮絶な死闘の末、俺は実力で敗北した。

　地面に倒れ込み、体中に傷を負い、もう一歩も動けなかった。

　ああ、俺は本当の意味での英雄にはなれなかったのかと、諦めた。

　しかし、

「貴方なんて殺す価値もないわ。これに懲りたら、英雄なんてやめることね」

　魔女は取ってつけたような理由を語り、俺の前から姿を消した。

　殺す価値もないなんて宣のたまえるほど、魔女にも余裕はなかったはずだ。魔女の服は俺の剣でぼろぼろに引き裂かれ、体中に切り傷を負って大量の血を流していた。

　それに対して俺は一歩も動けなくされたものの、致命傷は負っていなかった。

　あれだけ壮絶な戦いで、それは不自然だ。わざと殺さないようにしていない限り。

　もしそうだとしたら魔女にはまだ余裕があったのかもしれないが、あれだけの傷を負ってまで俺を殺さないように手心を加える理由が分からなかった。

「──見つけたぞ、魔女」

「いい加減に諦めなさいと言っているでしょう？」

　それから何度も、俺たちは殺し合った。

　最初の五、六回はずっと俺の敗北で終わっていた。

　それでも魔女は俺を殺さなかった。どうにか理由をひねり出して、俺を見逃した。

　また挑むために魔女の足跡を辿たどっていく中でも、襲い掛かってくる人を殺さないようにしているのは明らかだった。そして魔女が行動する目的は常に魔物の討伐だった。

　いくら何でも、そのおかしさを見逃すわけにはいかなかった。

「なぜ人を殺さない？　なぜお前が魔物を殺して、人々を助けようとする？　そもそも世界を災厄に陥れたのは、邪悪な魔物どもを生み出したのは、お前自身だというのに」

　しかし魔女は、その問いには常に答えなかった。

　誰にでも分かる噓うそをついて、いかにも邪悪な人物であるかのように振る舞った。

「私が何をしようと私の勝手でしょう。私は魔女なのだから」

　だから何度も殺し合った。

　そう簡単には負けなくなった。

　互角の戦いを演じた末に、魔女が逃げるようになった。

　生涯で初めて自分よりも強い存在と戦うことで、俺は急激に成長していった。

　それは身体能力や剣技だけではなく、祓魔術も洗練されていった。魔女の凶悪な呪術に対抗するために祓魔術の使い方を極め、術式の質そのものも底上げしていった。

　何度も。何度も。何度も。

　俺は魔女を追い回し、魔女は律儀に俺と戦い続けた。

　魔法で煙けむに巻まくことができるのなら最初から逃げればいいのに、魔女は負けそうになるまでは俺と戦った。その理由には、俺は最後まで気づかなかった。

　そして、何十回もの殺し合いの果てに。

　俺は、魔女の喉元に剣の切っ先を突きつけた。

　魔女の魔力はとうに枯渇している。もはや逃がすことはない。

「……そう、貴方、もう私の呪いを祓はらえるようになったのね」

　魔女は安心したようにそう言った。その表情と、その声音の意味が分からなかった。

　もう戦う理由もない。だから終わらせて、と魔女は静かに目を閉じた。

　言われるまでもなかった。俺は英雄だ。悪しき魔女を見逃すはずもない。

　その前に、最後に、不自然な行動の理由を聞いておこうと思った。

「……最後に、理由を聞いてもいいか？」

「……そうね。じゃあ、最後に聞いてもらえるかしら。何も残せないまま死んでいくのは少しだけ悲しいから、貴方の記憶に残しておいて。哀れな、魔女の物語を」

　あの時。




　──俺は、魔女を殺さなかった。
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　ファミレスの外に出る。

　入り口を出て裏手に回り込むと、木々に囲まれた小さなスペースが存在する。ベンチも設置されており、主に店員が休憩時に使っている旧喫煙所だ。

　俺がベンチに腰かけると、魔女は対面の壁に背を預けて腕を組んだ。

「──それで、いったい何なの？　もう少し自然に呼び出せないのかしら？」

　魔女はそう言って、ふんと鼻を鳴らす。

　相変わらず俺に対してだけは強気な女だな。

　比奈たちがいると借りてきた猫みたいになるくせに。

「……あー、悪いな。気が回らなかった」

　俺はひとまず、そんな風に謝る。自分でも驚くほど平へい坦たんな声だった。

　それを聞いた魔女の目が怪訝そうに細まる。

「何？　その声音は……まさか昨日、図星を指されたせいで怒っているの？」

「そうじゃない」

　首を振る。

　確かに昨日の言葉は図星だったのかもしれない。

　だが、俺が今苛いらついているのは別の要因だ。

「昨日のお前の言いぐさを聞いて、俺も少し考えたんだけどな」

　だから俺は言った。

「──お前、自分のことを棚に上げすぎじゃないのか」

　結局、俺の複雑な感情のすべては、これだけで代弁できる。

『──貴方が助ける世界には、いつも貴方自身が含まれていない。英雄を名乗るくせに、自分のことは救えない。……それがいちばん、気に食わないわ。だから私は、貴方が嫌い』

　魔女は昨日、そう言った。

　ふざけるなよ。自分を救わないのは誰よりもお前自身だろうが。

　昔から気に入らなかった。自らの命を軽く扱い、俺の助けを拒む精神性が。

「何を……言っているの？」

　魔女は本当に不思議そうな顔で小首を傾げる。

「流石に、いくら何でもおかしいなとは思ってたんだよ」

　魔女は確かにぽんこつで、人付き合いも苦手な駄目人間だ。

　でも──俺の知っているお前は、ここまでじゃなかったはずだ。

　昇降口で靴を履き忘れたり、熱いと分かっている紅茶を飲んで舌を火傷やけどしたり、自転車から転がり落ちたり……いくら何でも、おかしい。気が抜けすぎている。

　最初は、平和なこの世界に染まった影響だと考えていた。

　でも、違う。現に俺は、魔女の呪いが侵食を進めていることを確認している。

「隠してるんだろ？　お前……自分の体に不調が出ていることを」

　気が抜けすぎていると考えるより、そのほうが納得がいく。

　そもそも体の調子がおかしいから、細々としたことに気づかないのだとしたら。

　それを俺に相談しないくせに、偉そうに語るのは許せなかった。

　──前世でも似たようなことがあった。

　魔女との戦いを重ねるごとに、俺は強くなった。最初は、自分が急激に成長しているのだと思っていた。でも違う。俺は確かに強くなったが、魔女は明らかに弱くなっていた。

　呪いに体を蝕まれ、時が経つごとに心身に不調をきたしていた。

　おそらく、あの時と同じだ。

　そう思って、問いかけた俺に対して、

「……何を今更？　私の体に、不調が出ていないわけがないでしょう？」

　魔女は、理解不能とでも言いたげに肩をすくめた。

　俺は、二の句が継げなくなる。……こいつは今、何を言っている？

「なっ……」

「そもそも、この体は前世とは違うのよ？　前世の私は呪術と魔法の才能に恵まれ、呪いへの耐性は誰よりも高かった。だから世界を災厄に陥れることと同等の呪いを魂にかけられても、私は死ななかった。──でも、当然だけれど、この体はそうじゃない」

　そう語る魔女の顔色は青い。

　転入時からそうだったから、生まれつき顔色が悪く見えるのだろうと考えていた。

　だが、この様子だと違うのだろう。

「呪いに冒されているのよ？　痛みや苦しみに襲われ続けるのは当然でしょう。それに耐えられる私の前世の体がおかしいだけで、本来、呪いとは人に苦痛を与えるためのものなのだから。こうしている今も、ちゃんと立てているかどうかも不安だわ」

　魔女は皮肉げに自嘲した。

「呪術や魔法で苦痛を弱めてはいるけれど、貴方の祓魔術でなければ根本的な解決は望めない。私の心が苦痛で歪む前に、私の寿命が呪いで削られ尽きる前に、貴方には何とかしてもらわないと。それは貴方が、前世の私を殺さなかった罪の償いだから」

　俺には隠す必要がなくなったせいか、魔女はずるずるとその場に座り込む。

　とっさに、その肩を支えた。

「──なんで、それを早く言わなかった!?」

「貴方には関係ないでしょう。貴方に関係あるのは、私を殺さなかった罪の償い。この世界を巻き込まないために、私の呪いをちゃんと祓うことだけ。私の苦痛は、私への罰よ」

「言ってくれれば、呪いの治療を急ぐぐらいは……っ！」

「そうして、また貴方が無理をするのでしょう？　何度も言っているはずよ。貴方はもう英雄じゃない。──英雄じゃない貴方が、敵である私を助ける理由はない！」

　魔女の叫びに、俺は何を言えばいいのか分からなくなった。

「それ、でも、俺は……」

「──だったら、どうして私を殺さなかったの!?」

　魔女は耐えきれなくなったように叫んだ。その目には涙が浮かんでいた。

「あの時、貴方が私を殺していれば、それだけですべて解決したはずなのに!?」

　魔女の言葉は、あまりにもその通りで、

　あの日、魔女を殺さなかったことが魔女を苦しめているのなら、

　……確かに、俺は償うべき大罪を犯していた。
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　──別に、大したことではなかったと思う。

　あの世界では、似たような目に遭っている人は少なくないはずだ。

　そもそも私は、その時のことをほとんど覚えていない。物心ついたばかりの頃だった。

　辺境の小さな街。貧しい靴職人の両親から生まれた私は、ごく普通に育てられていた。ありふれた家庭だったと思う。少なくとも暴力は受けなかった。けれど、構ってもらえることもほとんどなかった。ただ固いパンと味のないスープだけを毎日二食渡されて、後は子供にもできる手作業をさせられていた。別に文句はなかった。

　両親だって同じ境遇だったし、仕事をこなせば怒られなかった。頑張った時には、声をかけてくれることもあった。それだけで十分だった。私は幸せだった。

　もはや両親の顔すら鮮明には思い出せないけれど、当時の私にとって他の何よりも大切な二人だった。私は両親以外の誰とも関わったことがなかったから。

　そんなある日、両親が死んだ。

　大した事件ではなかった。間違って貧民街のほうに迷い込んだ二人が、身ぐるみをはがされて殺された。ただ、それだけだった。この世界では、この国では、この街では、毎日のように繰り返されるありふれた日常だった。だから私のところに両親は帰ってこなかった。

　後日、私は借りていた家を追い出され、両親の亡骸なきがらを見せられた。

　私はそれを見て、泣いた。

　悲しいなと、そう思った。

　何よりも悲しかったのは、両親が死んだことじゃなかった。

　血の繫つながった両親が死んでも、その程度の感情しか抱けない自分自身の性根が何よりも悲しくて、覆い隠していた本当の感情に気づいてしまったからだ。

　──嫌いだった。

　本当は、何もかもが嫌いだった。

　優しくしてくれない両親も、

　貧しい私を嫌そうな目で見る街の人々も、

　当たり前のように人が死ぬことを日常と受け入れるこの街も、

　残酷なこの世界も、

　そんな風に思ってしまう愚かな私も、

　嫌い、だった。




　だから世界を呪ったのだ。




　憎しみを詠うたったのだ。

　この世界に呪いあれ、と。

　こんな世界に災いあれ、と。

　世界の広さなんてまるで知らない愚かでちっぽけな子供が世界を憎み、恨み、呪った。

　もうすこしだけ、いっしょにいてほしかった。

　もうすこしだけ、やさしいせかいがほしかった。

　そういう未来を夢見て、それが叶かなわない世界を呪った。

　それだけの、どこにでもありふれた、よくある日常だった。

　ただひとつ違う点があったとすれば、私には呪術の才能があった。

　この世界で何よりも、誰よりも、

　──呪いあれ、と願っただけで、強大な呪術と化してしまうほどに。

　そうして世界は災厄の渦に巻き込まれた。人を食らう凶悪な魔物が大量に出現した。

　ひとりの幼い子供の呪いが、世界中の人々を混こん沌とんに陥れた。

　その事実に気づき、災厄の魔女として恐れられるようになり、私はやっと気づいた。

　そんなこと、最初から分かっていてもいいはずなのに、愚かな私は最後まで気づくことができなかった。──私は、生まれてきてはいけない人間だったのだ、と。
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　魔女が語った物語を思い出す。

　哀れで孤独な、ひとりの魔女の物語を。




　魔女はその後、自らが生み出した世界中の魔物を殺して回った。

　民に被害を与えそうな強大な魔物を優先して。

　呪術は呪いをかける技術だ。呪いを祓うことはできない。祓魔術の才能がない魔女は世界の呪いを祓えないから、呪いから生み出された魔物を殺す対症療法しかできなかった。

　それでも魔女は魔物を殺し続けた。

　世界中の人々から災厄の魔女と恐れられ、憎まれ、恨まれながら。

　世界中の人々から、その命を狙われながら。

　本当は死にたいのに、呪いを抱えた自分が死ねばもっと大きな災いが起こる。だから殺されるわけにはいかなかった。人々から逃げ続け、人々を襲う魔物を殺し続けた。

　──俺が魔女の前に現れたのはそんな時だった。

　高度な祓魔術を扱う俺は確かに魔女の天敵で、魔女にとっても唯一の希望だった。

　この男の祓魔術なら世界を縛る呪いを根本から祓えるかもしれない。

　同時に、この男なら私を殺せるかもしれない。もう少し成長して、私の強大な呪いを祓えるようになれば、私が生きなければならない理由を奪ってくれるはずだ。

　魔女はそう考えた。

　魔女にとって俺は救世主だった。

　だから魔女は何度も俺と殺し合って、俺の祓魔術の成長を促した。

　──そして俺が魔女の喉元に剣を突きつけた時、魔女はもう大丈夫だと考えた。

　もう心配はいらない。この男の実力なら、この世界の呪いを祓える。

　私を殺して私の呪いも祓ってくれる。

　ようやく、この辛つらく苦しい生から解放される。貴方が私を助けてくれる。

　確かに貴方は私にとっての英雄だった。

　だから躊躇う必要はないのだと、魔女はそう語り終えた。

　本当に、嬉うれしそうに。

　心の底から、喜んでいた。

　魔女が花のように笑う姿を、俺は初めて見た。

　だから。




「……どうしたの？　早く私を終わらせて。私の英雄グレイ」




　俺は、剣を振り下ろせなかった。

　どうしても手が動かなかった。その理由は自分でも明白だった。

『魔を退き、人を助けよ』

『悪を挫き、善を救え』

『お前には英雄として、魔女を殺す義務がある』

『その力を振るう目的を間違えるな』

　俺に求められる役割と、明らかに矛盾していたからだ。

　だって俺の目には、この魔女は、セリス゠フローレスは、悪人には見えなかった。

　──ならば、善人は助けなければならない。

　そうやって納得しようとした。

　でも、その理論だと魔女を殺さなければならない。

　魔女を殺すことが魔女にとっての救いなのだから。

　魔女は今、助けてほしいと言っているのだ。

　だが俺は今、魔女を助けたくなかった。魔女を殺したくなかった。

　そこまで考えてから、気づく。

　そうだ。俺は神に選ばれし英雄。災厄の魔女の敵だ。

　俺には、魔女を助ける理由はない。だから俺は魔女の助けを拒むことができる。

　剣を鞘に納める。

　この時。俺は初めて、人助けを拒否した。

　魔女は最初、茫ぼう然ぜんとしていた。

　次に、何度も殺してくれとせがんだ。

　それでも俺は魔女を殺さなかった。俺は魔女を絶対に助けなかった。




　本当は、ただ許せなかったんだ。

　この女を追い詰める残酷な世界が。

　こんなものを幸せだと思っている、この女が。

「……ふざけるなよ」

　それは英雄という名の機械だった俺が、初めて抱いた怒りだった。




　──だから絶対に本当の幸せを教えてやると、そう誓った。
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「お前は悪じゃなかった。英雄は善人を殺さない」

　前世で何度も語った言葉を、俺はもう一度魔女に語った。

　それは英雄の行動原理と矛盾する。求められた役割とは異なるはずだから。

　ぎり、と魔女は顔を歪めて歯ぎしりをする。

「私は……世界を呪った！　世界に災厄を起こして、魔物を生み出して、数えきれないほどの死者が出た！　こんな私が悪じゃないなんて、どうして言えるの!?」

「幼い頃のお前は、あんな事態を引き起こそうとしたわけじゃないんだろう!?　あれは呪術なんてクソみたいなもののせいで、お前はただ両親の死を悼んだだけだ!!　それにお前は人々を助けようと必死だった!!　どんなに恨まれても、憎まれていても!!」

　私のせいじゃないと、逃げてもよかったのに。

　こんな連中を助ける価値はないと、捨て置いてもよかったのに。

　──こんなに優しい人間を、俺は見たことなかった。

「結果がすべてよ。過程がどんなものだろうと、私が引き起こした事態に変わりはない。実際に、あの世界に生きるすべての人々がそう思っている!!　だから私は、私の罪を少しでも償わなければいけなかった!!　……たとえ、償いきれないと分かっていても」

「そういう風に考える時点で、お前は絶対に悪人なんかじゃないんだよ」

　俺は魔女の首元を摑んだ。

　近くに引き寄せて、その瞳を睨みつける。

「たとえ世界中がお前を悪だと思っていたとしても、俺だけはお前が善人であると知っている。お前の優しさを俺は知っている。世界がどう思うかなんて、どうでもいい」

　魔女はそこで小さく笑った。

　今にも壊れそうな儚はかない笑みを、口元に浮かべた。

「……そんな考え方をするから、貴方は世界に殺されたのよ」

　反論は、できなかった。

　確かに俺は神を裏切った罪で──教会に処刑された。




　あの時、俺は魔女を殺さなかった。その後、魔女と一緒に旅を始めた。

　世界にかかっている呪いを祓い、世界を救う旅を。

『いい？　私と貴方はあくまで協力関係。慣れ合いはごめんだわ』

『言われなくても分かってる』

　世界を縛る呪いを祓うためには、まず世界の根源に至る必要がある。

『剣を扱うしか能がないのでしょう？　私が援護するから、とにかく前に出なさい』

『……まあ、運動音痴に前衛はできないだろうな』

『誰が運動音痴よ誰が！　いいからさっさと戦いなさい！』

　世界の根源に繫がるのは大陸の中心にある大迷宮のみ。だが、魔女の呪いによって今や大迷宮は屈強な魔物が大量に棲みつく魔境と化していた。

『ちょ、ちょっと……大丈夫!?』

『……何だ、お前。俺のことを心配してんのか？』

『違うわ。私を生かしたくせに自分だけ死ぬなんて、絶対許さないからね』

『……厳しい女だ。仕方ないな』

　俺と魔女はぼろぼろになりながらも二人で大迷宮を攻略し、世界の呪いを祓った。

『やった！　やったわよグレイ！』

『……ああ。これで俺の役目も終わりだな』

『何よ。相変わらず仏頂面ね。嬉しくないの？』

『どちらかと言えば、安心してるのさ』

　──世界を、救った。

　英雄としての役目を果たした。

　しかし、俺と魔女は教会の精鋭に襲われた。

『──元英雄グレイ゠ハンドレット。貴方を捕縛します』

　魔女を何とか逃がしたものの、すべての力を使い切った俺は魔女の手に落ちた罪で教会に捕縛された。牢ろうで事情を説明したものの、俺の話を誰も信じてはくれなかった。

　英雄は魔女にかどわかされ、神を、世界を、民を、我々を裏切った。教会は世界にそう表明した。俺と魔女が世界を救ったはずなのに、それは教会の功績になっていた。

　そして英雄だったはずの俺は大罪人となり、世界中の人々に憎まれながら処刑された。

　それが、俺の終わりだった。

　グレイ゠ハンドレットという一人の人間の結末だった。

　心残りは、ひとつだけ。

　──これから魔女に、本当の幸せを教えてあげようと思っていたのに。

　魔女を、世界に置いてけぼりにしてしまった。

　また、ひとりぼっちにさせた。

『貴方は、もう英雄なんかじゃない』

　そんなことは誰よりも俺が分かっている。

　生まれ変わるまでもなく、俺はとっくに英雄なんかじゃなかった。

　俺は、お前の英雄になれなかった。

　最後の最期まで、俺はお前の敵のままだった。

　それを認めることが怖かった。

　だからずっと、考えないようにしていた。

「セリス。お前は……」

　俺が死んだ時のことを。俺が死んだ後、魔女がどうしていたのかを。

　──魔女が、どうして死んでしまったのかを。

「あの後、どう生きたんだ？」

　そう聞くと、魔女はその目に憎悪を宿して、俺の胸倉を摑んできた。

「ぬけぬけと、よくそんな問いができるものね……!?　貴方が先に死んだせいで、私が救われる方法はなくなった！　私はまた、死ぬことができなくなった！　なのに！」

　くしゃりと、魔女は顔を歪めた。その瞳から涙が零こぼれる。

「……私はまた、ひとりぼっちになった」

　俺は何も言えなかった。

　だから頰を伝い地面に滴り落ちる水滴を、ただ見ていた。

「……貴方が処刑される頃、私もまた殺されそうになっていたわ。あの賢者いわく『英雄作成計画』の失敗作……貴方の劣化品とかいう祓魔術師たちに襲われていた」

　魔女はその涙を手で拭い、言葉を続ける。

「確かにあの賢者の言う通り、祓魔術師とはいえ私の呪いを祓うには足りなかった。やはり私の呪いを祓えるのは貴方だけだった。だから私は転生の魔法を使ったのよ。自分だけじゃなく、今にも処刑されようとしていた貴方にも。そして今、ここにいる」

　つまり。

「……お前は、俺が処刑された直後に殺されたのか」

　それはあまりにも悲しい結末だった。

「別に構わないわ。それ自体は、私が私の罪を償っただけだから」

　魔女はゆっくりと息を吐く。

「……余計な話をしてしまったわね。そろそろ戻りましょう。長々と話しているから、みんな貴方を心配しているのではないかしら？」

「待て、話はまだ終わってない！　お前の体の不調を治す方法は──」

「──仮にそんな都合の良いものがあったとして、貴方に教える理由はないわ」

　切り捨てるように魔女は言った。

「……貴方は、人の心配をする前に、自分の心配をできるようになりなさい。そんな呪いに縛られた英雄衝動に突き動かされるのはもうやめて。何度でも言うけれど、もう英雄じゃない貴方が、敵である私を助ける理由はないはずよ。……放っておいて」

「俺は……」

「私を助けようとする行動が、過去の呪いに囚われていないと言えるのかしら？」

　答えられなかった。

「答えられないのなら、それを直しなさい」

　唇は錆さびついて、急に機能を停止していた。

「……貴方、かつて私に本当の幸せを教えてあげると言っていたわね。今でもそのつもりなのかもしれないけれど、笑わせないで。貴方だって、そんなものは知らないくせに」

「知らない、だと？　俺は何度だってその光景を見てきた」

「だとしても、味わったことはないでしょう？」

　確かに、そうかもしれない。

　自分の幸せなんてそもそも考えたことがないから、分からなかった。

　でも、それが何だと言うのか。

「……もういいわ。いい加減に、戻りましょう」

　魔女はため息をついて背を向ける。

　俺が足を動かさないのを見て、魔女は俺を肩越しに一いち瞥べつした。

「そろそろ、みんなも不審に思う頃よ」

「……ひとつだけ聞かせろ」

　俺は気になっていたことを尋ねる。

　俺と魔女は敵同士で、だから俺が魔女を助ける理由はない。

　それは分かる。だが、だとしたら、どうして魔女は何度も俺に忠告する？

　どうして魔女は、ここまで俺のことを心配している？

「セリス。お前はどうして転生先に、この世界の、この平和な国を選んだ？」

　だから俺は尋ねる。

　その名前を呼んで、真剣に問いかける。

「生まれ変わった理由は聞いた。世界を渡った理由も。……でも、この世界の、この平和な国を選んだ理由は聞いていない。答えてくれよ。お前は、なぜここを選んだ？」

　優しいお前のことだ。

　きっと、俺のためなんだろう？

「──私は、私は……」

　魔女は。セリスは。拭ったはずの涙を再びぽろぽろと流しながら。

「貴方に、幸せになってほしいと思った」

　それだけ言って、ファミレスの中に戻っていった。

　ひどい、一撃だった。というか完全にブーメランだと思う。

　少し遅れて、俺も魔女の後に続いた。

　仰いだ空は曇っていて、俺の暗あん澹たんたる心境に似ているような気がした。
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　──その後の勉強会は、何だか気まずい雰囲気で終わった。

　そりゃそうだろう。明らかに泣き腫らした目で魔女が戻ってきたのだ。魔女は理由を語らないし俺と魔女は不自然に何も話さないし、みんなは露骨に気を遣っていた。

　正直、申し訳ないことをしたと思っている。

　わざわざあんなところでする話でもなかったな。

　内心で謝りながらも、俺は自転車を漕いで比奈と一緒に帰宅している。

　夏にしては涼しい。今にも一雨きそうな空模様だが、何とか持ちこたえているようだ。

「……麻衣ちゃんと、何があったの？」

　比奈は、感情を読めない声音で尋ねてきた。

「何もないと言ったら？」

「あたしが、あんたと何年一緒にいると思ってるの？　そもそも戻ってきた時の麻衣ちゃんの顔見れば誰でも分かるでしょ。誤魔化せると思わないで」

　比奈は淡々と言う。

　答えたいのは山々だが、魔女と話していた内容は答えられるものじゃない。

　どう答えたものか。俺は、比奈に何を話すべきだ？

「お前は……どう思う？」

　だから、俺は逆に問いかけた。

　具体性に欠けた問いを受けた比奈は怪訝そうに眉をひそめる。

「何を？」

「人を助けたいだなんて、誰だって当たり前に考えることだろう？」

「……そうね」

　こんな思考は当たり前のものだと思っていた。

　よほど性格が捻じ曲がっていない限り、他人に不幸になってほしいなんて考える人はいないだろう。たとえ嫌いな相手だろうと、それは変わらない。関わりたくはないが、俺の知らないところで幸せに過ごしてほしいと思う。

　好きな相手ならなおさら、困っているのなら助けたいと思う。

　みんなに幸せでいてほしい。

　みんなに笑顔でいてほしい。

　俺の考えは、おかしいのだろうか。

　俺は、呪いに縛られているのだろうか。

　俺が魔女を助けたいのは、本心ではないのだろうか。

　比奈は自転車を停めて黙り込む俺をしばらく見つめてから、ぽつりと言った。

「あんたは……バランスがおかしいのよ」

「バランス？」

「自分と他人の比重、かな」

　比奈は自転車から降りて、ゆっくりと歩き出す。

　俺も同じように、自転車を押す形で比奈についていった。

「普通の人はみんな、まず自分が幸せになって、もし余裕があれば他人の手助けをするものだと、あたしは思ってる。程度の差はあると思うけどね。あたしも別に余裕がなくたって、道に迷っている人がいたら声ぐらいはかけると思う。でも、あんたは、自分の身を削ってでも他人ばかりを助けようとするでしょ。削るほどの余裕があるわけじゃないのに。自分の幸せを無視して、他人のことばかり考えている。だから自分だけ傷ついていく」

「……みんなが幸せでいてくれるなら、それで俺は」

「あんたはさ」

　前方の比奈は振り向いた。怒りを宿した眼光が俺を貫く。

「あたしがあんたを助けるために、命を投げ出したらどう思う？」

「……そんなのは駄目だ。絶対に」

　絞り出すように答えた。

　比奈はふんと鼻を鳴らして、背を向ける。

「それは勝手すぎるんじゃないの？　あんたの生き方を正しいと認めてほしいのなら、あたしがあんたと同じ生き方をしたって文句はないはずよね？」

　違う。俺と比奈は違う。俺と他人は違う。

　……そうなのか？　本当に？

　もう、俺は英雄なんかじゃないのに？　自分でもそれを認めているのに？

　頭の中がぐちゃぐちゃだった。

「昔からあんたはそうだったけど、一年前からは特におかしいわよ」

　比奈はそう告げる。鋭い声音だった。突き刺すような声だった。

「あんまり笑わなくなったよね。いつも人に頼られて、無理してるよね。そんな状態で自分は幸せだなんて言えるの？　……人助けさえしていれば、自分は幸せだと？」

　比奈は一歩詰め寄ってくる。

「ねえあんた、いったい何のために生きてるの？」

　鼻先が触れるような距離で、真まっ直すぐに俺の目を見つめてくる。

「あんたの人生は、あんたのものでしょ？　あたしのものでも、みんなのものでもない」

　比奈は俺を睨みつけながら、溜たまったものを吐き出すように言った。

「そもそも、あんたのやり方は迷惑なのよ。困ってる人はたくさんいるだろうけど、あんたに無理させてまで助けてほしい人なんて、そうはいないでしょ。ここは平和な日本よ？　別に命が懸かった戦いをしているわけでもない。あんたが何もしなくたって、誰だって自分で何とかするわ。要するに、余計なお世話なのよ」

　何か反論しようとしたけど、何も言葉が出てこなかった。

「……段々ムカついてきたわね。だいたいあんた、何様なのよ？　人を助けるとか、上から目線だと思わない？　傲慢すぎる。いつからそんなに偉くなったの？　まさか英雄にでもなったつもり？　あんた、そんなに大層な人間じゃないでしょ」

　──誰もあんたなんかに期待してないと、比奈は続ける。

「ねえ、中二病の自意識過剰くん。あんたなんか、いてもいなくても変わらないのよ。あんたがいなくたって世界は普通に回るわ。それをちゃんと自覚しなさい」

　今まで思っていたことを、一息で吐き出したように感じた。

　ただの悪口だった。俺の生き方に対する罵倒だった。俺という人間を断罪するような口調だった。まるで自分は特別な人間だと勘違いする子供を𠮟りつけるかのようだった。

　ただ、少なくとも、その言葉たちは俺を傷つけることはなかった。

「そうか……」

　比奈が言ったことのすべては最初から自分でも分かっているつもりで、それでも改めて他人の口から聞くと、俺はぜんぜん分かっていなかったのだと思い知らされる。

「……俺は、普通に生きても、いいのか？」

　俺が顔を上げると、比奈は呆れたように息を吐いた。

「何言ってるのよ。あんたの思うように生きなさいよ。何度でも言うわ。あんたなんかに誰も期待してないし、あんたなんかいてもいなくても変わらないの」

　比奈はそっと距離を縮めてきて、ぱちんと額をデコピンで弾いてきた。

「……分かってたつもりなんだけどな」

　俺は自分の掌てのひらを見つめた。

　いつも血に汚れた剣がそこに見えていたけど、今はもう見えなかった。

「……誰も、俺なんかに期待はしてないのか。俺なんて、いてもいなくても変わらないのか。俺は世界にとって、どうでもいい存在なのか。そうか、そりゃそうだよな」

「そうよ。あんたはゴミ！　ヒーロー気取りの中二病！　自分が世界の主人公だと思ってるタイプの人間！　高校生にもなってこんなに恥ずかしい奴はあんたしかいないわ！」

「そこまで言う!?」

　ノリノリで罵倒する比奈に愕がく然ぜんとする俺。

　そ、そっか……俺は恥ずかしい奴だったのか……。

　ずーんと落ち込んでいると、ノリノリだった比奈はおそるおそる様子を窺ってくる。

「ちょ、ちょっと言いすぎたわね……思わず本音が……」

　それがおかしくて、俺は思わず噴き出した。

「いや、いいんだ。ありがとな、比奈」

　ありのままの言葉だから心に響いた。だから俺は比奈の目を見て、告げる。

「お前のおかげで、ちょっと救われた」

「……も、もしかして、被虐趣味とかあったり？」

「違うわ！　いちいちネタにするな！」

　何だか釈然としないが、こいつのおかげで救われた気持ちになったのは事実だ。

　きっと幼い頃から俺を見てきた比奈の言葉だから、こんなにも心に響いたのだと思う。

「お前が幼馴染でよかった」

　そう言うと、比奈は顔を赤くして視線を彷徨さまよわせた。

「そ、そう……まあ、あたしは面倒見いいからね。存分に感謝しなさい」

　生まれ変わった俺は英雄じゃない。どこにでもいる普通の高校生だ。

　そのことを事実としては知っていたけど、実感を持ったのは初めてだった。

　人を助けるのが俺の役割だと思っていた。

　英雄であろうとなかろうと、それが俺に望まれていると思っていた。

　俺の背中には、前世と同じぐらいの期待が乗っているような気がしていた。

　だが、そんなものは一切ないのだと、比奈が気づかせてくれた。

「……結局、俺は普通の高校生なんだよな」

「いやあんたはどう考えても普通ではないと思うけど」

「ええ!?　さっきと言ってること違うけど!?」

「いや当然でしょ。あんたはどう考えても変な高校生よ」

「……変、だったのか、俺は……」

　前世と同じように生きていただけなのに……。

　愕然としていると、比奈はおかしそうに噴き出した。

「何を今更。あんたほど変で面倒臭い人間、なかなかいないって」

「……じゃあ、感謝しないとな。俺みたいな奴の傍そばにいてくれたお前に」

「え、うぁ……」

　比奈はなぜだか不意打ちを食らったかのようによろめいた。

「……こ、この男はほんとに……」

　比奈の顔はさっきから妙に赤い。風邪でも引いたんだろうか。

「大丈夫か？」

「……はぁ、もういいわ。なんか疲れた。そこのコンビニ寄るからね」

　比奈は自転車を押して近くのコンビニの駐輪場に停める。

　俺もそれにならい、二人でコンビニに入っていく。アイスを買った。コンビニ横の日陰に並んで、アイスが溶けないうちに食べ進めていく。冷たくて美お味いしい。

　しばらく日向ひなたで話していたせいか、いつの間にかだいぶ汗をかいていた。

「俺さ」

　ふと思ったことを、そのまま呟く。

「やりたいこと、探すよ」

「え……」

「自分がやって楽しいこと、ちゃんと見つけて生きていくよ」

　俺は言う。ファミレスにいる時は曇っていた空が、いつの間にか晴れ渡っていた。

「そりゃ……今すぐに変わるのは難しいかもしれないけど」

　俺は、そんな風に生きてはいけないと思っていた。

　でも、そうじゃないんだと、比奈と……それに魔女が教えてくれたから。

「これからは自分の意思で生きていくよ」

　楽しい思い出を作っていこうと思う。やりたいことをやっていこうと思う。自分が楽しむために努力していこうと思う。笑顔の日々を送っていきたいと思う。

　何てことはない。そういうありふれた欲求は、最初から俺の中にあった。子供の頃は当たり前だったそれを、前世を思い出すにつれ段々と気づけなくなっていただけなんだ。

「いいじゃん」

　比奈はそう言って、快活に笑った。

「あんたが楽しいほうが、みんなも楽しいに決まってるし」

　その笑顔は太陽のように眩まぶしかった。

「そうだよな……そんな簡単なことに、どうして気づけなかったんだろうな」

「あんた、馬鹿だからね！」

　比奈は、本当に楽しそうだった。それだけで俺も嬉しかった。

「なぁ、比奈」

「……何？」

「ブラジャー透けてるぞ」

　しばらく日向で話し込んでいたせいか、汗で薄手の服が濡ぬれていた。

　背中に服が張り付いて、ピンク色のブラジャーが浮き出ている。良い光景だ。

「ふんっ！」

「目が痛い!?」

　目潰しに躊ちゅう躇ちょがないこの女、怖すぎる……。

　前世でもなかなかいないぞ。比奈には戦いの才能があるかもしれない。

「油断も隙もない……」

　比奈は濡れた服を抱くようにして隠しつつ、俺から離れる。

「……ねえ、話、戻るけど。麻衣ちゃんと話していたことって、今の話なの？」

「ま、似たようなもんだな。お前と同じように、𠮟られたんだよ」

「え……あの子、人を𠮟るとかできるの？」

　魔女の本性を知らない比奈がそんな風に言う。

「あの子も、たぶんあんたと似てるよね。特に、無理してるところ」

　と思ったら、魔女の本性を見透かすような調子で呟いた。

「とはいえ、あんたとは方向性は違う気がするけど。……何て言うんだろう、いつも人に怯おびえてて、いつも嫌われることを怖がってる感じがする。あんなに可愛いのに、告白された経験なんて数えきれないだろうに、あそこまで自分に自信がないなんておかしいよ。いつも自分はここにいちゃいけない人間なんだって顔してる」

　比奈は本当に鋭いな。いつだって周りの人のことをよく見ている。

「……そのくせ、あたしたちが話しかけると、怖がってはいるけど、怯えてはいるけど、動揺してはいるけど、本当に嬉しそうに笑うんだよ、麻衣ちゃん。こっちはただ話しかけただけなのに、こんなに幸せなことはないって……そんな顔をする」

　そうだな。そうだと思う。

　魔女はきっと、比奈たちに話しかけられることが本当に嬉しいんだと思う。

「だからどんなに口下手でも、挙動不審でも、あたしはあの子のことは好きだよ。優香も同じだと思う。だからこそ、あの子と昔から知り合いだっていうあんたに聞きたいな。どうしてあんな風になってしまったのか、あんたは知ってるの？」

　少し迷った。比奈に何かを語るべきか、どうか。

　俺は異世界のことを伏せて、魔女の過去を比奈に語り聞かせることにした。

　本当は自分のせいじゃないことでみんなを傷つけて、嫌われてしまったことがある。だから他人に怯えていて、嫌われることを怖おそれているのだと、そう比奈に伝えておく。

「……そっか。あんたが世話を焼く理由も分かるわね」

　でも、と比奈は続ける。

「あんた一人で抱え込む理由はないから。あたしは麻衣ちゃんの友達だからね。あたしだけじゃなくて、優香も……ついでだけど、信二も。みんなでちょっとずつ協力して、麻衣ちゃんの傷を癒いやしてあげようよ。いつかあの子が普通に暮らせるように、ね」

　比奈の言葉を聞いて、何か違和感を覚えた。

　……俺は、もう英雄じゃない。それを確かに、今ここで認めた。

　だが、俺と魔女の関係性が変わったわけじゃない。

　英雄じゃなくとも魔女じゃなくとも、俺たちは敵同士だ。

　敵同士ということは、お互いを嫌い合っているということ。

　だったら、英雄じゃないと認めた今の俺に、魔女を助ける理由があるのか？

　その疑問に、今更のように気づいたからだった。





第四章　たとえ世界を敵に回しても







　週が明けて月曜日。

　三日間にわたる期末テストが始まった。

　この期間は部活動も休止になり、全生徒がテスト勉強に専念することになる。まあ実際には部活から解放された生徒がここぞとばかりに遊び回ることもよくあるけど。

「……はぁ」

　思わずため息をついた。何となく気分が優れない。

　言語化できないもやもやとした感情が、ずっと胸の中で渦巻いていた。

　隣を歩く信しん二じが軽い調子で尋ねてくる。

「どうしたよ護ご道どう？　そんなにテストできなかったのか？」

「そういうお前はできたのかよ？」

「はは、何言ってんだ──できるわけねえだろ」

「いっそ清すが々すがしいな……」

　信二の断言を優ゆう香かが聞いたら愕がく然ぜんとすることだろう。

　肩をすくめると、信二は軽く笑ってから本当の所感を語った。

「まあ実際は数学以外問題ねえな。数学もギリギリ赤点じゃねえと思うんだが」

「俺も似たようなもんだ。物理が若干微妙だったけど」

　初日の教科は現代文、数学、物理だった。

　どれも勉強量に応じた結果としか言いようがない。まあ赤点はないと思うが、平均点よりは下だろうなって感触だった。あんまり勉強していなかったから仕方ないけど。

「なら、その憂鬱そうなため息は何だよ？」

　じゃり、と足音を立てて、信二はこちらを振り向く。

「やっぱり椎しい名な麻ま衣いか？」

「……」

「図星か」

　どうだろう。俺は魔女のことで悩んでいるのだろうか？

　この複雑な感情の原因は魔女にあるのだろうか？

『……何を今更？　私の体に、不調が出ていないわけがないでしょう？』

　ふと思い出すのは、魔女のその言葉。

　魔女の体には今まさに不調が出ているという事実。

　でも、それはこのもやもやした感情には関係ない……気がする。

　だって、今の俺には魔女を心配するような理由がない。英雄でも何でもない今の俺が、友達でもない……それどころか前世からの仇きゅう敵てきを気に掛ける意味が分からない。

　だから論理的に考えて、俺の憂鬱に魔女は関係ない。そのはずだ。

　そんな風に考え込んでいると、信二が呟つぶやいた。

「ま、とにかく、俺と優香じゃどうにもならねえみたいだ」

「何を言って……？」

「あの子、何かに苦しんでるだろ。理由は知らねえけど、今にも自殺しそうだ」

　その言葉に。

　俺は、思わず足を止めた。

「自分しか気づいていないとでも思ってたのか？」

　信二は続ける。

「何とかしてやりたくて、優香と一緒に勉強会とか画策してみたが、逆効果だったかね。あの子を苦しめている原因、俺たちは前の学校の人間関係絡みかと踏んでたんだが、どうやらもっと根本的な部分に原因があるらしい」

「信二……」

「お前なら分かるんだろ？」

　あくまで他ひ人と事ごとのような雰囲気を漂わせながら、信二は言う。

「残念ながら俺たちみたいな他人じゃ、まだ心には踏み込めねえ」

　信二はそれ以上、何も語らなかった。

　黙り込んでいると、いつの間にか駐輪場に到着していた。

　屋根に日差しが遮られ、少しだけ涼しい。とはいえ額には汗が滲にじみ出ている。

「……白しら石いし、くん。いいかしら？」

　後ろから、よく知る声音が慣れない呼び方をした。

　振り向くと、魔女が立っている。信二がいるからそう呼んだんだろう。

　そういえば、今日は魔女に祓ふつ魔ま術じゅつの処置をする日だった。

「それじゃ、また明日会おうぜ。テスト勉強はしろよ」

「……おう。また明日な」

　信二は空気を読んだのか、自分の自転車に乗り、俺の横を通り過ぎていく。

　生なま温ぬるい風が頰を撫なでた。

　振り返ると、魔女が俯うつむき気味に俺を見ている。

「……、」

　俺と魔女はお互いに黙り込んでいた。一昨日、喧けん嘩かをしたせいで気まずい。

　だが、ここで黙っていても埒らちが明かない。

「……じゃあ、行くか」

　俺が促すと、魔女はこくりと頷うなずき、後ろをついてきた。

「……？」

　その歩き方に違和感がある。

　よく見ると、魔女はふらついていた。

　俺じゃなくても鋭い奴やつなら気づく程度の、大きな違い。

　どう見ても、体調が悪そうだった。明らかに、辛つらそうに立っていた。

　つい先日までは、俺ですらしばらく観察しないと気づけない程度の僅かな差異だったというのに、この急激な異変は何だ？　いったい魔女の体に何が起きている？

「……おい。どうしたんだ？」

　思わず肩を貸してから、気づく。

　急に異変が出たわけじゃなく、徐々に不調を隠せなくなっているだけだとしたら？

　それなら、俺がしばらく魔女の不調に気づかなかった理由も分かってしまう。

「……何が？」

　魔女はどうせ俺の問いの意味など分かっているだろうに、そう問い返してきた。

「何が、じゃないだろ。お前、どう見たって──」

「──仮に、何か異変があったとして、貴方あなたには何の関係もないでしょう？」

　そう言われると、二の句が継げなかった。

　俺たちはあくまで前世からの仇敵で、今は協力関係に過ぎない。

　魔女の個人的な事情にまで踏み込む理由はない。

　そう。理由が、見つからないんだ。

「……いや、呪いの治療に影響するのなら、それは関係があるはずだ。お前の呪いを祓はらうことについては、俺とお前は協力関係にあるんだから」

　俺は迷った末、そんな言葉をひねり出した。

　そんな言葉をひねり出す必要があったのかどうかすら、分からなかったけど。

「……そうね。その理屈は正しいわ。そのうえで言うけれど、呪いの治療に影響はないわ。一昨日も言ったでしょう？　私の体の不調は、そもそも既定路線なのよ」

　魔女はそれ以上何も言わなかった。

　何も言わずに、懸命に家までの道のりを歩いていた。

　俺はその間、何も言えなかった。言うべきことが、何もなかった。

　──本当にこれでいいのか？　頭の中を、その言葉だけが反響していた。





◆






　──思えば。

　彼はいつだってそうだった。彼はいつだって英雄だった。

　グレイ゠ハンドレットは、他者にとっての英雄でしかない男だった。

　彼は私を助けないなどと宣のたまったけれど、それが私を助けるためだったことは明らかだ。

　あの時。グレイは私を助けないという手段を使って、私を助けようとしたのだ。

　そのぐらいは私にだって分かっている。気づいていないのは本人だけだ。

　だから彼は教会に処刑された。

　魔女に手を貸した大罪を、全世界から問われる形で。

「……なんて、愚かな英雄なのかしら」

　世界の敵ですら助けようとするなんて、馬鹿だとしか言いようがない。

　彼は、あまりにも英雄で在りすぎている。彼は、己が役割に殉じすぎている。

　自業自得だ。この私を助けようなんて、無理を通そうとしたから殺されたのだ。そもそも私はそんなことを望んだ覚えはないし、私が彼の死に同情する理由はひとつもない。

　悲しむ理由なんて、ひとつたりともないはずで。

　むしろ、その愚かさを恨んでもいいぐらいだと分かっていながら。

　気づけば、涙が流れていた。

　どうして泣いているのか、自分でも分からなかった。

　その時、私は教会の精鋭部隊に追われている最中で、グレイの死を知ったのは、その精鋭たちに教えられたからだった。彼らは、噓うそを言っているようには見えなかった。

　なぜなら、『英雄作成計画』で生み出された精鋭の祓魔術師である彼らも、昔からの仲間であり自分たちの希望を託したはずの英雄グレイの処刑を悲しんでいたから。

　だからこそ、それが噓じゃないのだと分かってしまって。

　私は、ひどく動揺した。動揺する理由なんてなかったのに。

　その隙を突かれて、私は致命傷を負った。もう助からないと気づいた。

　だから最後の力を振り絞って英雄のもとに転移して、転生の魔法を施したのだ。




　私は首を斬られた英雄の死体を血の海に変えて、その隣で亡くなった。




　気分は最悪だった。

　この男のせいで、随分と振り回された。

　最後の最期まで望んでもいないことばかりする迷惑な男だった。

　こんなにも優しい馬鹿が、こんな死に方をするなんて許せなかった。

　だから来世では英雄という役割から逃れて、幸せに生きてほしいと私は願った。

　もちろん私の呪いを祓うための手段のひとつではあるけど、この男を異世界転生させた最大の理由は、その願いだった。このままグレイが死ぬことを、私が許せなかった。

　だというのに再会した時、この男は英雄だった前世にいまだ縛られたままだった。こんな平和な世界でも、この男は英雄として、困っている人を、泣いている人を探していた。

　いないほうがいいと願いながら、もしいた時にちゃんと見つけられるように。

「……そんな生き方じゃ、幸せにはなれないわよ」

　自ら望んで不幸になろうとする、本当に馬鹿な男だった。

　だからこそ、今度こそ──私はこの男を幸せにするのだと、そう誓った。

　しかし、この世界での私はグレイに助けられないと生きていけない。

　その事実を誤魔化すために、私は前世で私を助けなかったことを理由に使った。私を殺さなかったお前の責任でこんな事態になっていると。実際、それは事実ではあった。

　でも、その協力と、私の体の不調は無関係だ。

　私の体の不調は最初から想定内。生まれ変わるのだから、体の呪いへの耐性も変わるのは当然だった。前世の私の体が異常に呪いへの耐性が高かっただけなのだから。

　それこそ世界を呪えるだけの呪いを一身に背負っても、まるで苦痛がないほどに。

　つまるところ、この苦痛は私が本来受けるべきだった罰なのだ。

　魂を呪いに侵食される苦痛は言葉にすらできず、前世の記憶が覚醒していなかった幼い頃から、常に意識は朦もう朧ろうとしていた。原因不明のまま病院に入院していて、両親にひどい心配をさせてしまった。呪いの侵食による痛みが常に共にあるせいで、当時の私は痛みというものがどんな概念なのか分かっていなかった。それが、日常だった。

　それから前世の夢を見て、徐々に記憶を思い出して、毎日のように私はうなされていた。

　どう考えたってそれは悪夢だった。

　その夢の主人公が自分だなんて、当時の私は信じたくなかった。

　けれど、歳としを重ねるにつれ、信じざるを得なくなって、呪術や魔法の使い方を思い出して、苦痛を和らげる魔法や、苦痛など感じさせない演技の仕方を思い出していった。

　そして中学三年生になった頃、私は完全に前世の記憶を覚醒させ、英雄を共に転生させたことを思い出した。だから魔法を使って、生まれ変わった英雄の所在を探した。

　……正直、焦っていた。

　前世の耐性が強すぎたせいで、この呪いを甘く見ていたからだ。

　このまま放っておけば遠からず心が壊れると、私は悟った。それ自体は問題ない。世界を呪った当然の罰だろう。だが、その前に英雄と再会して呪いを祓いきってもらわないといけなかった。何もせずに私が死んだら、この世界が危機に陥る。それだけは駄目だ。

　だから転入という強引な手段を取った。

　そうせざるを得ないほどに、限界は近づいていた。

　徐々に、段々と、歳を重ねるごとに、日を経るごとに、呪いは侵食を続けていく。

　魂を侵食されればされるほどに、苦痛はその度合いを増していく。

　普通を演じるのもそろそろ難しくなっていた。グレイにもそれを見抜かれてしまった。

　それでも祓魔術の処置を受ければ、少しだけ苦痛は和らぐ。

　当面は週に数回のそれを頼りに、どうにか生き抜いていくしかなかった。

　正直、もう、取り繕うのは限界に近づいているけれど、まあバレたって構わない。どうせ私はこのまま死ぬ。グレイが幸せになってくれるなら、もうそれだけでよかった。




　私は世界を呪った災厄の魔女だ。

　魔女は、不幸でなければならない。絶対に。




　そして。

　彼は世界を救った英雄だ。

　英雄は、幸福にならなければいけない。

　世界でいちばん頑張った人が報われないなんて、私は許せない。

　だから絶対に幸せにする。

　英雄という役割が彼を不幸にするのなら、その役割から解放してでも。

　私は、彼を幸せにするんだ。

　だから。




　──だから、私は、グレイに助けられるわけにはいかなかった。




「苦しい、なぁ……」

　ぽろりと、言葉が零こぼれる。

　ひとりの時ぐらいは弱音を許してほしかった。

　今も言葉にならない苦痛が、魂を苛さいなんでいる。ベッドから動くこともできなかった。取り繕う必要がない自分の部屋では、ずっと寝転がっていられるので幾分か楽だった。

「辛い、なぁ……」

　きつい言葉を突きつけてしまった時のあの男の顔が浮かぶ。

　本当は、私にそんなことを言う権利なんてないのに。お前なんかに何を言われようがどうでもいいと、一蹴しても構わないのに。あの男だけは律儀に私なんかの話を聞く……聞いてくれる、聞いてしまうのだ。魔女の話なんて、無視するのが正解だというのに。

　世界中の誰もが、私の話を魔女の妄言と罵倒した。それが正しいのだ。だから、それで構わなかった。会話なんて、言葉という刃を使った殺し合いだと思っていた。

　でも違った。あの男のせいで、私は人と話すことの喜びを知ってしまった。

　私の話をちゃんと聞いてくれるのは、あの男だけだった。

「悲しい、なぁ……」

　今世では、私を魔女だと知る人はあの男しかいない。

　だから、こんな私に話しかけてくる人だって存在する。それ自体は嬉うれしかった。でも、罪悪感に駆られた。本当は、私は世界を苦しめる存在で。生きていてはいけない存在で。だから貴方たちと話す権利なんかなくて。それを理解されていない状況が辛くて。

　やがて、嫌われることを怖がっている自分に気づいて。

　何様だと、問われている気がした。

　本来嫌われるべき存在が、その事実を隠して何を考えているのかと。

「痛い、なぁ……」

　けれど、それは自業自得で。

　私が魔女であることがすべての原因で。

　だから。

　助けてほしいなんてことは、口が裂けても言えなかった。
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「……なあ」

　それはテスト二日目が終わった後のことだった。

　二日目の教科の出来はまあまあといったところか。初日よりは悪くない。

　時刻は午後一時。

　テストのため学校は三時間しかないので、すでに帰路を歩んでいる。

　そのはずだったのだが、なぜか学校近くのショッピングモールを訪れていた。

　もちろん俺が自分の意思でここに来たわけじゃない。

「勉強しなくていいのかよ？」

　前方、軽やかな足取りの比ひ奈なに尋ねると、彼女はくるりと振り向く。

　背中の後ろで両手を結ぶ比奈は、妙に機嫌良さそうに微笑する。

「ちゃんとするに決まってるじゃん。家に帰ったらね」

「じゃあ何しに来たんだよ？」

「お昼を食べに来ただけよ。勉強には息抜きも大事でしょ？　せっかく学校が午前中で終わるんだから、有効活用しなきゃねー」

　比奈はレストラン通りをきょろきょろと見て回っていく。

「そのためだけに俺を連れてきたのか？」

「……何よ。駄目なの？　ひとりだと寂しいじゃない」

　比奈は僅かに俯き、唇を尖とがらせて呟く。その頰は少し赤かった。

「息抜きしすぎると信二みたいになるぞ」

「信二はもはや息してないじゃん。あたしをあんな奴と一緒にしないでよ」

「お前の中では死んだのか……」

「とにかく、あたしのほうが成績は良いいんだし、心配するなら自分だと思うけど」

「そりゃそうだが……ま、今のところ赤点の心配はなさそうだ」

「ならいいけど」

　比奈は何だか上機嫌だった。

　テストの出来が良かったのだろうか。

「何食べよっか？」

「オムライス」

「あんた、それ好きよね」

「洋食系の店ならあっちだぞ」

「行きません」

「何でだよ」

「今日はラーメンの気分なので！」

「何で聞いたんだよ」

「はいはい、オムライスなら今度あたしが作ってあげるから」

「おお、本当か？　楽しみだな」

「……ていうか、もうちょっと離れなさいよ。カップルに見られたらどうすんのよ」

　比奈はさささっと距離を取りながら、顔を逸そらしてぼそぼそと言う。

「何か問題あるのか？」

　俺が眉をひそめると、「え？」と比奈が顔を赤くして固まった。どうした？

「……他人の目なんか、そこまで気にするもんじゃないだろ」

　これでも前世は英雄と呼ばれていたのだ。人々の好き勝手な憶測には慣れていた。

「……比奈？」

　こほんと咳せき払ばらいして、赤い顔で比奈は苦言を呈する。

「あんたはちゃんと他人の目を気にしなさい。そんなんだから、あたしや他の人たちの心配にも気づかないのよ。自分が他人をどう見ているかだけが大事だと思ってるでしょ」

　そう言われると、そんな気がした。

　まあ他人の目を気にしなかったからこそ教会に処刑されたとも言えるからな。俺はあくまで英雄としての役割に殉じたつもりだから、それ自体に後悔はないけど。

　そんなことを考えながら、比奈の後に続いてラーメン屋の暖簾のれんをくぐっていく。

　カウンターに比奈と横並びで座り、とんこつラーメン大盛を注文する俺。ここのラーメンはとんこつに限る。比奈も同じ考えらしい。まあ幼い頃からここのラーメンは一緒に食べているからな。最近はあまり来ていなかったが、安くて美う味まいので気に入っている。

　ズルズルと、無心にラーメンを啜すする俺たち。

　額に汗をかきながらも、至福のひと時を味わった。

「はー。食った食った」

　腹をさすりながら呟くと、比奈は頰ほお杖づえをついて俺を見ている。

　その瞳は妙に真剣だった。俺の心を見透かすような目をしていた。

「……それで？」

　比奈はからん、と氷水が入ったコップを揺らしながら尋ねてくる。

「何か、悩んでいることがあるんでしょ？」

「……お前には何でもお見通しなんだな」

「当然でしょ。あたしはあんたの幼おさな馴な染じみなんだから」

　ふんと鼻を鳴らして腕を組む比奈。

　なぜかちょっと自慢げなのが可か愛わいらしい。

　こいつには敵かなわないな、と思った。

　たぶん俺のことなんて、俺より分かっているのだろう。

「──なあ」

　だから、聞いてみる。

「何？」

「分からないことがあるんだ」

　比奈は黙って聞いている。

　それが続きを促しているのだと分かっているから、俺は魔女のことを思い浮かべた。

「……嫌いな、奴がいるんだ。敵と言ってもいい」

　そう言うと、比奈は目を見張った。

「珍しいじゃん。アンタに、嫌いな奴がいるなんて」

「そうだな。俺も、一人しか知らない」

　だというのに、おかしい。

　自分の思考回路がよく分からない。

「嫌い、なんだ。わざわざ関わりたいと思ったことはなかった。仲はいつでも悪かった。敵同士だった。協力することもあったけど、その間だってお互いに罵り合っていた」

　間違いなく、それが事実だった。

「……嫌いな奴を、助ける理由なんてないはずなんだ。少なくとも、それが望まれていない以上は、気にかける理由なんてないはずだ。手を貸す理由なんて、何ひとつない」

「……、」

「なのに」

　俺は。

「どうして、俺は……」

　掌てのひらを見つめていると、比奈が問いかけてくる。

「助けたいって、思っちゃうんだ？　その子のことを」

「……、」

「これまでのような強迫観念じゃなく、ただの本心として」

「──ああ」

　その理由が分からなかった。

　自分の感情の出所が分からなくて、俺はずっと悩んでいた。

「……あのね」

　比奈は額を押さえてから、呆あきれたようにため息をついた。

「──あんた、馬鹿でしょ」

　いきなり罵倒されるとは思わなかった。

　驚いて顔を上げると、比奈は顔をしかめながら眉間を揉もんでいる。

「まったく……悩んでいる顔だったから何かと思えば……いや馬鹿なのは分かってるつもりだったけど……それにしても、はぁ。いや、そうはならんでしょ。ほんとに」

　ぶつぶつと呟いている言葉の意味が、俺には分からない。

「……おい、比奈？　これでも俺は真剣に──」

「あのね、馬鹿。よく聞きなさい」

「俺の名前は馬鹿じゃないんだが……」

「やかましい。あんたは根本的な部分を勘違いしてるだけでしょ、それ」

「どういうことだ……？」

「なーにが、嫌いよ。何が敵同士よ。そんな風に心配する相手のことを、嫌っているわけがないでしょ。嫌いだと思い込んでいるだけで、本当は違う。それだけの話でしょ」

「は……？」

「その子のこと──大切なんでしょ？　好き、なんだよ」

　そんなはずがない、と否定したかった。

　しかし言葉は出なかった。心のどこかに、すっと納得している自分がいた。

「単純な話よ。好きだから、助けてあげたいって思うのよ。その子のことが大切だから、気にかけるのよ。困っているなら、手を貸してあげたいって思うんだよ」

　脳裏に、魔女との思い出が浮かんだ。

　どれもこれも、くだらないものばかりだった。

　悪態ばかりついて、喧嘩ばかりして、仲が悪いと評される関係だったはずだ。

　そもそも俺は英雄で、あいつは魔女。前世からの仇敵だ。敵だからこそ、俺はあいつのことを助けなかったし、実際あいつだって俺なんか嫌いだと罵倒してきた。

　だから俺も魔女のことが嫌いなのだと、俺は学んだ知識に基づいて判断していた。

　前世からの仇敵を、嫌わないはずがないと思い込んでいた。

　それが正しいと思っていた。

　人間関係を学ぶ機会なんて、ほとんどなかったから。

　でも、よく考えると。

　決して、嫌だと思ったことはなかった。

　不快に思ったことはなかった。

　くだらない掛け合いも、馬鹿みたいな喧嘩も、今思えば少しだけ楽しかった。

　その高揚した感情の正体に、当時は気づけなかった。

　人とまともに関わったことなんて、魔女が初めてだったのだから。

「じゃあ……俺は、あいつのことが、嫌いじゃないのか」

　言葉にして、初めてそれを認めることができた。

「そうだよ。……誰かは知らないけど、あんたは無自覚に、その子が好きだったのよ」

　常識を覆された気分だった。

　自分の中では当たり前すぎて、議論するまでもないことだったから。

「その人に望まれてもいないのに、助けたいなんて考える時はね、その人のことが大好きで、失いたくない大切な人だと、そう思ってるからに決まってるじゃん」

　比奈はひどく優しげな口調で語りかけてくる。

「あたしが今こうしてあんたなんかの相談に乗っている理由だって、そうじゃん」

「……なんかとは何だ」

「あんたみたいな馬鹿のことを、大事な人だと思っちゃったから……こんな風に一緒にいるのよ？　幼い頃からの友達だから、あんたのことをいちいち心配してるんだ」

「友達……」

　それは、関係性を意味する言葉。

　繫つながりを意味する言葉。

　お互いを助け合う関係を意味する言葉だ。

　──俺と魔女を隔てていたものは、いったい何だった？

「そうか……」

　無意識に、口元が弧を描く。

　窓の外を見る。気持ちの良い青空が広がっていた。

　──やるべきことを見つけた気分だった。

「悪い、比奈」

　がたっ、と音を立てて立ち上がる。

　説明する言葉を探していると、比奈はひらひらと手を振って言った。

「行くところがあるんでしょ？　さっさと行ってきなさいよ」

　やっぱり、何でも見透かされている気がする。

　俺があまりにも単純で分かりやすいのかもしれない。

　ともあれ俺は机にラーメンのお代を置くと、出口に向かって駆け出す。

「行ってくる！」

「ちゃんと、帰ってきなさいよ」

「ああ！」

　自転車に乗り込んで、魔女のもとへ向かう。

　別に、今じゃなくてもいいかもしれない。でも俺は、今がよかった。

　一秒でも早く、あいつのことを助けたかった。




　──探していたのは、理由だった。




　しかし。

　そんなものは、最初から提示されていたのだ。

　俺はなんて馬鹿だったんだろう。比奈が呆れるのも当然のことだ。

　汗が流れる。怒ど濤とうのように。
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　夏の日差しが、体力を奪っていく。

　だが、自転車の速度を緩める気は起きなかった。

　うじうじと悩むのは、ここで終わりだ。




　俺は、あいつを、助けに行く。
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　魔女が住むマンションの前で、俺はぜーぜーと息を切らしていた。

　ここまで急ぐ理由があったのか疑問だが。

　とにかく。

　今は、伝えたいことがある。

　マンションの前でインターホンを押すと、数分間の沈黙があった。

　しかし俺が警備員に追い出されそうになった瞬間、魔女の応答があった。

『……何の用？』

「話したいことがある」

『私が貴方に話すことは何もないわ』

「いいから、出てこい」

　感情を押し付けると、魔女は驚いたように息を吞のんだ。

『……珍しいわね。無駄に論理的な貴方が、そんな強引な言葉を使うなんて』

「無駄だったから、やめたんだよ」

　そう言うと、魔女が僅かに息を吐く音が聞こえた。

『英雄、貴方』

「その呼び方、やめろよ。もう俺は英雄なんかじゃない。お前だってそう言っただろ」

『……どうやら、認める気になったのね？』

「残念ながらな。中二病はそろそろ卒業しなきゃいけないお年ごろらしい」

　自嘲混じりに言うと、少しばかりの沈黙があった。

『……まあ、いいわ。上がってきなさい』

　許可は取った。

　俺はエレベーターを使い、魔女の住む階層まで昇っていく。

　その間に、乱れた息をどうにか整えた。

　結局何を話せばいいのか分からない。思考の整理は全然できていない。

　だけど話したいことがある。それだけは間違いない。

　だからたぶん、何とかなると思う。

　扉を開けて。

　靴を脱いで、部屋の中に入っていく。

　相変わらず大量の本棚が部屋を埋め尽くしていた。

　古びた紙の匂いが鼻び腔こうをくすぐる。

「……よう」

　その奥のソファに、魔女は足を組んで座っていた。

　紅茶を啜っていた魔女の視線が俺に向く。

「ふん、いったい何の話が──話、が……あの、だ、大丈夫？」

　すまし顔だった魔女の顔がなぜか崩れ、不安そうに俺の顔を見つめる。

「どうした急に。お前らしくもない」

「貴方、ひどく汗だくだし、顔が青いんだけど……」

「ハハ、この程度、で……」

　なんかふらついた。

「ちょ、ちょっと貴方!?」

「何のこれしき。ちょっと前世の体力基準で自転車を走らせただけだ」

「そんなの体調悪くなるに決まっているでしょう!?」

「軽く胃の中身が逆流しそうなだけだって。気にするなよ」

「私の部屋が危機に晒さらされているのだけれど！」

　あわあわしていた魔女を宥なだめて、俺はひとまず対面のソファに座る。

「ああ、めっちゃ気持ち悪い……」

「完全に熱中症でしょう。今日の気温、何度だと思ってるのよ？」

　確か三十八度ぐらいだったか？

　分からない。というか、何かを考えようとすると頭がぐるぐるする。

「どうしてそんなに焦っていたのよ……？」

　魔女はエアコンのリモコンを手に取ると、温度を下げた。

「とにかく、何か飲んだほうが良さそうね。スポドリとか、冷蔵庫にあったかしら……」

　相変わらず優しい奴だった。

　冷たい性格を気取ってるくせに、慌てるとすぐに本性が出る。

「なあ、魔女……」

「何よ」

「もう、逃がさねえからなァ……！　ふはははははは！」

「えっ、ええ……？」

　笑みを浮かべて言うと、魔女が何だか本気で一歩退いた。

　ふぅ、と俺は一息つく。

「いや、すまん。キャラを間違えた」

「すごく気持ち悪い……」

「ストレートに言うな。傷つくだろ」

「いったい何なの……？」

　魔女は鬱陶しそうに言いながら、スポーツドリンクのボトルを俺に渡してくる。

「ありがとな。でも俺、プカリよりエクアリ派なんだ……」

「うるさい」

　一言で切り捨てられた。

「いいから飲みなさい。脱水症状で死ぬわよ」

　魔女の言葉に従い、プカリをごくごくと飲み干していく俺。生き返るぜ……。

　それから数分が経過すると、ようやく吐き気も落ち着いた。

　改めて魔女に目をやると、

「それにしてもお前、家だとそんな格好なのか……」

「……何か文句ある？」

　魔女はＴシャツ一枚に短パンという夏らしいラフな格好をしている。

　それが何というか、

「いや、普段とギャップあって、可愛いなって……」

　やはり頭が少しぼうっとしてるのか、変な口の滑り方をした。いつもなら、こんなことは絶対に口には出さないのに。言ってから、頰が熱くなっていく。しまった。

「はあ!?　何なの急に!?」

　魔女の顔が真っ赤に染まり、唾を飛ばすような勢いで批難してくる。

「あー、いや、いいんだ。そんなことより、伝えたいことがある」

「な、何よ……？」

　魔女は僅かにうろたえて、尋ねてくる。

　改めて魔女の立ち姿を眺める。俺はこいつに、何を伝えたいのだろうか。

　今までの思い出を振り返る。魔女と共に過ごしてきた日々の記憶が脳裏を駆け巡る。




「なぁ、セリス。お前って……本当に、面倒臭い奴だよなぁ」




　最初に出てきた言葉は、単なる罵倒だった。

　ぽかんとしていた魔女は急速に眉根を寄せて文句を言ってくる。

「貴方にだけは言われたくない……！」

「まあ、釈然としないが、そこはこの際もう認めよう。俺も面倒臭い奴でいい。でも絶対、俺よりお前のほうが面倒臭いだろ。魔女だからって拗こじらせすぎなんだよ」

「いいや！　何を言い出すかと思えば……絶対貴方のほうが面倒な性格よ！　人の言うことはまったく聞かない！　他人ばっかり優先して、自分のことは全然顧みない！　頭でっかちで、役割に縛られ続けて！　私が、どれだけ、貴方のことを……っ!?」

「お前だってそうだろ！　他人のことばっか気にして、自分なんかどうでもいいって態度を取りやがって！　もうお前を魔女だと知る奴は俺しかいないのに！　この世界には、無条件でお前を嫌う奴なんてどこにもいないんだよ！　無理しなくていいんだ！　困っているなら誰かを頼ればいい！　辛いなら誰かに寄りかかればいいんだ！」

「私は、魔女よ!?　世界を災厄に陥れた大罪人！　たとえこの世界では誰も知らないのだとしても、その事実が、その罪が消えるわけじゃない！　事実、今ここで私が生きているだけで、この世界を危機に晒しているの！　貴方だって分かっているでしょう!?　私は、本当は生きていてはいけない人間なのよ！　そんな人間が、人に頼っていいわけがない！　私は本来、嫌われなきゃいけないのよ！　私は地獄に落ちるべき怪物で、救いなんか求めていない！　だから貴方は私なんかより、貴方自身のことを気にかけなさい！」

「ふざけるなよ、そんな人間がいるはずないんだ……！　ましてや、お前みたいに優しい奴が地獄に落ちていいはずがないんだ！　だから俺が、お前を助けてやる！」

「は──」

　魔女は僅かに息を止めて、引ひき攣つった笑みを浮かべた。

「まだ英雄の呪いに囚とらわれているのね？　まだ、他者を優先するつもりなのね？　もう解放されたなんて、噓だったようね。そう簡単に考えを変えられるものではないと分かっていたけれど……貴方の言葉を信じた私が馬鹿だったかしら」

「いいや、違う。俺は普通の高校生だ。比奈がそう教えてくれた」

「だったら……っ!?」

　魔女は顔を歪ゆがめて、俺に問いかけてくる。

「だったら、どうして!?　なぜ私を助けようとするの!?　英雄じゃない貴方に、私を助ける理由なんてひとつもない！　そもそもが敵同士で、貴方が戦場に立たされた原因で、何度も殺し合った関係で、貴方が処刑された理由──それが私よ！　恨みや憎しみこそあれ、私を心配するなんてありえない！　貴方は、私のことを嫌っているはずなのよ！」

「本当に、面倒臭い奴だよなぁ……！」

　俺は立ち上がった。魔女の顔を睨にらみつける。

「当たり前でしょう。私は魔女よ？　面倒で、最低で、気味が悪くて、どうしようもない最悪の怪物に決まってるじゃない！　それがどうしたと言うのよ!?」

「そうは言ってねえだろ！　お前が本当にそんな奴だったら、比奈たちがあそこまでお前のことを気にかけると思うか!?　お前は良い奴だ！　お前は、優しい女なんだよ！」

「うるさいうるさい！　そんな甘言で、私を誑たぶらかせると思わないで！」

　魔女は、目尻に涙を溜ためながら、はあはあと荒く息を吐く。

「……そもそも、こんな話をしたいわけではないでしょう？　早く本題に入って」

「いいだろう」

　前へと、足を踏み出す。魔女との距離を詰めていく。

「な、何……？　それ以上、近づかないで！」

　魔女はどこからか取り出した杖つえを、俺の喉元に突きつける。

「断る」

　だが俺は構わずに進む。すると魔女は慌てて、俺の喉元から杖を離した。

「何を考えて……っ!?」

　魔女は後ろに数歩下がる。

　やがて壁に背中をくっつけた魔女の頭の横に、どんと手を突く。

　俺はにやりと笑ってみせた。

「ほらな。お前はやっぱり優しいよ」

「結局、何がしたいのよ、貴方は……!?」

「魔女セリス……いや、この呼び方はもうやめるか。椎名麻衣」

　言い直す。

　魔女は……椎名は、ひどく動揺した様子だった。杖が震えていた。

　魔女という呪いが椎名を縛り付けているのなら、そこから解放してやる。とんだブーメランだと思った。過去に呪われているのは、俺なんかよりもお前のほうだろう。

　それは魂にかかった呪いという現実的な意味合いじゃない。こころの問題だ。

　椎名は、怖がっている。恐れている。俺を、という意味じゃない。

　人に近づかれることを、人と触れ合うことを、極端に恐れている。それは前世の頃から変わらず、思えば祓魔術のために手を繫いだ時だって露骨に様子がおかしかった。

　椎名は常に一歩引いている。心を通わせて、傷つくことを怖がっている。

　それは世界中の人に憎まれ、恨まれることが当然だと思い込んでいるからだろう。

　自分以外のすべてが敵で、冷たい関係性だけで生きてきたからだろう。

　だから。

　俺は言った。

　今にも泣きそうなこの馬鹿を助けるために。




「──俺の、友達になってくれ」




　顔から火が出そうだった。

　自分でも、顔が真っ赤になっていることを自覚する。

「……は？」

　目と鼻がくっつきそうな距離にいる椎名は、ぽかんと口を開けていた。

　でも、直後にみるみるうちに真っ赤に頰を染め上げて、

「あ、貴方……何で、急に、そんな……っ!?」

　ひどく困惑した様子で問い返してきた。

　それも当然だろう。

　俺が同じことをこいつに言われたら、頭がおかしくなったのかと疑う。

　だから、こいつの友達になりたいと思った理由を説明する。

「俺は、お前を助けたい。お前の力になりたい。お前の笑顔が見たいんだ。……でもお前の言う通り、前世からの仇敵に対してそんな感情を抱くのはおかしいよな」

　俺は真面目に語っているのに、椎名は耳まで真っ赤にしている。

　ふざけないでほしい。こっちは真剣に考えたうえで、この結論に至ったのだから。

「だから、お前の友達になるんだ。関係性を変えるんだ。だって、友達を助けようとするのは、助けたいと思うのは、英雄なんかじゃなくたって、普通に思うことだろ？」

　もしかしたら、順序がおかしいのかもしれない。

　普通の友達は、こんな大層なやり取りはしないのかもしれない。

　俺が抱く椎名への感情は、普通の友達よりもずっと重いものかもしれない。
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　だけど──他の誰よりも面倒臭いお前と俺の関係を変えるには、このぐらいでちょうどいいと思った。何かが間違っていても、何かがおかしくても、それで構わない。

「助けるために、友達になる……？」

　椎名は自分の服の裾を握り締めながら、どこか縋すがるような瞳で言う。

「それじゃ貴方は、何も変わってないってことじゃ……」

「違う。というか、何度も言ってるだろ」

　こいつの心にかかった呪いを祓うためなら、何度だって恥ずかしい台詞せりふを言ってやる。

　たとえ英雄じゃなくたって、俺は祓魔術師だからな。

「──俺が英雄だから、そういう義務があるから、お前を助けたいわけじゃない。やるべきことじゃない。求められた役割じゃない。お前が言った通りだ。俺は確かにこれまで、役割に縛られていた。過去に囚われていた。けど、いざ解放されたら、俺自身がやりたいことはたくさんあった。今まではそれに気づけなかったんだ──そのうえで、まず最初に思ったことが、辛そうにしているお前を、助けてやりたいってことだった」

　やっと気づいたんだ。

　これが、そういう感情だったということに。

「それぐらいには、俺はお前が好きなんだ！　大好きだ！　お前の優しさも！　ドジなところも！　面倒臭いところも！　何もかも！　全部！　お前が大切なんだ！　お前が大事なんだ！　お前のためなら、何だってやってもいい！　だから友達になるんだ！」

　もうやけくそだった。

　とんでもない台詞を吐いてから、俺はそっぽを向いて言う。

　今だけは椎名と目を合わせる自信がなかった。

「……どうだ？　俺がお前を心配する理由、信じられるようになったか？」

　そう問いかけると、沈黙が降りる。

　やがて、ぽつりと椎名の返答があった。

「噓、よ。私のことを嫌わない人間なんているはずない」

「もし世界中の人間がお前を嫌っていたとしても」

　言葉は自然と流れ出る。なぜなら、それが本心だから。

「俺だけはお前のことを好きでいる。お前の心の呪いも、魂の呪いも、俺が祓う」

「わ、私は魔女よ？　世界を災厄に陥れた大罪人。仮に貴方なら私を救えるとしても、私は救われたらいけないのよ！　魔女は、幸せになんかなったらいけないの！」

　頭が回らないのか同じ言葉を繰り返す椎名にやきもきして、俺は激情のままに叫ぶ。

「──魔女が何だ、過去の罪が何だ!?　バーカ！　うるさいんだよ！」

　直接的な罵倒に思考が停止したのか、椎名は硬直している。

「いや、うるさい、って……」

「とにかくお前が不幸になるなんて駄目。俺が許さん」

「は──はぁ!?」

「お前はもう幸せになるしかない。なぜなら、俺がそうするからだ」

　その頭を引き寄せた。小さく今にも折れそうなほど細い体を抱きしめる。

「いいか、お前は大罪人なんかじゃない。生まれ変わった今はなおさらだ。少なくとも、今世のお前を知っている人たちはみんなお前のことが好きだし、唯一前世からお前を知っている俺だってお前のことが好きだ。お前はもう、ひとりじゃないんだ。みんなに好かれているお前は救われたっていいんだ！　あの世界の人々だって、お前の真実を知ったら憎しみなんか向けられないはずなんだ！　お前はただの被害者なんだよ！　だってのに、自分が何もかも悪いみたいな顔しやがって……！　傲慢なんだよ、お前は！」

「あ……」

　椎名の顔を胸板に押し付けて、反論を封じる。

　ふわりと華やかな香りが鼻腔をくすぐり、こいつも女の子だと思い出す。

　だが、今そんなことは関係ない。意識から追い払って、俺は言葉を続ける。

「俺がお前を助けてやる。俺がお前を幸せにする。だから俺の友達になって、大人しく救われておけ。これでも俺はお前を倒して、世界を救った英雄だぞ？　頼れよ、俺を。ひとりで抱え込まないで、俺に相談しろよ。それができるのが友達だって比奈から聞いた」

　言いたいことを、すべて叩たたきつける。

　それがどんなに恥ずかしい台詞でも、今だけは躊躇ためらわずに。




「お前が俺の友達になってくれるなら──俺は、お前だけの英雄になれる」




　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた椎名は、やがて体の力を抜いた。

「貴方……やっぱり馬鹿でしょ」

　くすりと微笑する。

「私なんかのために、そこまで必死になっちゃって」

　その瞳から、ぽろぽろと涙が零れた。

　水滴が頰を伝って、次々と流れ落ちていく。

「はぁ……何で、こんなことになっているんだろう……」

　椎名は、どこか諦めたようなため息をつく。

　抱擁を解くと、ずるずると寄りかかっている壁を滑り、やがて地面に座り込んだ。

「俺に関わったのが運の尽きだな。もう逃がさないと言っただろ？」

「本当にね。……このストーカー男」

「うるさいんだよメンヘラ女が」

「だ、誰がメンヘラよ!?　私は全然ヘラってなんかないのだけれど！」

「その状態が平常なら、余計に性た質ちが悪いんだけどな……」

　肩をすくめると、椎名は俺を睨みつける。

　涙目の上目遣いのせいか、まったく怖くなかった。

「……私なんかが、友達でいいのね？　私、きっと面倒臭いわよ？」

「そんなことは最初から分かってる」

「友達なら、ずっと一緒よ。それでもいいのね？」

「ああ」

　頷くと、椎名はふふんと笑った。

「なら、仕方ないわね。貴方のしつこさに免じて、友達になってあげるわよ。ビシバシこき使ってあげるから、覚悟しなさい」

「友達ってそういうもんじゃないよな……？」

「怒鳴りながら頼んでくるものでもないと思うわよ」

「ひどく面倒臭い性格の女がいるから、多少は仕方ないんだよ」

「……大差ないくせに」

「お前よりマシだと何度言えば……」

「……ふん。はいはい。どうせ私がいちばん面倒臭いわよ」

　椎名は拗すねたように唇を尖らせ、「ん」と押し付けるように手を伸ばしてくる。

「何だよ」

「腰が抜けたの。ひとりじゃ立てないわ」

「起こせと？」

「そうよ。何で分からないの？　友達なんでしょ？」

　椎名の手を引っ張り、体を起こしてやる。

　すると、彼女はふらりと俺の胸に倒れ込んできた。

「おい」

「……肩、貸して」

「体調、悪いのか？」

「……体調なんて、いつも悪いわよ。でも今日はいつもより……」

「それを先に言えよ」

　俺は椎名の腰を抱えると、いわゆるお姫様抱っこの体勢に移行した。

「ちょ、ちょっとグレイ!?」

「その呼び方はもうやめろ。今の俺は白石護道なんだよ」

「……じゃあ、護道。やめて」

「嫌だよ。こっちのほうが早いだろ」

「そう、だけど……」

「どうかしたか？」

「何でもない！」

「お前やっぱり元気なんじゃ？」

　椎名は何だか奇妙な表情をしている。

　ともあれ、俺は椎名を寝室に運ぶことにした。

　きょろきょろと広いリビングを見回すと、それらしき扉を見つける。

「あっちが寝室だな？」

「え……そうだけど。いや、その、ソファで良いわよ？」

「ベッドのほうが休みやすいだろ」

「あ、本当に。重いだろうから……ソファで。ね？」

「まあ重いけどな」

「そ──そんな重くないでしょ!?」

「どっちだよ殴るな首が痛い！」

　言動を安定させてくれ。

　首の挙動を確かめながら寝室の戸を開くと、中にはだいぶファンシーな装飾がなされた大きなベッドがひとつ。それを囲むように、ぬいぐるみが大量に置いてあった。

「……、」

　俺はそれを見て、魔女の顔を見て、また部屋を見る。

「……さて」

「何か言いなさいよ」

　魔女は顔を赤くして言う。早口だった。

「あー、まあ、趣味って、いろいろあるよな。うん」

「いっそ殺しなさいよ……」

　椎名をベッドに寝かせると、すぐに毛布の中に潜り込んだ。

　近くのぬいぐるみを引き寄せ、抱きかかえる。

「……」

　俺はその横に座った。腰に魔女の背中が当たる。

　しばらく沈黙があった。

「ねえ護道」

「何だ？」

「私を助けるって……具体的に、どうやって？」

　魔女はか細い声音で尋ねてきた。

「これは、呪いよ？　そう簡単に解決する問題じゃないわ」

「……そうだろうな」

「貴方のことだから、それは後で考えると言われても驚かないけれど……」

　その方法はずっと考えていた。

　でも、簡単な解決策なんてひとつも出てこなかった。

　椎名は馬鹿じゃない。そんな都合の良い手段があれば、とっくに実行しているはずだ。

　だから、俺に思いつくのは椎名の負担を軽くしてやる手段だけ。




「──お前の魂を縛る呪いを、俺が半分引き受ける」




「なっ……」

　椎名は絶句する。

「何を……そんなことをしたら、貴方の命が危なくなるわよ!?」

「別に、何の根拠もなく言ってるわけじゃない。俺は祓魔術を使える。祓魔術を使える人間の魂は、そもそも呪いの影響を受けにくい。それに祓魔術を常時使っていれば、少なくとも侵食は防げるはずだ。いちいちお前の魂と接続するより、俺に移したほうが呪いを祓う効率も良い。だからと言ってお前は、俺がすべて引き受けるなんて許可しないだろう？」

「当たり前でしょう！　そんなことをすれば、貴方にどれほどの負担が……っ！」

「だから、半分なんだ。お前がこれまで背負ってきた負担の半分なら、俺でもなんとかしてみせるさ。少なくとも今のお前よりは、俺のほうが耐性も高いはずだから」

　俺は自分を犠牲にするつもりはなかった。

　これは祓魔術で呪いを祓ってきた経験に基づく推測であり、おそらく俺が呪いを引き受けたところで祓魔術を常時使えば俺に苦痛はない。それでいて椎名の負担は軽くなる。このままだと椎名の命が危ない以上、これが最上の手段なのは間違いなかった。

　その意思が伝わったのか、椎名の瞳が揺らぐ。

「自分ひとりで全部背負おうとするなよ、椎名麻衣。俺たちは友達なんだろ？　嬉しいことは二倍で、辛いことは半分こにしようぜ。友達ってそういうもんだろ？」

　椎名はしばらく黙り込んでいた。

　だが、俺が手を差し出すと、おそるおそるといった調子で握ってくる。

「……友達って一方的に背負わせるものじゃないでしょう？」

「そうだな。だから俺が困っている時は、お前に頑張ってもらうことにしよう」

「貴方が困ることなんて、あるのかしら？」

「そりゃお前ほど人生が下手なわけじゃないけどな。俺にだって困ることなんてたくさんあるよ。このデカい貸しを使って、そのたびにお前をこき使うから覚悟しろよ」

　時が止まる。

　窓の外で、蟬せみの声だけが響いていた。

　見つめ合う。魔女の宝石のような瞳の奥を覗のぞき見る。

「だったら……」

　それは、椎名からすれば決死の覚悟と言ってもいい言葉だろう。

「──お願い、してもいいかしら。私を、助けて」

　その言葉を聞いて思わず嬉しくなって、俺は笑った。

　だって。

　世界中の人々から憎まれて。

　自分がすべて悪いのだと思い込んで。

　救済なんてされるべきではないと自分を律していた彼女が。

　それでも初めての友達になら、助けを願うことができたのだから。

「……じゃあ、文句は言うなよ？」

　俺は、自分の唇で椎名の唇を塞いだ。

「んっ……!?」

　椎名は驚きながらも、その抵抗は弱々しい。これが呪いの受け渡しに必要な工程だと理解したからだろう。魂の接続には、肉体的接触が必要になる。祓魔術で呪いを祓うだけなら手を繫ぐ程度で十分だったが、呪いの受け渡しとなると、より深い接触が必要だ。

「ん……う……っ」

　俺だって、別にやりたくてやっているわけじゃない。手早く済ませようと思って、椎名の口の中に舌を入れていく。歯がぶつかって、少しだけ痛かった。キスなんてしたのはこれが初めてだから、許してほしい。──同時に、意識を研ぎ澄ましていく。

　祓魔術はあくまで呪いを祓う技術だ。呪いの受け渡しの作業には、補助が精一杯。基本的には椎名が呪術で主導することになる。椎名の魂を縛る呪いを、俺の祓魔術で解き、椎名の呪術で俺の魂へと受け渡していく。魂同士の繫がりは、キスで確保している。

　……問題があるとすれば、この繊細な作業をしている最中、ずっと椎名とキスを続ける必要があることだ。とても気まずいが、人工呼吸のようなものと考えるしかない。

　──許してくれよ。これは、お前を助けるためだ。

「ぷはっ……！」

「……んぁっ……」

　すべての作業が終わって唇を離すと、椎名はとろんとした顔をしていた。集中力を研ぎ澄ませたせいで疲れているのだろうか。いつになく緩み切った表情だ。

「……椎名？」

　呼びかけると、椎名ははっとした表情でぶんぶんと首を振る。

　その顔は耳まで真っ赤だ。林りん檎ごみたいだなと思ったが、俺も似たようなものだろう。慣れないことをしたせいか、火が出そうなほど顔が熱い。

「ファーストキスだったのに……」

　恨みがましい目で椎名に見られるが、俺だってそれは同じだ。

「そんなことより、体調はどうなんだ？」

　心なしか、椎名の表情が明るい。無理をしている感じがなくなった。

「そんなことって……まあ、随分と楽になったけれど。貴方はどうなの？」

　問い返されて、俺は自分の胸に手を当てる。

　意識を集中すると、ずしりと重い呪いが体を縛っていると分かった。だが、常時祓魔術を展開しているおかげで、特に苦痛はない。若干体は重いが、すぐに慣れるだろう。

「……うん。問題ないな」

「本当に？」

「ああ。何なら、もうちょっと引き受けられるぞ？」

　腕に力こぶを作りながらそう言うと、椎名は顔を赤くして俯いた。

「……たとえそれが本当でも、貴方ともう一度キスをするなんてごめんだわ」

「肉体的接触があればいいんだ。別にキスじゃなくても……」

　と言ってから、何だかまずい表現になったことに気づく。一瞬怪け訝げんそうに眉をひそめた魔女の顔がさらに赤くなり、自分の体をぎゅっとかき抱いた。

「ま、ま、まさか貴方……不ふ埒らちな真ま似ねをしたら殺すわよ!?」

「お、落ち着け！　誤解だ！　俺はまだ何も言ってない！」

　慌てて弁明したものの、涙目の魔女に頭をはたかれた。解げせぬ。





終章　白しら石いし護ご道どうと椎しい名な麻ま衣い







　そんなこんなで、テスト最終日だった。

　三時間で三科目と格闘したわけだが、出来は微妙すぎる。

　赤点は流石さすがにないだろうが、平均点を取れているとは思えなかった。

「どうだったの？」

　頭を抱えている俺に、椎しい名なが話しかけてくれる。

「昨日お前に余計な時間を取られなければ、もっとできたんだけどな……」

「一夜漬けじゃどのみち身にならないわよ」

「正論を言うな正論を。そういうお前はどうなんだよ？　この学校に来て初めてのテストだろ？　テスト範囲とか前の学校とは違うはずだし、結構苦戦したんじゃないのか？」

「なめないでくれる？　私には勉強と読書しかやることがないのよ」

「ドヤ顔で言うことじゃないな……」

　自虐ネタは反応しづらいからやめろと言いたいが、椎名の場合はネタで言っているわけですらなさそうだ。それが日常だから、当然のものとして言っている雰囲気がある。

「……まあ、だから、もし貴方あなたが再試になるようなことがあれば、勉強に付き合ってあげるわ。私の事情に付き合わせた責任があるし……それに、と、友達だからね」

　魔女は顔を逸そらしながら早口で言う。

　照れながら言われると俺も照れてしまうので正直やめてほしい。

「……そ、そうだな。友達だもんな」

「……え、ええ。不本意ながら、そういうことになってしまったから」

「……、」

「……、」

　お互いに無言。何だこの居たたまれない雰囲気は？　めちゃくちゃ逃げ出したい。

　というか昨日のことを思い出させないでほしい。あまりにもこっぱずかしい台詞せりふを吐きすぎて正直思い出したくないのだ。記憶の彼方かなたに消し去りたかった。朝起きた瞬間にごろごろと部屋を転がったぐらいには恥ずかしい。あの時はテンションがおかしかったのだ。

　何がお前だけの英雄になれる、だ。馬鹿なのか？

　そんな気き障ざったらしい台詞をクソ真面目に聞いていたこの女も馬鹿なのか？

「……ま、まあ心配しなくても再試はないぞ。たぶんな」

「……そ、そう？　よかった。流石にそこまで馬鹿じゃなかったのね」

「ナチュラルに煽あおるのはやめろ！」

　俺が椎名の辛辣な言葉に突っ込みを入れると、彼女は口をぽかんと開ける。

「あ……そう、ね。ごめんなさい。友達って、そういうものじゃ……ないのよね？」

　椎名は自信なさそうな口調で問いかけてくる。

「いや、そういうものと言えばそういうものなのかもしれんが……」

　煽り合えるのは仲が良いいから、という言説もある。

「？？？」

　曖昧なことを言ったせいで、椎名は不思議そうに小首を傾かしげていた。

　椎名には、普通の友達との関わり方というものが分からないのだろう。

　前世で冷たい関係性ばかり築いてきたせいで、思わず辛辣な言葉を吐いてしまう。それを封じるために優等生の仮面を被かぶって、あのおどおどした態度が出来上がるわけだ。いちいち言葉に迷っているのだから、あんなに挙動不審になるのも仕方がない。

「……分からないのよ。友達って、どうすればいいのか」

　別に、いつも通りで構わないんだけどな。

　お互いのいつも通りを許容して、居心地が良い関係を友達と呼ぶのだから。

　単純にそう言ったところで、不器用な椎名には伝わらないだろう。

　だから。

「よし、椎名。テストも終わったことだし、一緒に遊びに行こうぜ」

「……一緒に、遊ぶ？」

「ああ。お前に、友達との関わり方ってやつを教えてやる」

「具体的に、何をするの？」

「何だっていいだろ。ショッピングでも、カラオケでも、ボウリングでも、何なら一緒に飯を食いに行くだけでもいい。ぱーっと遊んで、テストの鬱憤を晴らそうぜ」

「……それ、一緒に行く必要はあるのかしら？」

「おい」

　そういうところだぞ。

「ひとりより、ふたりのほうが楽しいだろ？　そりゃ、知らない人と行ったって気まずいだけだと思うけどな。でも、そういう風に思える人のことを友達って呼ぶんじゃないか？」

　……なんか昨日と同じぐらい恥ずかしいことを言ってないか？

　黒歴史を量産している気がしてならないが、今更と言えば今更だった。

　英雄がどうとか魔女がどうとか言っているのに、黒歴史じゃないわけがない。

「……遊ぼうぜ、俺と」

　ただ、まあ俺たちは高校生だ。青春真っ盛りと言われる時期。

　青春なんてものは、恥ずかしいぐらいでちょうどいいはず……そう考えておこう。

「そうね……」

　椎名は、前世ではついぞ一度も見せなかった満面の笑みを浮かべた。

「じゃあ、お願いすることにするわ」
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　──そんなわけで、カラオケに来た。

「ね、ねえ護ご道どう」

「……何だ？　まあ言いたいことはだいたい分かるが」

　椎名はカチコチに固まっている。

　なぜなら、

「いやー、カラオケ久々だね！」

「そうだね。でも、何だかんだテストが終わるたびに来てるんじゃないかな？」

「気晴らしにはちょうどいいからな。とっとと歌おうぜ」

　比ひ奈な、優ゆう香か、信しん二じが口々に言う。

　そう、ここには俺たち以外にもこの三人がいた。

　あの後、一度帰宅してからカラオケに向かうことにした俺と椎名だが、その途中で信二と優香に遭遇し、せっかくだからと優香が比奈も呼んだ結果、今に至っている。

「……駄目か？」

「べ、別に駄目じゃないけれど」

　まあ椎名が緊張するだろうとは思ったから、少し迷ったけど。

「……こいつらもお前のことを心配してたんだ。最近様子がおかしいって」

　そう伝えると、椎名の動きがぴたりと止まる。

「……本当に？」

「ああ。だから、元気な姿を見せてやれよ。お前がどう思ってるかは知らないけど、こいつらはきっとお前のことを友達だと思ってるんだからな」

「え……ええ？　友達って、そんな簡単になれるものじゃないでしょう？」

「そんな面倒臭い考え方をしてるのはお前だけだ」

　こつん、と軽く椎名の額を叩たたく。

　そんな風に椎名と話していると、信二から肩を小突かれる。

「相変わらず仲良さそうだな？」

「仲か……確かに仲は良くなったかもな」

「へぇ？」

　素直に言うと、信二はにやにやと楽しげに笑う。

　面倒臭い質問攻めに合いそうな気配を感じたので、俺はマイクを手に取る。歌うことで問いを封じる作戦だ。正直あまり歌に自信はないが、別に下手でもない。

「麻ま衣いちゃんはテストどうだったの？」

「あ、私は……何というか、まあ、そこそこですかね……」

　椎名はその間、比奈たちと何とも言えない会話を繰り広げている。

　それで話が広がるとでも思っているのか。……まあ、そもそも広げようと思っていないのだろう。というか無駄に話したら相手に迷惑とすら思っていそうな気がする。

　何とも救い難がたい性根だ。ただ、こういう機会を増やして、小さなやり取りを積み重ねることで、地道に人に対する恐怖や自己肯定感の無さを克服していくしかないと思う。

　そんなことを考えながら歌い終えると、「次、あたしね！」と比奈がノリノリでマイクを手に取った。画面に表示されたのは最近流は行やりのアイドルの曲だ。

「優香も一緒に歌おうよ！」

「いいよー。まあ、わたしサビしか歌えないけどね」

　そんなやり取りを聞きながら、俺は喉を潤すために一度ドリンクバーに向かう。

　メロンソーダを飲みながら戻ってくると、

「……おい、何してんだ？」

　椎名はタブレット端末を抱えて硬直していた。

　声をかけると、椎名は小声で問いかけてくる。

「……ど、どうすればいい？」

「どうするも何も、カラオケに来たんだから歌うしかないんじゃ……？」

「……私、あんまり歌知らない」

「何でカラオケにしようと思ったんだ……」

　俺が提示した数ある選択肢の中でカラオケを選んだのは椎名自身だ。

「ボウリングとか、運動系よりはマシかなと思って……」

「……なるほどな。まあ、まったく音楽聞かないってわけじゃないだろ？」

「クラシックなら聞くけれど」

「そりゃ確かに歌う曲に困るだろうな……」

「そもそも……この機械、どうやって使うのか分からない」

「そこからか……スマホはちゃんと使えてるんだから機械音痴ってわけじゃないだろ。何となく分かるんじゃないのか？」

　と言いつつも、タブレット端末の使い方を椎名に教えていく。

　頭は良い奴やつなので、すんなりと覚えてくれた。

「……で、何なら歌えるんだ？」

「……うーん。テレビで聞いたことがあって、辛かろうじて歌えるものなら……」

　魔女はそう言って、ひと昔前に流行った曲をいくつか挙げた。

「よし、それでいこう。絶妙に古いけど懐メロだからみんなも知ってるし」

「……なんかバカにしていないかしら？　本当に大丈夫？」

「してないよ。そもそもカラオケなんて、歌いたい曲を歌えばいいんだ」

　そりゃまあグループによってはみんなが知っていて盛り上がれる曲を強制してくるようなところもあるが、今の面メン子ツはそんな空気でもない。そもそも椎名が人付き合いを苦手としていることぐらいはみんな分かっているし、何かを強要したりはしないだろう。

「こらそこ！　あたしの歌ちゃんと聞きなさい！」

「聞いてるから心配すんな」

「は、はい！　桐きり島しまさんは、歌が上手ですね！」

「え？　そう？　ありがとう！」

　嬉うれしそうにはにかむ比奈に、俺は肩をすくめてみる。

「おい椎名。お世辞は時として人を傷つけるぞ」

「余計なことは言わない！」

「え!?　そ、そんなつもりは……」

　わたわたと慌てる椎名。苦笑する比奈と目を合わせて、タブレット端末を渡す。

「おい比奈、この曲入れたから、椎名と一緒に歌ってくれ」

「え？　もちろんいいよ！　意外だな。椎名さんもこういう曲を聞くんだね」

「あはは……うろ覚えなので、手伝ってください」

「ちょっと昔の曲だからあたしも歌えるか微妙だけど、了解！」

　つたないやり取りだが、段々と椎名にも積極性が芽生え始めている。

　人知れず安心していると、コーラを注いで戻ってきた信二が隣に座ってきた。

「良かったじゃねえか」

　端的に言う。その言葉の意図は何となく分かっていたが、あえて俺は黙って流した。

「何があったのかは知らねえけど、とにかく元気になったらしい」

　信二の視線は、両手でちょこんとマイクを持つ椎名に向けられている。

　慣れていないのがバレバレでちょっと笑ってしまう。あまり音程が取れているとも言い難い。だが、それでも比奈に補助されながら、椎名は楽しそうに歌っていた。

「……さて、何のことやら」

「別に、深く聞こうとは思ってねえよ」

　肩をすくめる信二に、なぜだかすべて見透かされているような気になる。

　結局、世界を救った英雄だの何だのと言っても、生まれ変わったら何の関係もない。俺はただの男子高校生だ。同級生の内心さえ、まともに読み取れないのだから。

「もう少しで夏休みだね」

　信二の隣で、優香は弾むような口調で言った。

「よかったら、みんなで遊びに行こう。椎名さんも一緒に、ね？」

「……それは当人に言ってやれよ」

　歌に夢中で何も聞いていない椎名を指差すと、優香はぱちくりと目を瞬まばたかせてから「それもそっか」と笑った。当たり前だが、俺は椎名の保護者でも何でもないからな。

　歌が、部屋中を満たしていく。

　上う手まいとは言い難いが、それでも比奈はノリノリで、椎名は一生懸命だった。

　──魔女は幸せになれない、か。

　馬鹿を言え。今の自分を省みて、もう一度同じことが言えるのだろうか。

　みんなと、友達と遊ぶことを楽しんでいる、今の椎名が。

「……どっか旅行でも行くか？」

「うんうん！　せっかくだから海に行こうよ！」

　海なんて行ったら、椎名がどうせ泳げずに溺れる光景が目に浮かぶ。

　こいつの問題は山積みだ。

「……ど、どうだった？　私、歌下手じゃなかった？」

「ん？　まあ、下手と言えば下手だったな」

「そんな!?　だったら、もう、歌わないほうがいいのかしら……」

「あのな……」

　しょんぼりと落ち込む椎名に、ため息をつく。

　この女が普通の幸せを手にするには、あまりにも人生が下手すぎる。

　頭を抱えたい気持ちにはなるが……それでも、俺はこいつの友達になってしまった。

　残念ながら、この女を幸せにすると誓ってしまった。

　だから俺はきっとこれから、この花咲くような笑顔を守るために、何だかんだと言いながらも奮闘することになるのだろう。

　それは何とも面倒臭そうで──楽しそうな未来だった。





◆






　いつかどこかで、魔女は問うた。

「もし出会い方が違えば、私たちの関係性も変わったのかしら？」

　いつかどこかで、英雄は答えた。

「何も変わらないだろうな。それこそ──生まれ方でも変わらない限りは」





〈了〉
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あとがき




　時が経つのは早いもので、気づけば最後に本を出してから、二年半以上の時が過ぎてしまいました。何はともあれ、再びこの戦場に帰ってくることができて嬉しいです。

　初めまして、あるいはお久しぶりです。雨あま宮みや和かず希きでございます。

　新人賞からやりなおし、再デビューを目指したところ、このたび講談社ラノベ文庫新人賞《佳作》という栄えある賞をいただきまして、こうして出版と相成りました。

　渾身の現代転生系青春ラブコメ、いかがでしたでしょうか。

　……え？　思っていたよりラブコメじゃないって？　でも青春だったでしょう？

　始まりは単純に、異世界の命運を左右する強大な存在が、現代で青春ラブコメしていたら面白いだろうな……というアイデアでした。最初は軽いノリでしたが、プロットを組み、執筆をするごとに、英雄とは、魔女とは何なのか──という部分を考え始め、思っていたよりもシリアスな展開が増えてしまいましたが、より面白くもなったと考えています。

　呪いから解き放たれた元英雄と元魔女は、これからしあわせになれるのでしょうか。

　今も歪みを残している彼らには難しいかもしれませんが、前世で誰よりもがんばったふたりが生まれ変わっても報われないなんて、そんな物語は認めません。私が。お前かよ。

　もし次巻があるなら、もっと青春ラブコメなイベントをたくさん挟みたいですね。作中時期も夏休みですし、夏祭りとか花火とかプールとか！　考えるだけでワクワクします。

　もし面白いと感じてくれたなら、ツイッター等のＳＮＳでぜひ感想を呟いてください。

　きっと発売からしばらくは全力でエゴサに勤しんでいる作者が喜ぶことでしょう。

　あるいは友人に薦めてみてください。読者が増えるほど次巻の希望も増えますから。

　謝辞に移ります。まずはこの作品を見つけ出してくれた担当のＭさん、Ｓさん、ありがとうございます。えーるさん、本当に素晴らしいイラストをありがとうございます。

　そして本書に関わってくださったすべての方に、多大な感謝を。

　この作品が少しでもあなたの心に響いたのなら、作者冥利に尽きます。

　ちなみに、宣伝になってしまい恐縮ですが、実はこの作品とともに『灰原くんの強くて青春ニューゲーム１』という作品でＨＪ小説大賞を受賞しており、近いうちに発売される予定です。

　灰色の青春を後悔している青年が、高校時代にタイムリープして、今度こそ虹色の青春を手に入れるために努力する物語です。面白いので、よかったら読んでみてください。

　それでは、今回はこのあたりで。

　また次の巻や別のシリーズでもお会いできることを願っています。




　最近『ＤＡＹＳ』を一気読みしたけど、やっぱ熱いスポーツ漫画は最高だな！（ボロ泣き）
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本作品は、二〇二一年一〇月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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